


多文化共生
「活き活き人間列島Jへ

全国知事会会長 ・岐皐県知事

から「操り人形列島j巻頭エッセー ・
梶原

北海道線室市 市民とロシア人との円滑な交流に取り組む一一一一一 佐 木々雅史

仙台市 留学生たちと心と心の交流深める

燭玉県富士見市・上福岡市 共生に向け、ボランティアで在住外国人へ
大井町・三芳町 協力・支援

東京都新宿区 外国人と共に住むまちづくりに向けて

外国人の住みやすいまちは日本人も住みやすい 山崎信喜

静岡県浜松市 多文化社会を支える市民の活動

三重県 地域と協働した外国人との共生社会づくりへの取り組み一 加藤憲祐

京都市 「共に生きる社会」の構築を

大阪市 多文化共生社会実現を目指して一特定非営手IJ活動法人多文化共生セン安一大阪事務局

島恨県 在住外国人の諸問題解決目指して

福岡市 在住外国人と共生するまちづくり

明治大学商学部教授多文化共生社会に向けて4 
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.長崎県国見町

--ma働抽
喝
岨
曙
樟
属
品
電
化
セ
ン
タ
ー
地
減
づ
く
り
編
集

ね
ん
ね
こ
祭
り

紀
伊
半
島
の
南
端
、
潮
岬
に
近
い
、
和
歌
山
県
古

こ
の

u

座
町
田
原
の
木
葉
神
社
で
は
毎
年
、
十
二
月
の
第
一

日
曜
日
に
「
ね
ん
ね
こ
祭
リ
」
が
営
ま
れ
る
。

安
産
、
乳
幼
児
の
健
康
や
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る

も
の
で
、
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

空
が
ま
だ
聞
け
や
ら
ぬ
午
前
六
時
、
米
と
サ
カ
キ

を
入
れ
た
お
極
を
頭
の
上
に
載
せ
た
童
女
を
先
頭
に
、

神
職
や
氏
子
ら
に
よ
る
行
列
に
よ
る
歩
み
で
始
ま
る
。

早
朝
か
ら
詰
め
凶
け
た
大
勢
の
参
拝
客
が
見
守
る
中
、

祭
リ
ば
や
し
が
奏
で
ら
れ
、
拝
礼
所
ま
で
の
お
よ
そ

五
十
メ
ト
ル
を
鈴
一
振
り
で
一
歩
と
い
う
ゆ
っ
く

り
ゆ
っ
く
り
と
し
た
歩
調
。

礼
拝
所
に
到
着
し
た
の
は
出
発
し
て
か
ら
一
時
間

後
、
朝

B
.か
顔
を
雲
聞
か
ら
出
し
た
こ
ろ
だ
っ
た
。

途
中
、
お
橿
か
ら
何
度
も
手
を
離
し
て
休
ま
せ
て
い

た
童
女
が
無
事
務
め
を
終
え
、
ほ
っ
と
し
て
い
た
の

が
印
象
的
だ
っ
た
。

祭
り
の
後
半
、
本
殿
で
行
わ
れ
た
子
{
寸
の
神
事
(
左

の
写
真
)
で
は
、
井
谷
正
守
宮
司
や
氏
子
が
乳
房
に
見

立
て
た
白
い
袋
な
ど
を
首
に
捌
け
て
、
↓
ね
ん
ね
こ
、

ね
ん
ね
こ
、
お
ろ
ろ
ん
よ
|
」
と
子
守
唄
を
歌
い
な
が

ら
歩
き
、
参
拝
客
か
ら
笑
い
や
ヤ
ジ
を
誘
っ
て
い
た
。

未
明
ま
で
吹
き
荒
れ
て
い
た
暴
風
雨
も
や
み
、
祭

り
は
好
天
に
恵
ま
れ
た
。
準
備
に
当
た
っ
た
井
谷
宮

司
や
氏
子
だ
け
で
な
く
、
参
拝
客
も
こ
と
の
ほ
か
喜

ん
で
い
る
様
子
だ
っ
た
。

-
文
川
中

・
カ
メ
ラ
U
小
形
又
男
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ふじみの国際交流センター・鳩玉県富士見市・上福岡市・大井町・三芳町 (p12) 根室インフォメーシヨンセンター・北海道線室市 (p8)
日本人と外国人との出会いの場をつくるチャターボックス

白
日
閉
山
問

外国人の住みやすいまち ・川崎市 (p16)

共住懇・東京都新宿区 (p14)OKUBOアジアの祭

国際親善ボランティアグループレディバード ・仙台市 (p10)



浜松NPOネットワークセンター ・静岡県浜松市 (p18)Mural Projectでの巨大壁画

活力あるアジアの交流拠点都市を目指す ・福岡市 (p34)
学生交流会館のもちつき。同会館は留学生と市民、周辺住民との交流を深める

施設でもある

京都市国際交流会館 姉妹都市コーナー・展示室

多文化共生センター大阪 ・大阪市 (p30)

夏の進路ガイダンスには多数の先輩も出席、アドバイスをしてくれた

在住外国人のニーズを探る ・島領県 (p32)
在住外国人共生セミナーでのパネルディスカ ッション
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昨
年
十

一
月
十
七
日
、
約

一
万
人
も
の
地
方
自
治
体
の
代
表
者
が

「
地
方
分
権
推
進
総
決
起
大
会
」
の
会
場
と
な
っ
た
日
本
武
道
館
に

結
集
し
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
記
憶
に
も
新
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
場
で
、
私
た
ち
は
、
真
の
地
方
分
権
改
革
・

三
位

一
体
改
革
の
推

進
に
向
け
た
確
固
た
る
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
十

一
月
二
十
六
日
に
政
府
・
与
党
が
示
し
た
「
三

位

一
体
の
改
革
の
全
体
像
」
は
、
地
方
財
政
の
自
立
を
図
り
、
地
方

の
自
由
度
.
裁
量
性
を
高
め
る
と
い
う
改
革
の
精
神
が
十
分
に
反
映

さ
れ
た
と
は
一舌ざ

念
な
が
ら
多
く
の
重
要
課
題
が
先
送
り
さ
れ
、
今
年
の
検
討
に
委
ね

ら
れ
て
い
ま
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
地
方
分
権
・

三
位

一
体
の
改
革
の
推
進
は
、

こ
れ
で
終
わ
り
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
は
、
地
方
分

権
と
い
う
大
き
な
時
代
の
流
れ
を
、
地
域
に
住
み
、
暮
ら
す
人
々
と

一
緒
に
な
っ
て
加
速
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

同
時
に
、
「
地
方
か
ら
国
の
形
を
変
え
る
」
に
は
、
国
か
ら
の
財

源
や
権
限
の
移
譲
を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
地
方
自
治
体
の
力
に
よ

っ
て
満
足
度
の
高
い
地
域
社
会
が
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
自
ら

立
証
し
て
み
せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

例
え
ば
、
我
が
国
で
は
、
子
育
て
支
援
施
設
と
高
齢
者
福
祉
施
設

は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
制
度
や
基
準
の
下
で
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
北
欧
で
は
、
地
域
の
施
設
は
小
規
模
で
多
機
能
な
も
の
が

よ
い
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
岐
阜
県
で
も
、
お
年
寄
り
の
面
倒
を
み

る
施
設
に
保
育
所
的
な
機
能
も
持
た
せ
る
「
街
角
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」

と
い
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
岐
阜
県
で
は
、

霞
ヶ
関
で
考
え
ら
れ
た
東
京
モ
デ
ル
で
は
な
く
、
自
ら
創
意
工
夫
し
、

あ
る
い
は
世
界
の
優
れ
た
モ
デ
ル
を
導
入
す
る
「
岐
阜
モ
デ
ル
」
づ

く
り
を
進
め
て
き
て
お
り
、
そ
の
数
は
約
四
百
件
に
達
し
て
い
ま
す
。
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さ
ら
に
、
全
国
の
地
方
自
治
体
同
士
が
優
れ
た
モ
デ
ル
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
競
い
合
う
場
と
し
て
、
「
全
国
自
治
体
・
善
政
競

争
・
平
成
の
関
ヶ
原
合
戦
」
、
通
称
「
善
政
バ
ト
ル
」
と
い
う
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
開
戦
(
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
開
設
)
か
ら
二

年
余
を
経
過
し
て
、
す
べ
て
の
都
道
府
県
の
区
域
か
ら
二
百
以
上
の

地
方
自
治
体
、

三
千
以
上
の
施
策
に
参
戦
い
た
だ
き
、
通
算
ア
ク
セ

ス
件
数
も
三
十

一
万
件
を
超
え
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
十

一
月
二
十

四
日
に
は
、
こ
の
企
画
の
軍
師
で
あ
る
作
家
の
堺
屋
太

一
氏
に
も
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
第
二
回
「
平
成
の
関
ヶ
原
合
戦
功
名
賞
」
を
発

表
し
ま
し
た
。
功
名
賞
で
は
、
善
政
バ
ト
ル
の
趣
旨
に
賛
問
い
た
だ

い
た
三
十
六
の
報
道
機
関

・
団
体
・
企
業
か
ら
、
岡
山
市
の
「
地
域

情
報
水
道
構
想

1
超
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

1
」
や
、
山
形
県
藤
島
町

の
「
農
業
を
核
と
し
た
資
源
循
環
型
社
会
/
エ
コ
タ
ウ
ン
ふ
じ
し
ま
」

を
は
じ
め
、
合
計
四
十
三
件
の
施
策
を
表
彰
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
互
い
に
善
政
を
競
い
合
い
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
イ

ス
を
学
び
合
う
中
か
ら
、
住
民
に
と
っ
て
満
足
度
の
高
い
地
域
社

会
が
実
現
し
ま
す
。
地
方
が
自
主
的
・
自
立
的
に
考
え
、
実
行
し
、

互
い
に
競
争
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
、
横
並

ま
ん
え
ん

ぴ
、
前
例
主
義
、
依
存
体
質
、
甘
え
の
構
造
が
蔓
延
す
る
、
中
央
官

僚
に
よ
る
「
操
り
人
形
列
島
」
を
、
地
域
や
個
人
が
潜
在
能
力
を
発

揮
で
き
る
「
活
き
活
き
人
間
列
島
」
へ
と
再
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

新
た
な
年
で
あ
る
平
成
十
七
年
は
、
「
発
展
途
上
国
型
の
中
央
集

権
体
制
」
を
「
先
進
国
型
の
地
方
分
権
体
制
」
へ
、
「
官
僚
政
治
」

を
「
市
民
政
治
」
へ
と
転
換
さ
せ
、
「
平
成
の
自
由
民
権
運
動
」
「
平

成
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
「
平
成
維
新
」
を
実
現
さ
せ
る
歴
史
の
転
換
点
、

そ
し
て
地
方
の
結
束
と
行
動
が
、
そ
の
真
価
を
発
揮
す
る
年
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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EE軍司・・・
多
文
化
共
生

自
国
国
国
国
阿
国

固
と
地
方
自
治
体
の
施
策
を
中
心
に

日
本
政
府
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
の
自
由
貿
易
協
定

(
F
T
A
)
の
交
渉
決
着
を
受
け
て
、

早
け
れ
ば
二
O
O

六
年
度
か
ら
看
護
師

・
介
護
士
の
受
け
入
れ
を
始
め
る
予

定
で
、
受
け
入
れ
人
数
枠
と
と
も
に
受
け
入
れ
態
勢
の
整

備
が
焦
点
に
な
っ
て
い
る
(
『朝
日
新
聞
』
二

O
O
四
年

十
一
月
二
十
日
朝
刊
)
。
今
後
、
諸
外
国
と
の

F
T
A
を
契

機
に
日
本
の
外
国
人
受
け
入
れ
が
急
速
に
進
む
可
能
性
が

あ
る
。
以
下
に
、
国
籍
や
民
族
な
ど
の
異
な
る
人
々
が
、

互
い
の
文
化
的
違
い
を
認
め
、
共
に
生
き
て
い
く
多
文
化
共

生
社
会
の
形
成
に
向
け
た
、
固
と
地
方
自
治
体
の
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
今
後
の
諜
題
を
探
り
た
い
。

O
三
年
末
現
在
、
外
国
人
登
録
者
数
は
百
九
十

一
万
五

千
三
十
人
で
過
去
最
高
を
更
新
し
、
日
本
の
総
人
口
の

一
・
五
%
を
占
め
て
い
る
。
日
本
の
総
人
口
は
十
年
前
か

ら
二
%
増
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
外
国
人
登
録
者
数
は
四

五
%
増
と
な
っ
て
い
る
(
図
1
)
。
日
本
に
在
留
す
る
外

国
人
は
、
戦
前
か
ら
日
本
に
居
住
す
る
旧
植
民
地
出
身
者

や
そ
の
子
孫
と
、
戦
後
、
特
に

一
九
八

0
年
代
以
降
に
ア

ジ
ア
や
南
米
な
ど
か
ら
新
た
に
来
日
し
た
外
国
人
に
大
き

く
分
か
れ
る
。

外
国
人
登
録
者
数
を
在
留
資
格
別
に
見
る
と
、
旧
植
民

地
出
身
者
と
そ
の
子
孫
に
該
当
す
る
特
別
永
住
者
(
四
十

八
万
人
)
と

一
般
永
住
者
(
二
十
七
万
人
)
を
合
わ
せ
た

永
住
者
が
全
体
の
三
九
%
を
占
め
る
。
近
年
、

一
般
永
住

者
が
急
増
し
て
い
る
。
O
三
年
末
の
外
国
人
登
録
者
数
は

前
年
か
ら
三
%
増
で
あ
っ
た
が
、

一
般
永
住
者
は
前
年
か

ら

一
九
%
増
と
な
っ
て
い
る
(
図
2
)
。
非
永
住
者
の
中

で
は
、
日
本
人
の
配
偶
者
ま
た
は
子
(
一
四
%
)
、
定
住

者

(
二一
一
%
)
が
多
い
。
永
住
者
お
よ
び
こ
れ
ら
の
非
永

住
者
を
合
わ
せ
た
百
二
十
五
万
人
(
六
五
%
)
は
、
在
留

活
動
の
制
限
が
な
く
、
実
質
的
に
移
民
と
号一
守
え
る
。
こ
う

し
た
外
国
人
の
定
住
化
傾
向
は
国
際
結
婚
の
増
大
か
ら
も

う
か
が
え
る
(
図
3
)
。一

方
、
活
動
に
制
限
の
あ
る
在

留
資
格
の
中
で
は
、
留
学
(
七
%
)
、
家
族
滞
在
(
四
%
)
、

4 2005・1月号指通~

• 山
脇
嘗
造

明
治
大
学
商
学
部
教
授

興
行
(
三
%
)
、
就
学
(
三
%
)
、
人
文
知
識

・
国
際
業
務

(二
%
)
、
研
修
(
二
%
)
と
続
い
て
い
る
。

外
国
人
登
録
者
を
都
道
府
県
別
内
訳
で
見
る
と
、
最
も

多
い
の
は
東
京
都
(
三
十
四
万
二
千
三
百
三
十
七
人
)
で
、

全
国
の

一
八
%
を
占
め
て
い
る
。
以
下
、
大
阪
府
、
愛
知

県
、
神
奈
川
県
、

兵
庫
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
静
岡
県
、

京
都
府
、
茨
城
県
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
上
位
十
都
府
県

で
全
国
の
七
割
を
占
め
て
い
る
。一

方
、
外
国
人
の
人
口

比
を
見
る
と
、
東
京
都

合
一
・
八
%
)
を
筆
頭
に
、
大
阪

府
、
愛
知
県
、
静
岡
県
、
群
馬
県
、
京
都
県
、
岐
阜
県
、

三
重
県
の
八
都
府
県
が
二
%
を
超
え
る
が
、

一
%
に
満
た

な
い
県
も
東
北
、
九
州
地
方
な
ど
に
は
多
い
。

外
国
人
登
録
は
し
て
い
な
い
が
、
日
本
で
暮
ら
す
外
国

人
も
少
な
く
な
い
。
在
留
資
格
を
得
な
が
ら
、
認
め
ら
れ

た
在
留
期
間
を
超
え
て
滞
在
す
る
超
過
滞
在
者
(
「
不
法

残
留
者
」
)
や
、
最
初
か
ら
在
留
資
格
を
持
た
な
い
非
正

規
入
国
者
(
「
不
法
入
国
者
」
)
で
あ
る
。
O
四
年

一
月
現

在
の
超
過
滞
在
者
は
二
十

一
万
九
千
四
百
十
八
人
で
、
九
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三
年
五
月
の
二
十
九
万
八
千
六
百
四
十

六
人
を
ピ

1
ク
に
減
少
の

一
途
を
た
ど

っ
て
い
る
。
国
籍
別
で
は
、
韓
国
(
二

一
%
)
、
中
国
(
一
五
%
)
、
フ
ィ
リ
ピ

ン

(
一
四
%
)
、
タ
イ
(
七
%
)
、
マ
レ

ー
シ
ア
(
四
%
)
の
順
に
多
い
。
こ
う

し
た
人
々
の
中
に
は
、
す
で
に
滞
在
期

間
が
十
年
を
超
え
、
家
族
を
つ
く
り
、

子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
た
者
も
少
な
く

な
い
。
在
留
資
格
が
な
い
た
め
に
法
的

保
護
を
受
け
に
く
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
侵
害
を
被
る
こ
と
が
多
い
。

1980-2003 外国人登録者数の推移図1
(人)

2.500.000 

外
国
人
政
策
と
は
通
常
、
外
国
人
の

出
入
国
に
関
す
る
政
策
(
出
入
国
政
策
)

と
在
住
外
国
人
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
政
策
(
社
会
統
合

政
策
)
に
分
か
れ
る
。
日
本
政
府
は
こ
れ
ま
で
、
「
外
国

人
政
策
」
と
い
う
用
語
を
ほ
と
ん
ど
使
っ
た
こ
と
が
な
い
。

代
わ
っ
て
用
い
ら
れ
て
き
た
の
が
、
「
出
入
国
管
理
政
策
」

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
人
政
策
H

出
入
国
政
策
で
、

社
会
統
合
政
策
が
欠
け
て
い
た
。
こ
れ
は
、
外
国
人
を
管

理
の
対
象
と
み
な
し
、
日
本
社
会
の
構
成
員
と
は
認
め
ず
、

外
国
人
の
定
住
化
を
前
提
と
し
た
政
策
を
と
っ
て
こ
な
か

っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
外
国
人
住
民
に
関
す
る

「対
策
」
が
あ
っ
て
も
「
政
策
」
が
な
い
状
態
が
長
く
続

い
て
き
た
。

九
0
年
代
以
降
の
日
系
人
を
中
心
と
す
る
外
国
人
の
急

増
に
対
す
る
主
要
官
庁
の
施
策
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の

通
り
で
あ
る
。
法
務
省
は
出
入
国
行
政
の
指
針
を
示
し
、

行
政
の
透
明
性
を
高
め
る
た

め
に
、
出
入
国
管
理
基
本
計

画
(
第

一
次
、
九
二
年
、
第

二
次、

二
0
0
0年
)
の
策

定
を
始
め
た
。
労
働
省
(
現

厚
生
労
働
省
)
は
九
三
年
に

「
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
・

労
働
条
件
に
関
す
る
指
針
」

を
定
め
、
同
年
か
ら
外
国
人

労
働
者
の
雇
用
状
況
に
つ
い

て
事
業
所
ご
と
に
報
告
を
求

め
る
「
外
国
人
雇
用

状
況
報
告
制
度
」
を

実
施
し
て
い
る
。
文

部
省
(
現
文
部
科
学

省
)
は
、
「
日
本
語

指
導
が
必
要
な
外
国
人
児
童
生
徒
の
受
け
入
れ
状

況
等
に
関
す
る
調
査
」
(
九

一
年
か
ら
隔
年
、

二
O

O
O年
か
ら
毎
年
)
、
外
国
人
児
童
生
徒
担
当
教
員

の
配
置
(
九
二
年
1
)
、
外
国
人
児
童
生
徒
受
け
入

れ
推
進
地
域
の
指
定
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。一

方、

文
化
庁
も
九
四
年
か
ら
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
日

本
語
教
育
の
推
進
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

人

0
年
代
後
半
か
ら
「
地
域
の
国
際
化
」
を
推

進
し
て
き
た
自
治
省
(
現
総
務
省
)
は
、
八
九
年

に
「
地
域
国
際
交
流
推
進
大
綱
の
策
定
に
関
す
る

指
針
」
を
各
都
道
府
県
・
指
定
都
市
に
通
知
し
、

大
綱
の
九
項
目
の

一
つ
に
、
「
外
国
人
が
活
動
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
た
。
そ
し
て
、
九

0

年
代
を
通
し
て
、
国
際
交
流
と
国
際
協
力
を
国
際

2，000，000 

1，500，000 

500，000 

1，000，000 

2003 (年)1980 1985 1990 1995 2000 200 1 2002 

出所 :r在留外国人統言十J(法務省/入管協会、各年)よ句作成

。

化
の
二
本
柱
と
す
る
施
策
体
系
を
推
進
し
て
き
た
が
、
外

国
人
受
け
入
れ
を
国
際
交
流
の

一
分
野
と
位
置
付
け
た
た

め
、
外
国
人
施
策
の
優
先
順
位
は
低
い
ま
ま
、
今
日
に
至

っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
交
流
は
、
外
国
と
の
交
流
、
外

国
か
ら
の
訪
問
者
と
の
交
流
と
い
う
発
想
に
つ
な
が
り
や

す
く
、
外
国
人
を
定
住
者
と
し
て
、
地
域
社
会
の
構
成
員

と
み
な
す
視
点
が
弱
い
。
自
治
省
の
指
針
は
全
国
の
自
治

体
の
外
国
人
施
策
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
こ

れ
を
筆
者
は
「
国
際
交
流
の
呪
縛
」
と
呼
ん
で
い
る
。

一
方
、
政
府
の
最
近
の
動
き
と
し
て
注
目
に
値
す
る
の

は
、
外
務
省
と
内
閣
府
の
総
合
規
制
改
革
会
議
で
あ
る
。

外
務
省
は

O
一
年
か
ら

在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
主
催
し
、

O
三
年
と

O
四
年
に
は

人
の
移
動
に
関
す
る
シ

1990-2003 永住および帰化の許可数の推移

一世一永住許可

一- lir.化許可

図2
(人)

'10，000 

30，000 

20，000 

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 (年)

注 永住許可数には、特別(1991年まで「特例J)永住許可数を含まない。
出所 :W法務年鑑』および『出入国管理統計年報~(法務省Î ， 各年)をもとに作成。

10，000 

。

ン
ボ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
、
課
題
の
整
理
と
解

決
策
の
模
索
を
行
っ
て

い
る
。一

方、

O
二
年

に
は
海
外
交
流
審
議
会

を
立
ち
上
げ
、
外
国
人

部
会
を
設
置
し
た
。
同

審
議
会
は
、

O
四
年
十

月
に
「
変
化
す
る
世
界

に
お
け
る
領
事
改
革
と

外
国
人
問
題
へ
の
新
た

な
取
り
組
み
」
を
答
申

し
て
い
る
。

j道政事鎗2005・1月号

内
閣
府
に

O
一
年
四

5 



月
に
設
置
さ
れ
た
総
合
規
制
改
革
会
議
は
、

O
三
年
十
一

月
の
第
三
次
答
申
で
「
我
が
国
の
国
際
的
な
魅
力
向
上
の

た
め
の
規
制
改
革
」
を
主
要
テ
l
マ
に
掲
げ
、

F
T
A
を

推
進
す
る
た
め
に
、
「
国
境
を
越
え
た

『ヒ
ト
』
の
円
滑

な
移
動
の
た
め
の
条
件
整
備
」
や
、
「
我
が
国
で
暮
ら
す

外
国
人
の
生
活
環
境
の
整
備
」
を
掲
げ
、
具
体
的
施
策
を

提
言
し
た
。
問
答
申
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
「
規
制
改
革
・
民

間
開
放
推
進
三
カ
年
計
画
」
と
し
て
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

• 国
に
比
べ
る
と
、
外
国
人
住
民
の
多
い

一
部
の
自
治
体

は
は
る
か
に
総
合
的
、
計
画
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
七

0
年
代
に
在
日
コ
リ
ア
ン
を
対

象
と
す
る
人
権
施
策
に
取
り
組
み
始
め
た
自
治
体
(
人
権

2004年10月末に愛知県豊田市で開かれた外国人集住都市会議

型
)
と
、
九

0
年
代
に
ニ
ュ

l
カ
マ

l
を
対
象
と
す
る
国

際
化
施
策
に
取
り
組
み
始
め
た
自
治
体
(
国
際
型
)
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
も
、
今
日
で
は
外
国
人
を

対
象
と
す
る
施
策
か
ら
、
外
国
人
の
地
域
社
会
へ
の
参
加

を
促
し
、
日
本
人
住
民
に
も
働
き
か
け
て
、
多
文
化
共
生

の
ま
ち
a

つ
く
り
を
目
指
し
、
施
策
の
幅
が
広
が
り
つ
つ
あ

る
。
固
と
違
っ
て
、
庁
内
の
関
係
部
門
の
施
策
を
連
絡
調

整
す
る
と
と
も
に
企
画
立
案
機
能
を
持
っ
た
部
門
を
設
置

し
、
外
国
人
施
策
の
基
本
指
針
を
定
め
、
総
合
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
代
表
例
と
し
て
、
大
阪
市

(
人
権
型
)
と
浜
松
市
(
国
際
型
)
、
そ
し
て
川
崎
市
(
人

権
型
と
国
際
型
を
合
わ
せ
た
統
合
型
)
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

大
阪
市
は

O
四
年
四
月
現
在
、
人
口
は
二
百
六
十
二
万

人
で
、
外
国
人
登
録
者
は
十
二
万
人
(
四

・
七
%
)
で
あ

る
。
大
阪
市
は
、
戦
前
か
ら
全
国

一
の
朝
鮮
半
島
出
身
者

の
多
住
地
域
で
あ
り
、
韓
国
・
朝
鮮
人
の
外
国
人
登
録
者

全
体
に
占
め
る
割
合
は
八
割
近
い
。
大
阪
市
は
九
四
年
に

外
国
籍
住
民
施
策
有
識
者
会
議
を
設
置
し
、
九
八
年
に

「
外
国
籍
住
民
施
策
基
本
指
針
|
共
生
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
て
」
を
策
定
し
、
外
国
籍
住
民
の
人
権
の
尊
重
、
多

文
化
共
生
社
会
の
実
現
、
地
域
社
会
へ
の
参
加
と
い
う
三

つ
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る

(O
四
年
改
定
)
。
大
阪
市
の

外
国
人
施
策
を
所
管
し
て
い
る
の
は
市
民
局
人
権
部
企

画
推
進
課
で
、
外
国
籍
住
民
施
策
担
当
課
長
を
配
置
し

て
い
る
。

浜
松
市
は

O
四
年
四
月
現
在
、
人
口
は
六
十

一
万
人
で
、

外
国
人
登
録
者
数
は
二

・
三
万
人
(
三

・
八
%
)
で
あ
る
。

在
住
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
全
国

一
多
い
浜
松
市
で
は
、

O
一
年

に
「
世
界
都
市
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
「
共
生
」
を

6 

「
国
際
交
流
・
協
力
」
と
並
ぶ
施
策
の
柱
に
位
置
付
け
た
。

ま
た
、
都
市
関
連
携
を
重
視
し
、
他
の
自
治
体
に
呼
び
掛

け
て

O
一
年
に
外
国
人
集
住
都
市
会
議
を
設
立
し
た
。
同

会
議
は
同
年
に
外
国
人
の
定
住
化
を
前
提
に
し
た
政
策
立

案
を
国
に
求
め
る
「
浜
松
宣
言
及
び
提
吾一
巳
を
ま
と
め
た
。

翌

O
二
年
に
は
「
十
四
都
市
共
同
ア
ピ
ー
ル
」
を
発
表
し
、

外
国
人
受
け
入
れ
の
基
本
方
針
の
策
定
と
関
係
省
庁
の
施

策
を
調
整
す
る
組
織
の
設
置
を
国
に
求
め
た
。
同
会
議
は
、

O
四
年
に
は
経
済
界
と
の
連
携
を
う
た
っ
た
豊
田
宣
言
も

発
表
し
て
い
る
。
浜
松
市
の
外
国
人
施
策
を
所
管
し
て
い

る
の
は
、
企
画
部
国
際
課
で
あ
る
。

川
崎
市
は

O
四
年
七
月
現
在
、
人
口
は
百
三
十

一
万
人

で
、
外
国
人
登
録
者
数
は
二

・
七
万
人
(
約
二

・
一
%
)

で
あ
る
。
川
崎
市
に
は
、
首
都
圏
有
数
の
在
日
コ
リ
ア
ン

多
住
地
域
が
あ
る
。
八
O
年
ま
で
韓
国
・
朝
鮮
人
が
外
国

人
登
録
者
全
体
に
占
め
る
割
合
は
九
割
を
超
え
て
い
た

が
、
九

O
年
に
は
六
割
を
切
り
、

O
四
年
七
月
現
在
、

三

四
%
と
な
っ
て
い
る
。
八
八
年
に
は
日
本
人
と
外
国
人
の

共
生
を
目
的
と
し
た
日
本
初
の
社
会
教
育
施
設
で
あ
る
ふ

れ
あ
い
館
が
設
置
さ
れ
た
。
九
六
年
に
は
ド
イ
ツ
、
フ
ラ

ン
ス
な
ど
の
自
治
体
が
設
置
し
て
い
る
外
国
人
会
議
を
参

考
に
、
外
国
人
市
民
代
表
者
会
議
を
条
例
で
設
置
し
た
。

O
五
年
に
は
「
人
権
の
尊
重
」
「
社
会
参
加
の
促
進
」
「
自

立
に
向
け
た
支
援
」
を
基
本
理
念
と
し
た
「
多
文
化
共
生

社
会
推
進
指
針
」
の
策
定
を
予
定
し
て
い
る
。
川
崎
市
の

外
国
人
施
策
を
所
管
し
て
い
る
の
は
、
市
民
局
人
権
・
男

女
共
同
参
画
室
で
あ
る
。

i議誕誕~ 2∞5 ・ 1 月号

前
述
の
よ
う
に
、
日
本
政
府
に
は
外
国
人
の
出
入
国
や
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在
留
を
「
管
理
」
す
る
官
庁
(
法
務
省
)
は
あ
っ
て
も
、

外
国
人
の
人
権
を
擁
護
し
、
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
社
会
統
合
を
推
進
す
る
官
庁
は
な
い
。
ま
た
、
出

入
国
政
策
に
関
す
る
国
の
方
針
は
八
八
年
に
、
専
門
的
・

技
術
的
分
野
の
外
国
人
労
働
者
は
積
極
的
に
受
け
入
れ
る

が
、
「
単
純
労
働
者
」
は
受
け
入
れ
な
い
こ
と
を
閣
議
決

定
し
て
以
来
、
変
わ
っ
て
い
な
い
。

二
0
0
0年
代
に
入
っ
て
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
ま

も
な
く
始
ま
る
人
口
減
少
、
さ
ら
に
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

I
シ

ヨ
ン
へ
の
対
応
や
地
域
統
合
の
推
進
の
観
点
か
ら
、
外
国

人
政
策
の
再
構
築
を
目
指
し
た
議
論
が
始
ま
っ
て
い
る
。

法
務
省
は
前
述
の
第
二
次
基
本
計
画
に
お
い
て
、
初
め
て

「
日
本
人
と
外
国
人
が
心
地
よ
く
共
生
す
る
社
会
の
実
現
」

を
目
指
す
こ
と
を
う
た
っ
た
。

以
来
、
前
述
の
外
国
人
集
住
都
市
会
議
の
提
言
や
日
本

経
済
団
体
連
合
会
に
よ
る
「
外
国
人
受
け
入
れ
問
題
に
関

す
る
提
言
」
(
二

O
O四
年
)
な
ど
に
よ
り
、
出
入
国
政

策
の
見
直
し
と
社
会
統
合
政
策
の
構
築
が
重
要
課
題
と
し

て
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
外
国
人
受
け
入
れ
の
基
本
方
針

の
策
定
と
省
庁
の
施
策
を
総
合
調
整
す
る
組
織
の
設
置
が

焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

筆
者
は
さ
ら
に
、
国
が
社
会
統
合
政
策
の
基
本
理
念
を

定
め
、
施
策
の
推
進
体
制
を
整
備
す
る
た
め
に
、
多
文
化

共
生
社
会
基
本
法
(
仮
称
)
を
制
定
し
、
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
多
文
化
共
生
社
会
の
形
成
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

な
お
、

O
四
年
八
月
、
総
務
省
は
初
め
て
次
年
度
の
重

点
施
策
と
し
て
、
「
多
文
化
共
生
社
会
を
目
指
し
た
取
り

組
み
」
の
推
進
を
掲
げ
た
。
ま
た
、
外
国
人
が
多
く
住
む

地
域
を
抱
え
る
自
治
体
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
参
考

自
治
体
に
つ
い
て
重
要
と
思
わ
れ

る
課
題
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第

一
に
、
庁
内
の
推
進
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
外

国
人
施
策
の
先
進
自
治
体
で
は
必
ず

施
策
を
担
当
す
る
部
門
が
あ
る
。
外

国
人
に
か
か
わ
る
行
政
は
、
就
労
、

教
育
、
居
住
、
社
会
保
障
と
多
分
野

に
ま
た
が
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
分

野
を
担
当
す
る
各
部
門
の
連
絡
調
整

を
担
う
と
と
も
に
、
企
画
立
案
を
行

う
部
門
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
関
係
部
門
が
集
ま
っ
て

定
期
的
に
情
報
・
意
見
交
換
す
る
庁
内
組
織
を
設
け
る
必

要
も
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
職
員
全
体
の
問
題
意
識

を
高
め
る
た
め
の
研
修
も
欠
か
せ
な
い
。

第
二
に
、
市
民
と
行
政
の
協
働
を
進
め
る
仕
組
み
を
つ

く
る
こ
と
で
あ
る
。
多
文
化
共
生
に
か
か
わ
る
課
題
は
、

町
内
会
・
自
治
会
、
市
民
団
体
、
行
政
、

学
校
な
ど
地
域

に
、
行
政
分
野
別
の
施
策
を
ま
と
め

た
「
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
(
仮

称
ご
を
策
定
す
る
方
針
で
、
各
自

治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
合
わ
せ

て
活
用
で
き
る
内
容
と
す
る
予
定
で

あ
る
。
国
レ
ベ
ル
で
初
め
て
多
文
化

共
生
を
重
要
課
題
と
位
置
付
け
る
画

期
的
な
取
り
組
み
と
吾一
ヲ
ん
る
。
地
方

自
治
体
の
取
り
組
み
を
大
き
く
後
押

し
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

1980-2003 国際結婚件数の雄移図3

--トー夫妻 の一方が 外国

一喧F ー夫日本 妻外国

---ー妻 日本 ・夫外国

(件)

45.000 

40.000 

社
会
が

一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
昨
今
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
市
民
と
行
政

の
協
働
の
重
要
性
が
強

調
さ
れ
て
い
る
が
、
多

文
化
共
生
の
分
野
こ
そ

重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
実
際
に
地
域
で
生

活
す
る
の
は
住
民
で
あ

り
、
行
政
が
い
く
ら
多

文
化
共
生
の
意
義
を
唱

え
て
も
限
界
が
あ
る
。

む
し
ろ
行
政
主
導
の
手

法
は
日
本
人
住
民
の
反

発
を
招
き
、
か
え
っ
て

外
国
人
へ
の
編
見
や
差

別
を
強
め
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
な
い
。

第
三
に
、
学
校
と
地

域
の
連
携
を
深
め
る
こ

と
で
あ
る
。
外
国
籍
住

民
は
地
域
の
行
事
よ
り

も
、
学
校
行
事
へ
の
参
加
率
が
高
い
傾
向
が
あ
る
。
外
国

人
の
町
内
会
・
自
治
会
へ
の
参
加
が
進
ま
ず
、
地
域
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
く
て
も
、
子
ど
も
同
士
の

つ
な
が
り
を
き
っ
か
け
に
、
学
校
と
い
う
場
で
外
国
人
と

日
本
人
が
出
会
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
場
合
が
多
い
。
学

校
を
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
活
用
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

35.000 

30.000 

25.000 

20.000 

15.000 

10.000 

5.000 

。
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北
海
道
根
室
市

そ
う
多
く
は
な
い
が
、
商
底
や
病
院
な
ど
か
ら
の
電
話
通

訳
も
受
け
付
け
て
い
る
。

ノ
、
ち
ゅ
l
v
hソ

厄
介
な
の
が
相
談
事
だ
。
「
自
分
は
国
後
の
島
民
だ
が
、

日
本
漁
船
で
働
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
、
あ
る
い

は
「
船
内
の
人
間
関
係
が
ひ
ど
く
て
い
た
た
ま
れ
な
い
。

根
室
市
内
の
上
陸
許
可
証
し
か
所
持
し
て
い
な
い
が
、
ロ

シ
ア
へ
の
飛
行
機
が
飛
ん
で
い
る
空
港
へ
は
ど
う
や
っ
て

行
っ
た
ら
い
い
か
」
な
ど
、
返
答
に
困
る
も
の
が
少
な
く

な
い
。

・

ム

喜
ば
れ
る
郵
便
物
一
時
預
か
り

航
海
が
長
く
続
き
、
娯
楽
に
飢
え
て
い
る
船
員
が
い
の

一
番
に
欲
す
る
も
の
は
何
と
い
っ
て
も
洋
上
で
は
ご
法
度

の
ウ
オ
ツ
カ
で
あ
る
が
、

市
民
と
ロ
シ
ア
人
と
の
円
滑
取
交
漏
に

取
り
組
む

多
岐
に
わ
た
る
根
室
市
の
対
ロ
事
業

。

多
文
化
共
生

今
か
ら
十
数
年
前
、
冷
戦
の
終
結
を
機
に
ロ
シ
ア
船
が

北
海
道
の
諸
港
に
や
っ
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
北
海
道

の
東
端
に
位
置
し
、
北
方
四
島
と
向
か
い
合
う
根
室
市
に

お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
市
が
上
陸
す
る
ロ
シ
ア
船
員

の
便
宜
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
と
の
円
滑
な
交
流
を
進

め
る
べ
く
「
根
室
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
た
の
は
平
成
四
年
夏
の
こ
と
で
、
す
で
に
十
二
年

前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
当
時
、
前
例
の
な
か
っ
た
施
設
を
開

設
・
運
営
す
る
に
当
た
っ
て
の
、
市
当
局
お
よ
び
初
代
館

員
で
あ
っ
た
故
能
登
静
子
さ
ん
の
労
苦
の
ほ
ど
が
推
察
さ

れ
る
。
本
稿
の
筆
者
は
そ
う
い
っ
た
先
人
の
遺
産
を
受
け

継
い
だ
二
代
目
館
員
で
、
勤
務
を
始
め
て
か
ら
三
年
弱
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

私
事
な
が
ら
、
筆
者
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
館
員
と
な
る
以
前
、
ロ
シ
ア
連
邦
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス

ク
市
に
七
年
余
り
暮
ら
し
、
そ
こ
で

一
緒
に
な
っ
た
妻
ア

ン
ナ
と
娘
の
ナ
オ
ミ
と
と
も
に
、
現
在
根
室
市
で
暮
ら
し

て
い
る
。
市
で
雇
用
す
る
館
員
は
筆
者

一
人
で
あ
る
が
、

ロ
シ
ア
人
の
相
談
事
、
通
訳
・
翻
訳
な
ど
で
ロ
シ
ア
人
妻

根
室
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

• 佐
々
木
施
史

の
助
力
を
受
け
つ
つ
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

以
下
に
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内
容

を
記
し
て
み
た
い
。

ヱ

ロ
シ
ア
人
に
さ
ま
ざ
ま
な
便
宜
図
る

ま
ず
、
ロ
シ
ア
船
員
へ
の
案
内
な
ど
に
つ
い
て
だ
が
、

こ
れ
は
「
市
街
地
図
な
ど
パ
ン
フ
類
の
配
布
」
「
商
庖
の

ほ
か
、
諸
施
設
の
所
在
地
説
明
」

「
購
入
を
希
望
す
る
商
品
に
つ
い
て

日
本
語
で
書
い
て
渡
す
」
「
病
院
で

の
診
察
に
必
要
な
情
報
を
あ
ら
か
じ

め
聞
き
出
し
、
日
本
語
で
書
い
て
渡

す
」
「
外
貨
両
替
の
た
め
の
円
と
ド

ル
と
の
為
替
レ

l
ト

(
一
般
に
ロ
シ

ア
船
員
の
給
料
は
円
。
帰
国
時
に
ド

ル
に
替
え
る
)
」
「
ロ
シ
ア
を
は
じ
め
、

旧
独
立
国
家
共
同
体

(
C
I
S
)
諸

国
都
市
の
市
外
電
話
局
番
」
な
ど
、

非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
ま
た
数
は

8 2005・1月号指aω

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
は
健
全
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
「
モ
ス
ク
ワ

か
ら
年
間
購
買
契
約
を
結
ん
で
い
る
新
聞
の
館
内
閲
覧
」

「
N
H
K
B
S
ロ
シ
ア
語
ニ
ュ
ー
ス
の
視
聴
」
「
ロ
シ
ア
語

ビ
デ
オ
ソ
フ
ト
・

書
籍
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
な
ど
だ
。

特
に
船
員
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
も
の
に

本
国
か
ら
の
国
際
郵
便
物
の

一
時
預
か
り

が
あ
る
。
郵
便
物
の
あ
て
先
に
は
「
根
室

市
花
咲
港
船
名
氏
名
」
が
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
入
港
日
が
定
か
で
は
な
い
彼

ら
の
た
め
の
私
書
箱
的
な
役
割
を
当
館
が

担
っ
て
い
る
。
船
へ
の
配
達
ま
で
は
行
わ

な
い
が
、
心
当
た
り
の
あ
る
船
員
が
来
館

し
持
帰
っ
て
い
く
。
一

昨
年
の
こ
と
か
、

沈
没
し
て
全
員
が
死
亡
し
た
船
あ
て
の
郵

便
物
が
届
く
と
い
う
、
悲
し
い
出
来
事
も

あ
っ
た
。
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前
述
し
た
目
的
以
外
に
、
た
だ
お
し
ゃ
べ
り
が
し
た
く

て
や
っ
て
来
る
者
も
た
く
さ
ん
い
る
。
北
方
領
土
問
題
と

か
き
わ
ど
い
話
を
筆
者
に
吹
っ
掛
け
て
く
る
者
も
い
な
い

で
は
な
い
が
、
大
抵
は
妻
の
ア
ン
ナ
と
の
お
し
ゃ
べ
り
が

目
当
て
の
者
が
多
い
。
妻
も
母
国
語
の

ロ
シ
ア
語
を
解
さ

な
い
夫
と
の
会
話
よ
り
よ
ほ
ど
面
白
い
の
で
あ
ろ
う
、
ロ

シ
ア
の
流
行
の
こ
と
な
ど
を
話
題
に
し
て
歓
談
し
て
い

る
。
こ
う
や
っ
て
仲
良
く
な
っ
た
船
員
た
ち
と
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
催
す
こ
と
も
年
に
何
度
か
あ
る
。

h
H

一
直
接
か
か
わ
り
持
た
な
い

a司
、

一
一
般
市
民
の
関
心
は
低
い

日
本
人
と
ロ
シ
ア
人
が

一
緒
に
来
館
す
る
こ
と
も
普
通

の
こ
と
だ
。
簡
単
な
商
談
の
通
訳
を
頼
ま
れ
る
ほ
か
、
過

去
十
数
年
間
に
日
ロ
合
算
で
延
べ

二
万
人
弱
が
行
き
来
し

て
い
る
、
北
方
四
島
と

の
ビ
ザ
な
し
交
流
で
知

り
合
っ
た
人
々
が
コ
ミ

ユ
ニ
ケ

l
シ
ヨ
ン
を
取

り
合
う
た
め
に
訪
れ
る
。

ま
た
、
そ
う
や
っ
て
知

り
合
っ
た
人
々
が
や
り

と
り
す
る
手
紙
の
翻
訳

も
依
頼
さ
れ
る
。
特
に
、

日
本
人
か
ら
の
手
紙
を

ロ
シ
ア
語
に
翻
訳
す
る

と
き
、
筆
者
の
っ
た
な

い
ロ
シ
ア
語
を
し
か
る

べ
き
ロ
シ
ア
語
に
修
正

し
て
く
れ
る
妻
の
存
在

は
心
強
い
。
後
顧
の
憂

い
な
く
翻
訳
し
た
も
の
を
引
き
渡
せ
る

た
め
、
気
軽
に
依
頼
に
応
じ
る
こ
と
が

で
き
る
。

根室インフォメーションセンター館内

年度別推移ロシア人来館者数

2000 

1800 

1600 

1400 

1200 

1000 

800 

600 

400 

200 。

以
上
、
根
室
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
ロ
シ
ア
人
と
の
交
流
に
つ
い

て
概
説
し
て
み
た
が
、
無
論
、
根
室
市
が
取

り
組
ん
で
い
る
交
流
事
業
も
非
常
に
多
く
、

ビ
ザ
な
し
交
流
は
言
う
に
及
ば
ず
、
根
室
市

内
す
べ
て
の
道
路
標
識
の
ロ
シ
ア
語
併
記
、

「
北
方
四
島
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
お
け
る
ロ

シ
ア
文
化
に
関

す

る

常

設

展

示
、
根
室
市
立
病
院
に
お
け
る
北
方
四
島
か
ら
の
重
病
患

者
の
受
け
入
れ
、

一
昨
年
、
昨
年
と
続
い
た
サ
ハ
リ
ン
室

内
管
弦
楽
団
の
公
演
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
の
事
業
に
欠
か
せ
な
い
ロ
シ
ア
語
に
堪
能
な
市
職
員

を
五
人
有
し
て
も
い
る
。

た
い

じ

根
室
市
は
北
方
領
土
に
真
正
面
か
ら
対
時
し
て
お
り
、

今
後
の
領
土
問
題
の
進
展
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
ロ
シ
ア

人
と
の
交
流
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
そ
れ
は
交
流
と
い
う
レ
ベ
ル
か
ら
共
生
と
い
う

レ
ベ
ル
へ
の
深
化
を
意
味
す
る
か
も
し
れ
ず
、
多
様
な
問

題
を
内
包
し
て
い
る
と
き
守
え
よ
う
。
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
館
員
と
し
て
、
非
力
な
が
ら
園
、
道
、
そ
し

て
根
室
市
の
つ
く
る
枠
組
み
に
沿
っ
て
柔
軟
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

03' 02' 01' 00' 99' 98' 97' 96' 95' 94' 93' 92' 

過去1年間の来館者数/案内相談件数

根
室
市
は
市
民
の
た
め
の
ロ
シ
ア
語

講
座
を
開
講
し
て
い
る
。
市
内
で
は
自

発
的
な
ロ
シ
ア
語
の
サ
ー
ク
ル
も
幾
っ

か
活
動
を
し
て
お
り
、
時
に
は
サ
ー
ク

ル
に
所
属
し
て
い
る
市
民
が
ロ
シ
ア
語

や
ロ
シ
ア
の
文
化
に
つ
い
て
聞
き
に
来

る
。
ま
た
、
戦
後
ま
も
な
く
北
方
四
島

あ
る
い
は
樺
太
で
少
年
時
代
の

一
時
期

を
過
ご
し
、
ロ
シ
ア
の
少
年
た
ち
と
ロ

シ
ア
語
を
交
わ
し
遊
ん
で
い
た
老
人

が
、
お
ぼ
ろ
げ
に
な
っ
た
ロ
シ
ア
語
の

意
味
を
聞
き
に
来
た
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
、
ピ
ザ
な
し
訪
問
や
船
員
と
し
て

来
根
す
る
ロ
シ
ア
人
の
ほ
か
、

在
住
ロ
シ
ア

人
の
数
も
四
十
人
ほ
ど
に
上
り
、
ロ
シ
ア
が

身
近
な
根
室
市
で
は
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
人
と

の
直
接
の
か
か
わ
り
を
持
た
な
い

一
般
市
民

レ
ベ
ル
で
の
ロ
シ
ア
人
と
の
交
流
が
進
ん
で

い
る
と
は
必
ず
し
も
き
ヲ
ん
ず
、
今
後
の
課
題

と
一言
、
え
よ
、
っ
。

u誌誕民説2005・1月号9 
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初
年
間
で
印
カ
国
の
人
々
と
交
流

ヱ

交
流
通
じ
、
各
国
の
文
化
考
え
方
学
ぶ

日
本
へ
の
留
学
生
の
数
が
つ
い
に
全
国
で
十
万
人
を
超

し
た
。
レ
デ
ィ
パ

l
ド
が
誕
生
し
た
二
十
年
前
に
は
約

一

万
人
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
日
本
で
教
育
を
受
け
よ

う
と
い
う
青
年
の
数
が
、
急
カ

l
ブ
で
増
え
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
国
費
留
学
生
の
数
は
二

千
人
か
ら

一
万
人
弱
と
約
人
千
人
増
え
て
い
る
の
み
で
、

私
費
留
学
生
増
が
圧
倒
的
に
多
く
、
生
活
の
大
変
な
留
学

生
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
く
。

宮
城
県
で
も
留
学
生
の
数
は
年
々
増
え
、
現
在
で
は
約

千
八
百
人
で
、
家
族
も
含
め
る
と
か
な
り
の
数
に
な
る
。

数
は
増
え
た
と
い
っ
て
も
、
や
は
り
知
ら
な
い
土
地
に
住

み
始
め
た
留
学
生
や
家
族
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
は
相
変
わ

ら
ず
で
体
調
を
崩
す
人
も
多
い
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
、

日
本
社
会
の
仕
組
み
ゃ
暮
ら
し
方
を
丁
寧
に
説
明
し
て
あ

げ
る
人
が
い
た
ら
、
そ
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
も
少
し
は
軽

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
せ
っ
か
く
、
縁
あ
っ
て

日
本
に
来
た
留
学
生
と
そ
の
家
族
な
の
だ
か
ら
、
安
心
し

て
暮
ら
し
て
ほ
し
い
し
、
日
本
が
好
き
に
な
っ
て
帰
国
し

国
際
親
善
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
レ
デ
ィ
バ
ー
ド

・

績
野
久
子

て
ほ
し
い
。

こ
の
よ
う
な
思
い
で
私
た
ち
は
こ
の
活
動
を
続
け
て
い

る
。
と
同
時
に
、
地
図
の
上
だ
け
で
し
か
知
ら
な
か
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
国
の
方
と
出
会
い
、
数
え
て
み
る
と
こ
れ
ま

で
約
五
十
カ
国
の
人
々
と
交
流
し
て
い
る
。
各
々
の
国
の

文
化
や
考
え
方
を
学
ぶ
の
が
楽
し
く
て
た
ま
ら
な
い
か
ら

か
も
し
れ
な
い
。

'

一

留
学
生
夫
人
と
の
交
流
が
き
っ
か
け
で

一
モ

一
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
企
画

レ
デ
ィ
パ

l
ド
が
誕
生
し
た
の
は
今
か
ら
約
二
十
年

前
、
仙
台
に
留
学
生
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
増
え
始
め
た
こ
ろ
だ

っ
た
。
東
北
大
学
国
際
交
流
会
館
も
で
き
た
ば
か
り
で
、

独
身
寮
と
家
族
寮
が
ま
だ

一
つ
ず
つ
だ
っ
た
。
そ
こ
に
住

ん
で
い
た
イ
ラ
ン
の
留
学
生
の
夫
人
と
偶
然
知
り
合
っ
た

時
、
彼
女
が
「
自
分
の
固
な
ら
夕
方
に
は
夫
が
帰
宅
し
ゆ

っ
く
り
家
族
と
過
ご
す
の
に
、
日
本
に
来
た
ら
朝
早
く
か

ら
夜
遅
く
ま
で
大
学
に
行
っ
た
き
り
。
私
は

一
体
ど
う
や

っ
て
過
ご
し
た
ら
い
い
の
」
と
強
い
口
調
で
問
い
掛
け
て

き
た
。
日
本
人
と
付
き
合
う
チ
ャ
ン
ス
も
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い

10 

そ
れ
で
は
お
友
達
に
な
り
ま
し
ょ
う
と
交
流
が

始
ま
っ
た
。

ほ
か
の
留
学
生
の
夫
人
た
ち
も
昼
間
寂
し
い
思
い
を
し

て
い
る
と
い
う
の
で
、
ま
ず
手
始
め
に
交
流
会
館
の
和
室

を
借
り
て
七
夕
飾
り
を
作
る
こ
と
に
し
た
。
当
日
は
部
屋

に
入
り
切
れ
な
い
ほ
ど
の
婦
人
と
子
供
が
集
ま
り
、
私
た

ち
は
う
れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ
た
。

日
ご
ろ
望
ん
で
い
た
こ
と
が
実
現
し
た
と
い
う
喜
び
が

吹
き
出
し
た
よ
う
に
、
彼
女
ら
か
ら
積
極
的
な
声
が
上
が

っ
た
。
「
あ
な
た
の
家
に
行
っ
て
も
い
い
で
す
か
」
と
声

を
掛
け
て
来
た
人
も
い
た
し
、
編
み
物
を
教
え
て
、
日
本

の
手
芸
を
や
っ
て
み
た
い
、
生
け
花
を
習
い
た
い
な
ど
の

要
望
が
出
て
、
私
た
ち
も
次
々
と
い
ろ
い
ろ
な
催
し
を
企

画
し
た
。
折
り
紙
、
ち
ぎ
り
絵
、
習
字
、
茶
道
、
琴
演
奏
、

盆
踊
り
、
和
服
着
付
け
、
料
理
教
室
、
ひ
な
祭
り
に
パ
ス

旅
行
と
数
え
上
げ
た
ら
き
り
が
な
い
ほ
ど
さ
ま
ざ
ま
な
会

を
催
し
た
。
中
で
も
焼
き
そ
ば
パ
ー
テ
ィ
ー
と
パ
ス
旅
行
、

ハ
ン
ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
は
十
年
以
上
も
続
き
、
浴

衣
の
着
付
け
パ
ー
テ
ィ
ー
や
生
け
花
教
室
な
ど
は
現
在
も

、
つ
の
で
、

2005・1月号姐~ω
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ま
た
、
週

一
回
の
「
に
ほ
ん
ご
サ
ロ
ン
」

で
は
誰
で
も
自
由

に
日
本
語
で
お
し

ゃ
べ
り
す
る
場
を

提
供
。
時
に
は
役

所
や
保
健
所
、
学

校
か
ら
の
プ
リ
ン

ト
を
読
ん
で
あ

げ
、
育
児
、
予
防

接
種
、
病
気
の
相

談
の
場
に
な
る
。

ム

会
員
数
鴻
少
老
齢
化
が
深
刻

会
員
は
現
在
三
十

一
人
。
二
十
年
間
も
活
動
を
支
え
て

き
た
氏
家
洋
子
代
表
を
は
じ
め
、
数
人
の
年
配
女
性
、
ミ

ド
ル
ヤ
ン
グ
マ
マ
と
ミ
ス
も
何
人
か
。
行
事
の
と
き
に
は

会
員
の
家
族
も
加
わ
り
、
い
ろ
い
ろ

な
世
代
の
男
女
が
集
ま
る

の
で
活
動
に
深
み
が
出
て

う
れ
し
い
。
し
か
し
、
会

員
数
の
減
少
と
老
齢
化
は

深
刻
な
問
題
で
活
動
資
金

(全
く
の
自
力
)
の
不
足

と
相
ま
っ
て
、

設
立
当
初

の
理
想
は
あ
っ
て
も
具
体

化
し
て
い
く
実
行
力
が
乏

二

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

h

…
も
事
実
で
あ
る
。

ル

二
十
年
間
い
つ
も
気
を

特
付
け
て
き
た
こ
と
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
自
己

満
足
や
押
し
付
け
で
は
い
け
な
い
、
留
学
生
を
よ
く
見
詰

め
て
何
を
求
め
て
い
る
か
を
感
じ
取
り
、
即
実
行
す
る
こ

と
。
そ
ん
な
訳
で
活
動
の
内
容
も
常
に
試
行
錯
誤
の
連
続
。

設
立
当
初
は
物
心
両
面
の
援
助
な
ど
と
う
た
っ
て
い
た

が
、
今
一言
尽
え
る
こ
と
は
、
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
留
学
生
と

付
き
合
っ
て
い
く
う
ち
に
、
分
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
あ

っ
た
ら
手
伝
っ
て
あ
げ
る
。
で
も
、
そ
れ
を
し
た
こ
と
で

こ
ち
ら
は
温
か
い
心
を
も
ら
い
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
ち
ら
の
方
が
何
倍
も
得
す
る
こ
と

に
な
る
と
気
が
付
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

昨
年
秋
、
会
員
の

一
人
は
、
ス

l
ダ
ン
の
婦
人
が
お
産

し
た
際
、
緊
急
手
術
で
病
院
か
ら
呼
び
出
さ
れ
た
。
ご
主

人
と
並
ん
で
病
院
の
ベ
ン
チ
で
待
っ
て
い
た
時
、
そ
の
ご

主
人
は
手
術
の
問
中
、
小
さ
な
声
で
詩
の
よ
う
な
言
葉
を

口
ず
さ
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
妻
と
生
ま
れ
て
く
る
子
供
の

無
事
を
願
う
イ
ス
ラ
ム
の
祈
り
の
言
葉
だ
っ
た
。
テ
レ
ビ

で
見
る
何
百
、
何
千
人

の
モ
ス
ク
で
の
祈
り
の

様
子
と
は
違
う
、
小
さ

な
幸
せ
を
願
、
つ
静
か
な

祈
り
だ
っ
た
そ
う
だ
。

今
、
世
界
中
を
見
回

す
と
暗
た
ん
た
る
気
持

1 ポトラックパ ティ

ち
に
な
る
毎
日
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
小
さ

な
理
解
、
人
と
人
と
の

結
び
付
き
が
世
界
平
和

の
小
さ
な

一
歩
に
な
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
信
じ

た
し
。

2005・1月号

開
催
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
個
人
的
に
は
住
居
探
し
へ
の
協
力
や
病
院

に
つ
い
て
行
っ
た
り
、
家
に
招
待
し
て
悩
み
を
聞
い
て
あ

げ
た
り
な
ど
、
各
人
各
様
の
や
り
方
で
手
助
け
を
続
け
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

'

一

家
族
や
友
人
誘
い

4
-
一
み
ん
な
で
積
極
的
に
楽
し
む

主
な
活
動
を
挙
げ
て
み
る
。

マ
二
月
早
膏
パ
ー
テ
ィ
ー

最
初
は
日
本
の
お
正
月

を
紹
介
す
る
会
だ
っ
た
が
、
今
で
は
み
ん
な

一
緒
に
歌
や

踊
り
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
た
後
、

書
道
、
茶
道
な
ど
も
体

験
し
た
。
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
年
々
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て

き
た
の
は
、
会
員
が
家
族
ぐ
る
み
で
参
加
し
、
留
学
生
も

家
族
や
友
人
も
誘
い、

子
供
も
た
く
さ
ん
参
加
す
る
。
ど

っ
ち
が
主
催
者
で
ど
っ
ち
が
お
客
様
か
分
か
ら
な
い
ほ

ど
、
皆
よ
く
動
き
、
積
極
的
に
楽
し
む
か
ら

だ
と
思
う
。

マ
七
月
世
界
の
料
理
の
会

年
々
違
う

国
の
料
理
に
挑
戦
す
る
が
、
昨
年
は
モ
ン
ゴ

ル
料
理
を
教
わ
り
皆
で
作
っ
た
。
食
事
の
後
、

馬
頭
琴
の
演
奏
も
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

マ
十
月
デ
イ
ト
リ
ッ
プ

利
府
町
の
ナ

シ
園
に
ナ
シ
狩
り
に
出
掛
け
た
。
パ
ス
旅
行

は
十
年
余
り
毎
年
続
け
て
い
た
が
、
現
在
は

費
用
の
点
で
、

実
施
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る
。

マ
十
二
月
ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
ー

会
員
も
留
学
生
も

一
皿
の
料
理
を
持
ち
寄

り
、
食
べ
な
が
ら
自
分
の
国
に
つ
い
て
話
を

し
て
も
ら
う
。

泊~~11 
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町
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ざ
ま
な
生
活
相
談
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
生
活
相
談

は
富
士
見
、
上
福
岡
の
二
市
と
大
井
、

三
芳
の
二
町
か
ら

業
務
委
託
さ
れ
て
い
る
。

4
一

多
言
語
情
報

4

一
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ふ
じ
み
の
」

在
日
外
国
人
の
多
く
が
、
自
分
の
理
解
で
き
る
言
語
で

情
報
誌
が
得
ら
れ
な
い
と
吾一
宮ノ
。
知
ら
な
か
っ
た
た
め
に

地
域
で
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
起
き
た
り
も
す
る
。
人
口
の

一
%
で
あ
る
に
せ
よ
、
彼
ら
は
市
民
と
し
て
同
じ
こ
と
を

知
る
権
利
が
あ
る
は
ず
。
そ
こ
で
、
在
日
外
国
人
に
ぜ
ひ

知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
、
知
ら
せ
た
い
こ
と
を
毎
月
七
カ
国

語
で
情
報
誌
を
作
り
、
公
共
施
設
に
置
か
せ
て
も
ら
い
無

料
で
提
供
し
て
い
る
。

・
ム

日
本
語
教
室

日
本
語
を
勉
強
し
た
い
と
、
き
ょ
う
も
大
勢
の
人
が
セ

ン
タ
ー
に
集
ま
っ
て
い
る
。
日
本
に
来
て
五
年
も
六
年
も

た
つ
の
に
、
漢
字
は
お
ろ
か
、

平
仮
名
も
カ
タ
カ
ナ
も
読
め

な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の

に
驚
く
。

「
子
ど
も
が
二
年
生
の
時

は
、
母
親
は
せ
め
て
三
年
生

の
勉
強
が
で
き
て
、
子
ど
も

が
三
年
生
の
時
は
、
四
年
生

の
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
し

よ
う
ね
」
と
、
励
ま
し
て
日

本
語
の
学
習
支
援
に
全
力
を

尽
く
し
て
い
る
。

昨
年
秋
、

共
生
に
向
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

在
住
舛
国
人
ヘ
協
力
・
支
援

生
活
相
談
業
務
を
富
士
見
市
な
ど
2
市
2
町
か
ら
受
託

ふ
じ
み
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
私
た
ち
の
地
域
に

暮
ら
す
外
国
籍
の
人
々
へ
の
協
力
・
支
援
、
お
よ
び
そ
れ

ぞ
れ
の
共
生
に
向
け
て
活
動
す
る
拠
点
と
し
て

一
九
九
八

年
に
発
足
し
た
。
強
い
意
志
と
優
し
い
心
で
夢
を
描
き
続

け、

一
人
ひ
と
り
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
セ
ン
タ
ー
を

運
営
し
て
い
る
。

-T十生活
相
談

セ
リ
さ
ん
か
ら
、
原
因
病
で
手
術
を
し
な
い
と
失
明
す

y
yヲ
せ

い

る
と
診
断
さ
れ
た
が
、
の
ら
り
く
ら
り
と
十
年
も
同
棲
し

て
い
る
日
本
人
男
性
に
説
教
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
。

小
太
り
の
そ
の
男
性
は
昼
間
か
ら
ふ
と
ん
に
も
ぐ
り
、
私

た
ち
が
行
つ
で
も
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。
揚
げ
句
の
果

て
に
「
金
が
な
い
。
手
術
は
で
き
な
い
。
も
う
飽
き
た
か

ら
別
れ
た
い
」
と
言
う
。
堪
忍
袋
の
緒
が
切
れ
た
。

「何
言

っ
て
る
の
。
十
年
も
お
も
ち
ゃ
に
し
て
。
目
が

見
え
な
く
な
っ
た
か
ら
捨
て
る
な
ん
て
、
考
え
違
い
も
い

い
と
こ
ろ
よ
。
し
っ
か
り
し
な
さ
い
」
と
、
怒
鳴
り
つ

け
る
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ふ
じ
み
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

理事長

・

石
井
ナ
ナ
ヱ

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
言
う
こ
と
な
ん
か
誰
も
相
手
に
し

な
い
と
思
っ
て
い
た
の
に
。
こ
ん
な
や
つ
の
見
方
を
す
る

日
本
人
が
い
た
ん
だ
」
と
、
す
ご
く
ピ
ッ
ク
リ
し
て
い
る
。

結
婚
す
る
た
め
の
書
類
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
急
い
で
取

り
寄
せ
る
こ
と
。
手
術
の
頭
金
を
な
ん
と
か
用
意
す
る
こ

と
。
会
社
に
同
棲
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
、
社
会
保

険
に
入
れ
て
も
ら
う
よ
う
彼
に
言
つ

て
聞
か
せ
た
。
セ
リ
さ
ん
を
無
理
や

り
頼
ん
で
病
院
に
入
院
さ
せ
て
も
ら

い
、
分
割
払
い
で
手
術
を
し
て
ほ
し

い
と
お
願
い
し
、
そ
の
後
す
ぐ
社
会

福
祉
協
議
会
に
行
き
、

一
時
金
を
貸

し
て
も
ら
え
な
い
か
頼
ん
だ
。

ど
の
国
で
生
ま
れ
で
も
、
ど
ん
な

職
業
で
も
、
老
若
男
女
み
ん
な
人

間
!
み
ん
な
平
等
!
を
旗
印
に
、

在
日
外
国
人
が
市
民
と
し
て
普
通
の

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
法
律
と
人

情
と
現
実
の
問
で
揺
れ
な
が
ら
さ
ま

12 2005・1月号諸説$ω
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テ
ィ
ア
が
体
験
を
生
か
し
て
、
誰
も
が
使
え
る
日
本
語
テ

キ
ス
ト
、
七
カ
国
語
の
対
応
帳
、
平
仮
名
カ
タ
カ
ナ
練
習

帳
を
作
り
、
県
内
九
十
カ
所
の
日
本
語
教
室
に
配
っ
た
。

ヱ

子
ど
も
と
の
か
か
わ
り

毎
週
土
曜
は
国
際
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
日
。
親
の
都
合
で

日
本
に
来
た
外
国
籍
の
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
く

る
。
こ
う
し
た
子
ど
も
達
に
遅
れ
が
ち
な
勉
強
の
補
習
を

し
て
い
る
。

ま
た
、
来
日
し
た
子
ど
も
の
た
め
に
学
校
に
出
向
き
、

別
室
に
来
て
も
ら
い
、
生
活
日
本
語
指
導
を
す
る
。
学
齢

の
途
中
で
日
本
に
来
た
子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
日
本
語
だ

け
の
授
業
に
付
い
て
い
く
の
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な

い
。
六
カ
月
ぐ
ら
い
日
本
語
の
基
礎
を
し
っ
か
り
教
え
る小学校に出向いての国際理解講座は年に50-60講座の要請がある

短
期
日
本
語
教
室
を
、
各
地
に
つ
く
る
必

要
を
強
く
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
野
外
活
動
を
通
し
て
、
日
本
の

子
ど
も
と
外
国
の
子
ど
も
が
触
れ
合
い
、

自
主
性
、
創
造
性
、
国
際
性
を
育
む
こ
と

を
目
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
、
ふ
じ
み

の
国
際
わ
い
わ
い
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。

ア
フ
リ
カ
太
鼓
の
鑑
賞
と
ゲ
l
ム
大
会
。

野
外
活
動
広
場
で
の
外
国
料
理
教
室
や
キ

ャ
ン
プ
を
経
て
、
公
募
に
よ
っ
て
集
ま
っ

た
小
学
生
が
国
籍
を
越
え
て
、

一
回
ご
と

に
仲
良
く
な
っ
て
い
く
の
が
分
か
る
。

ヱ

国
際
理
解
講
座

小
・
中
学
校
の
国
際
理
解
の
授
業
に
外
国
人
を
派
遣
し

て
い
る
。
日
本
の
子
ど
も
が
小
さ
い
時
か
ら
外
国
人
と
接

し
、
互
い
を
理
解
し
相
手
を
思
い
や
る
心
が
育
つ
よ
う
に
、

要
請
が
あ
れ
ば
ど
こ
へ
で
も
出
張
す
る
。

カ
タ
コ
ト
の
日
本
語
で
、
必
死
に
母
国
の
文
化
や
風
俗

に
つ
い
て
話
す
外
国
人
の
姿
を
見
て
、
子
ど
も
達
が
新
鮮

な
驚
き
と
喜
び
を
表
す
。
ど
の
国
の
ど
の
人
も
み
ん
な
、

一
人
ひ
と
り
が
大
切
な
存
在
で
あ
る
こ
と
、
形
も
色
も
違

う
け
ど
、
違
い
を
認
め
理
解
す
る
努
力
を
し
て
ほ
し
い
と

願
う
。

ヱ

舛
国
語
教
室

中
国
語
・
韓
国
語
・
英
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
教
室
が
大

盛
況
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
生
活
相
談
や
日
本
語
を
習
い

に
来
て
い
た
外
国
人
が
何
か
お
礼
を
し
た
い
と
考
え
、
自

然
に
発
生
し
た
。
休
憩
時
間
に
は
世
間
話
に
花
を
咲
か
せ
、

お
茶
を
飲
ん
で
和
や
か
に
歓
談
し

て
い
る
。
外
国
人
に
と
っ
て
も
日

本
人
に
と
っ
て
も
心
か
ら
の
憩
い

の
場
に
な
っ
て
い
る
の
が
う
れ
し

-v ふ
じ
み
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

で
は
こ
の
ほ
か
に
、
楽
し
い
出
会

い
の
あ
る
チ
ャ
タ

l
ボ
ッ
ク
ス
、

料
理
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
絵

手
紙
教
室
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開

い
て
、
外
国
人
と
の
交
流
の
機
会

を
提
供
し
て
い
る
。

土

地
域
の
行
事
に
参
加

晴
れ
渡
っ
た
大
空
の
下
、

二
十
人
の
外
国
人
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
子
ど
も
祭
り
に
参
加
し
た
。
同
じ

町
に
住
み
な
が
ら
普
段
は
め
っ
た
に
会
わ
な
い
外
国
人

が
、
ず
ら
り
と
並
ん
だ
時
の
子
ど
も
達
の
驚
い
た
顔
。
ワ

ー
っ
と
上
が
っ
た
歓
声
。
応
援
席
に
座
っ
て
見
る
は
ず
が
、

あ
っ
と
い
う
聞
に
外
国
人
の
列
に
駆
け
寄
っ
て
き
た
。

各
国
語
に
よ
る
自
己
紹
介
。
外
国
人
を
ま
ね
て
踊
る
子

ど
も
。
手
拍
子
で
応
援
す
る
大
人
。
に
こ
や
か
な
外
国
人

の
顔
。
誰
も
が
み
ん
な
う
れ
し
そ
う
。
い
ろ
い
ろ
な
形
で

地
域
と
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
生
の
街
が

生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

職
業
訓
練
所
も
つ
く
り
た
い
し
、
集
団
健
康
診
断
も
し

た
い
が
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

(
N
P
O
法
人
)
で
も
、

寄
付
は
ト
ン
と
集
ま
ら
な
い
。
民
設
民
営
の
家
計
は
火
の

車
。
問
題
は
山
積
し
て
い
る
が
、
自
己
実
現
に
向
け
て

こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。

接記減@2005・1月号13 
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。
東
京
都
新
宿
区

互
い
に
よ
り
深
く
、
広
く
知
り
合
う
た
め
の
人
間
交
流
の
場

h
F
-
大
久
保
・
百
人
町
の

4
-
外
国
籍
区
民
比
率
は
三
割

東
京
都
新
宿
区
は
こ
の
十
年
余
り
で
、
全
人
口
三
十
万

人
の
う
ち
三
万
人
の
外
国
人
登
録
が
あ
る
外
国
人
集
住
地

域
に
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
大
久
保
・
百
人
町
地
域
で
は
、

住
民
比
率
で
平
均
三
割
程
度
に
な
り
、
大
久
保

一
、
二
丁

目
、
百
人
町

一
、
二
丁
目
だ
け
で
も
、
五
千
人
を
超
え
る

外
国
籍
区
民
が
住
ん
で
い
る
。
「
共
住
懇
」
二
掴

は
、
こ
の
大
久
保
・
百
人
町
地
域
を
拠
点
吟
置

と
し
、
地
域
住
民
の
立
場
合
"
外
国
人
出

と
と
も
に
住
む
ま
ち
づ
く
り
“
と
い
う
視
市

岨

点
で

一
九
九
二
年
四
月
か
ら
活
動
を
始
め
遵
-

蝉
四
一

た
。

生韓日』vu

八
0
年
代
の
中
ご
ろ
か
ら
世
界
的
に
労

働
人
口
の
移
動
が
活
発
に
な
り
、
周
辺
地

域
か
ら
多
く
の
民
族
集
団
が
東
京
周
辺
に

集
ま
っ
て
く
る
。
新
宿
は
大
き
な
商
業
地

域
で
も
あ
り
、
多
く
の
留
学
生
や
外
国
人

就
業
者
を
迎
え
、
地
域
共
同
体
に
も
影
響

を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
久
保
・
百

• 山
本
重
幸

共
住
懇
代
表

人
町
地
域
に
も
外
国
人
が
増
え
て
、
以
前
か
ら
の
住
民
と

の
間
に
あ
つ
れ
き
や
混
乱
が
生
じ
た
。

'J一
「
百
一
い
に
よ
り
良
く
喜
ら
す
に
は
」
を

4
1
一
課
題
に
活
動
展
開

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
九

一
年
十

一
月
、
新
宿
区
主

催
に
よ
る
「
外
国
人
と
と
も
に
つ
く
る
ま
ち
新
宿
区
の

国
際
化
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
|
」
と
い
う
、

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
講
座
が
聞
か
れ
た
。

…
こ
こ
で
「
ま
ち
に
外
国
人
が

のゆ
増
え
る
こ
と
は
日
本
人
に
は

齢

心
迷
惑
な
の
か
」
「
外
国
人
も

蛾

…
日
本
で
生
活
す
る
上
で
の
困

共批

…
り
ご
と
は
あ
る
」
と
い
う
問

砂

…
題
提
起
が
あ
り
、
「
互
い
に

は

一
よ
り
良
く
暮
ら
す
に
は
、
ど

働

…

般
う
す
れ
ば
い
い
か
」
と
い
う

nν

，L
…
 

川
町
-
↓
課
題
に
集
約
さ
れ
た
。
そ
し

日目
立

て
、
そ
の
場
に
集
ま
っ
た
参

民
策
市
政

一
加
者
約
四
十
人
か
ら
、
自
主

的
か
つ
継
続
的
な
学
習
会
を

14 

継
続
し
て
い
く
こ
と
で
合
意
が
で
き
、
翌
年
の
四
月
に

「
外
国
人
と
と
も
に
住
む
新
宿
区
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

が
発
足
し
た
。
"
共
に
住
む
懇
談
会
“
の
文
字
を

一
つ
ず

っ
と
っ
て
「
共
住
懇
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一一

O

O
二
年
か
ら
は
共
住
懇
が
正
式
名
称
と
な
る
。

学
習
会
と
し
て
出
発
し
た
共
住
懇
は
、

二
年
ほ
ど
経
過

す
る
と
自
前
の
地
域
調
査
を
行
う
。
当
時
増
え
始
め
て
い

た
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
屈
に
注
目
し
、
各
料
理
屈
の
経
営
者

に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
中
か
ら

一
般
情
報
と

し
て
提
供
で
き
る
も
の
を
抜
粋
し
て

「
お
い

し
い

"
ま
ち
“
ガ
イ
ド
」
(
初
版
九
四
年

1
0
一
年
)
を
作
成

し
た
。
や
が
て
各
方
面
か
ら
反
響
が
あ
り
、
"
大
久
保
“

は
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

2005・1月号泌総;0

以
後
、
こ
の
調
査
結
果
を
基
に
九
六
年
か
ら
は
地
域
で

ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
行
い
、
地
域
密
着
型
の
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。
共
住
懇
の
活
動
は
、
当
初
か
ら
大
久

保
・
百
人
町
の
ま
ち
を
知
る
こ
と
を
重
視
し
て
き
た
。
O

三
年
か
ら
は
「
お
お
く
ぽ
学
校
」
と
い
う
オ
ー
プ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
開
校
し
、
問
題
の
共
有
化
を
図
っ
て
い
る
。

'

一

情
報
紙
発
行
し
、

a
司
、

一
地
崎
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
促
す

五
0
年
代
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
集
団
が
こ
の
ま
ち
に

来
て
、
た
び
た
び
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
現
在
、
こ
の
地

域
に
は
多
様
な
外
国
人
経
営
者
に
よ
る
事
業
(
エ
ス
ニ
ツ

ク
ビ
ジ
ネ
ス
)
が
展
開
さ
れ
て
い
て
、

二
O
O
O年
九
月

の
調
査
時
点
で
は
事
務
所
な
ど
を
含
む
全
業
種
で
二
百
二

十
件
、
レ
ス
ト
ラ
ン
関
係
で
百
二
十
件
を
超
え
た
。

出
身
地
や
来
日
時
期
も
異
な
る
多
様
な
人
々
が
生
活
し

て
い
る
ま
ち
の
様
子
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
調
査
だ
け
で
は
と
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ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
九
九
年
八
月

か
ら
「
多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
情
報
紙

『O
K
U

B
O
/
お
お
く
ほ
ど

を
隔
月
で
発
行
し
て
い
る
。
編
集

方
針
は
、
地
域
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
こ

と
に
あ
る
。
地
域
の
伝
統
と
文
化
や
、
新
し
く
入
っ
て
き

た
外
国
人
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
文
化
な
ど
、
こ
の
ま

ち
に
根
差
し
た
生
活
や
文
化
を
伝
え
る
こ
と
に
努
め
て
き

た
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
地
域
で
暮
し
て
い
る
人
の
横
顔

も
紹
介
し
て
い
る
。
日
本
人
と
外
国
人
向
け
に
日
本
語
文

に
"
か
な
“
を
ふ
る
形
で
四
年
間
続
け
て
き
た
が
、
現
在

は

一
歩
進
ん
で
三
言
語
(
日
本
語
・
韓
国
語
・
中
国
語
)

で
対
応
し
、
よ
り
具
体
的
な
問
題
を
投
げ
掛
け
て
"
外
国

人
と
共
に
住
む
ま
ち
づ
く
り
“
を
提
案
し
て
い
る
o

'

一

日
本
住
民
は
「
安
心
・
安
全
」

a
司
川-

外
国
系
住
民
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
求
め
る

最
近
は
多
文
化
共
生
と
い
う
言
葉
が
よ
く
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
"
共
生
“
と
い
う

言
葉
を
理
想
主
義
的
に
語
る
の
で
は
な
く
、
現
在
あ
る
問

題
を
共
に
考
え
、
行
動
し
続
け
る
こ
と
だ
と
思
う
。

こ
の
大
久
保
・
百
人
町
地
域
に
は
、
か
つ
て
の
移
民
社

会
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
住
み
分
け
と
い
う
も
の
は
見
受

け
ら
れ
な
い
。
各
民
族
集
団
が
別
々
に
生
活
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
日
本
人
も
含
め
て
地
域
の
中
で
混
ざ
り
合
っ

て
住
ん
で
い
る
。一

方
、
日
常
的
な
生
活
や
仕
事
の
面
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら

れ
て
い
る
か
は
疑
問
が
残
る
。
そ
れ
で
も
外
国
系
住
民
と

地
域
社
会
の
相
互
依
存
度
は
高
く
、
多
く
の
外
国
人
経
営

に
よ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
客
は
約
半
数
が
日
本
人
で
あ
り
、

地
元
の
商
庖
街
で
は
外
国
系
住
民
が
顧
客
の
半
数
以
上
を

占
め
て
い
る
。
今
、
こ
の
地
域
で
は
日
本
人
住
民
側
か
ら

は
外
国
系
住
民
の
増
加
に
伴
い
、
「
安
心
・
安
全
」
と
い

っ
た
地
域
環
境
へ
の
配
慮
を
求
め
、
外
国
系
住
民
か
ら
は

「
住
宅
・
教
育
・
医
療
」
な
ど
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
の

公
共
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

'
'

一
新
宿
区
長
、
多
文
化
共
生
の
理
念

4
と
一
政
策
に
反
映
約
す

大
久
保
・
百
人
町
地
域
は
狭
い
道
路
が
多
く
、
災
害
緊

急
時
の
避
難
や
救
急
活
動
が
危
ぶ
ま
れ
る
。
ま
た
、
外
国

系
住
民
の
た
め
の
災
害
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な

ど
、
幾
つ
か
の
課
題
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ

て
、
共
住
懇
は
地
域
防
災
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
O
三

年
八
月
「
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
は
、

た
だ
ち
に
議
会
と
行
政
が
反
応
を
示
し
た
。

O
四
年
三
月
に
は
「
市
民
と
自
治
体
の
協
働
に
よ
る
多

文
化
共
生
推
進
の
た
め
の
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
十
三
団

体
の
参
加
協
力
に
よ
り
開
催
し
、
共
住
懇
は
実
行
委
員
会

事
務
局
を
担
当
し
た
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
地
元
商
脂
街
、
韓
人
会
、

都
市
計
画
研
究
者
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
、
協
働
と
共

生
に
つ
い
て
の
発
言
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
新
宿
区
長
は
資

料
と
し
て
「
新
宿
区
に
お
け

る
外
国
籍
住
民
と
の
共
生
に

関
す
る
調
査
報
告
書
」
を
紹

介
し
、

O
五
年
度
か
ら
多
文

化
共
生
の
理
念
を
政
策
に
反

映
さ
せ
る
と
、
区
の
姿
勢
を

示
し
た
。
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委

員
会
は
次
の
段
階
に
向
け
て
の
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

新
宿
区
の
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、
日
本
人
、
外
国
籍

住
民
共
に
相
互
理
解
の
た
め
の
交
流

を
希
望
し
て
い
る
。
共
住
懇
は
以
前

か
ら
多
文
化
共
生
を
テ

l
マ
に
し
た

「
お
お
く
ほ
寄
席
」
や
「
お
お
く
ほ
芝

居

『
レ
ツ
』
」
を
開
催
し
て
い
る
が
、

昨
年
十
月
に
は
地
元
商
底
街
も
巻
き

込
み
「

O
K
U
B
O
ア
ジ
ア
の
祭
」

を
行
っ
た
。
今
後
も
、
日
本
と
ア
ジ

ア
の
人
た
ち
が
同
じ
地
域
住
民
と
し

て
生
活
し
活
動
す
る
こ
の
ま
ち
で
、

お
互
い
同
士
が
さ
ら
に
深
く
、
も
っ

と
広
く
知
り
合
う
た
め
の
人
間
交
流

と
異
文
化
体
験
の
場
を
つ
く
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。
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特
集

川
崎
市

舛
国
人
の
住
み
や
す
い
ま
ち
は

日
本
人
も
住
み
や
す
い

多
文
化
共
生
社
会
目
指
す
川
崎
市
の
外
国
人
市
民
施
策

e 

多
文
化
共
生

川
崎
市
は
、
臨
海
部
の
京
浜
工
業
地
帯
か
ら
多
摩
川
に

沿
っ
て
細
く
連
な
る
市
街
地
か
ら
な
り
、
南
武
線
沿
線
に

は
I
T
関
連
企
業
が
、
多
摩
丘
陵
に
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
が

広
が
る
人
口
百
三
十
万
人
の
政
令
市
で
あ
る
。

本
市
に
暮
ら
す
外
国
人
市
民
は
約
二
万
七
千
人
、
市
総

人
口
の
二
%
を
超
え
る
。
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
が
多
い
こ

と
、
百
カ
国
以
上
の
方
が
全
市
的
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と

が
本
市
の
外
国
人
市
民
の
特
徴
で
あ
り
、
こ
の
二
点
に
よ

っ
て
本
市
の
外
国
人
市
民
施
策
は
形
づ
く
ら
れ
て
き
た
。

'
v一
外
国
人
市
民
施
策
は

aq
一
人
権
施
策
と
し
て
始
ま
っ
た

本
市
に
は
、
戦
前
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
の
歴
史
的
経
緯

に
よ
り
、
多
く
の
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
(
以
下
、
在
日
)

が
暮
ら
し
て
い
る
。
臨
海
部
の
川
崎
区
桜
本
に
は
、
日
本

人
と
韓
国
・
朝
鮮
人
ら
在
日
外
国
人
が
相
互
の
ふ
れ
あ
い

を
進
め
る
「
川
崎
市
ふ
れ
あ
い
館
」
が
あ
り
、
民
族
楽
器

の
音
色
や
子
ど
も
た
ち
の
声
が
こ
だ
ま
し
て
い
る
。

戦
後
、
旧
植
民
地
出
身
者
は

「外
国
人
」
と
し
て
切
り

離
さ
れ
、
福
祉
な
ど
諸
権
利
の
枠
外
に
置
か
れ
て
き
た
。

川
崎
市
市
民
局
人
権
・
男
女
共
同
参
画
室

外
国
人
市
民
施
策
担
当
主
幹

・

山

崎

信

喜

ま
た
、
民
族
差
別
に
よ
っ
て
自
分
の
本
名
や
民
族
性
を
表

わ
す
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
就
職
時
も
差
別
が
あ
っ

た
り
す
る
な
ど
、
在
日
で
あ
る
が
ゆ
え
に
生
き
難
い
と
い

う
現
実
が
あ
っ
た
。

一
九
七

O
年
以
降
、
こ
の
よ
う
な
「
国
籍
の
壁
」
や
民

族
差
別
を
な
く
す
た
め
の
市
民
運
動
が
広
が
る
中
で
、
市

は
国
民
健
康
保
険
の
外
国
人
へ
の
適
用
(
七
二
年
)
を
は

じ
め
と
す
る
国
籍
条
項
の
可
能
な
限
り
の
撤
廃
に
取
り
組

ん
だ
。
そ
の
後
も
、
「
外
国
人
教
育
基
本
方
針
」
の
制
定

(
八
六
、
九
八
年
改
定
)
や
ふ
れ
あ
い
館
の
開
設
(
八
八

16 

ふれあい会館

年
)
、
さ
ら
に
は
外
国
人
差
別
禁
止
の
規
定
を
盛
り
込
ん

だ
住
宅
基
本
条
例
(
二
O
O
O年
)
や
子
ど
も
の
権
利
に

関
す
る
条
例

(O
一
年
)
の
制
定
な
ど
、
外
国
人
市
民
と

共
に
生
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

ヱ

気
掛
か
り
は
子
ど
も
の
教
育

八
0
年
代
半
ば
以
降
、
外
国
人
市
民
が
急
増
し
た
。
イ

ン
ド
シ
ナ
難
民
や
留
学
生
、
就
労
者
、
日
本
人
の
配
偶
者

ら
、
国
籍
も
来
日
目
的
も
今
後
の
定
住
意
思
も
異
な
る

人
々
が
、
工
業
地
域
や
住
宅
街
を
問
わ
ず
全
市
的
に
暮
ら

し
始
め
た
。

回
覧
板
を
読
め
ず
に
苦
労
す
る
外
国
人
市
民
と
出
会
っ

た
地
域
住
民
は
、
自
発
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
申
し
出
て

各
区
の
市
民
館
と
協
働
で
日
本
語
学
習
の
支
援
に
取
り
組

ん
だ
。
そ
し
て
、
学
校
の
お
た
よ
り
な
ど
生
活
情
報
を
使

っ
て
日
本
語
学
習
を
行
う

「識
字
・
日
本
語
学
級
」
が
午

前
と
夜
間
の
二
学
級
ず
つ
、
全
区
に
開
設
さ
れ
て
い
っ
た
。

市
で
も
、
多
言
語
に
よ
る
情
報
提
供
や
「
外
国
人
市
民
情

報
コ
ー
ナ
ー
」
の
各
区
設
置
、
掛
川
崎
市
国
際
交
流
協
会

に
よ
る
外
国
人
相
談
窓
口
の
開
設
な
ど
、
徐
々
に
で
は
あ

る
が
外
国
人
市
民
施
策
を
進
め
て
き
た
。

し
か
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
に
は
ま
だ
至
っ
て

い
な
い
。
特
に
気
掛
か
り
な
の
が
子
ど
も
の
教
育
で
あ
る
。

教
育
委
員
会
で
は
、
来
日
し
た
て
の
子
ど
も
に
日
本
語
指

導
な
ど
協
力
者
を
派
遣
し
て
い
る
が
、
日
常
会
話
は
で
き

て
も
学
習
に
必
要
な
言
語
の
習
得
は
カ
バ
ー
で
き
ず
、
高

校
進
学
に
は
か
な
り
の
困
難
を
伴
う
。
ま
た
、
日
本
語
を

覚
え
る
に
つ
れ
て
母
国
語
を
喪
失
し
た
り
、
周
囲
の
偏
見

な
ど
に
よ
り
親
の
文
化
を
否
定
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
例

も
見
ら
れ
る
。
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特集 多文化共生

現
在
、
国
籍
や
文
化
の
違
い
を
認
め
、
尊
重
し
合
う
意

識
を
育
む
た
め
、
地
域
の
外
国
人
市
民
が
学
校
の
授
業
で

文
化
紹
介
を
行
う
「
民
族
文
化
講
師
ふ
れ
あ
い
事
業
」
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
が
、
子
ど
も
が
自
分
の
母
国
の
文
化

を
肯
定
的
に
と
ら
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
支
援
の
あ
り

方
な
ど
、
課
題
は
多
い
。

に
報
告
す
る
。
市
長
は
そ
の
内
容
を
議
会
に
報
告
し
、
ま

た
、
報
告
に
含
ま
れ
る
提
言
に
つ
い
て
は
庁
内
会
議
に
お

い
て
担
当
部
局
を
決
め
、
対
応
す
る
よ
う
図
っ
て
い
る
。

九
六
年
十
二
月
に
会
議
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
四
期
八

年
が
過
ぎ
た
が
、
こ
の
間
、
市
に
対
し
て
二
十
四
の
提
言

が
出
さ
れ
た
。
大
別
す
る
と
、

教
育
問
題
、
情
報
・
相
談
問
題
、

住
宅
問
題
、
国
の
制
度
に
関
す

る
問
題
が
多
い
。

市
に
で
き
る
こ
と
に
限
り
は

あ
る
が
、
そ
れ
で
も

一
年
ご
と

に
取
り
組
み
の
結
果
を
代
表
者

会
議
に
報
告
す
る
、
そ
の
繰
り

返
し
が
市
の
施
策
を
緩
や
か
で

は
あ
る
が
前
進
さ
せ
て
お
り
、

住
宅
基
本
条
例
の

制
定
な
ど
は
そ
の

一
つ
の
成
果
と
言

、える
。

ヱ

外
国
人
市
民
が
自
ら
の
問
題
調
査
審
議
す
る

こ
の
よ
う
な
外
国
人
市
民
の
問
題
を
受
け
止
め
、
施
策

に
位
置
付
け
て
解
決
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
川
崎
市
が
つ

く
っ
た
仕
組
み
が
外
国
人
市
民
代
表
者
会
議
で
あ
る
。

定
住
外
国
人
の
地
方
参
政
権
付
与
が
大
き
な
世
論
と
な

っ
た
九
四
年
、
本
市
で
も
議
会
が
意
見
書
を
国
に
出
す
と

と
も
に
、
外
国
人
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め

の
外
国
人
会
議
を
ド
イ
ツ
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
つ
く
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て

九
六
年
、
外
国
人
市
民
代

表
者
会
議
条
例
が
市
議
会

の
全
会

一
致
で
成
立
し
た
。

代
表
者
会
議
は
、
市
長

の
附
属
機
関
と
し
て
二
年

任
期
の
代
表
者
二
十
六
人

以
内
で
構
成
さ
れ
る
。
応

募
者
の
中
か
ら
国
籍
や
地

域
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
考
癒

の
上
に
選
考
さ
れ
た
代
表

者
は
、
審
議
テ

l
マ
や
運

営
方
法
な
ど
を
自
主
的
に

決
め
て
調
査
審
議
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
毎
年
、
市
長

な
お
、
代
表
者

会
議
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
外
国
人
の
住
み
や

す
い
ま
ち
は
日
本
人
も
住
み
や
す
い
」
で
あ

り
、
活
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
要
求
か
ら
参

加
へ
」
で
あ
る
。
外
国
人
市
民
が
自
分
の
住

義
一
ん
で
い
る
川
崎
の
ま
ち
を
大
切
に
思
い
、
自

斡
…
分
た
ち
の
問
題
の
解
決
だ
け
で
な
く
、
地
域

傾
の
構
成
員
と
し
て
こ
の
ま
ち
全
体
を
良
く
し

市
…
ょ
う
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
た
言
葉
だ

明
と
言
え
る
。
実
際
に
代
表
者
や
そ
の
経
験
者

に
は
、
民
族
文
化
講
師
と
し
て
学
校
に
赴
き
、

他
の
審
議
会
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
活
発
に
参
加
し
て
い
る
人
が
多
い
0

・

ム

多
文
化
共
生
の
社
会
を
目
指
し
て

本
市
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
共
生
の
ま
ち
づ

.

.

 
，

く
り
は
行
政
と
市
民
の
連
携
か
ら
生

聞
が

邑
V
F

ま
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
在
日

、

可
町
都

の
運
動
が
市
を
動
か
し
、
外
国
人
の

E
回

調

幽

日
本
語
学
習
を
市
民
が
主
体
と
な
っ

.

，

一一

て
支
援
し
、
代
表
者
と
な
っ
た
外
国

・
帽

見
幽
明

人
市
民
が
地
域
を
さ
ら
に
活
性
化
さ

・
司

宇

-
v

叫

Jι

祉姐

』

せ
て
い
く
。
違
い
が
地
域
の
豊
か
さ

甑
冨
駒
W
屯
、
ー

を
醸
し
出
し
た
例
と
号一守
え
よ
う
。

咽

調

民

¥

し
か
し
、
違
い
を
尊
重
す
る
と
い

i
u
m眠

F
V

う
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

干

盈
・
3
M
m
J

級

陣
地
↑
t
111

祥
一
外
国
人
市
民
が
急
速
に
地
域
で
暮
ら

￥

一

ia精
し
始
め
た
た
め
、
現
状
に
追
い
付
か

も
ノ
J

酷
趨

宇
…
な
い
施
策
も
あ
り
、
ま
た
文
化
や
生

J
一「
川

ιι
JJ…
活
習
慣
の
違
い
が
新
た
な
摩
擦
や
偏

・めiL
~
p

-
F

、、tA
t
・

見
を
生
む
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。
そ

の
た
め
、
行
政
の
内
部
や
市
民
と
の
問
で
、
目
標
と
な
る

社
会
像
や
そ
こ
に
至
る
行
動
理
念
と
方
向
性
を
共
有
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
本
市
で
は
現
在
、

「
多
文
化
共
生
社
会
推
進
指
針
」
の
年
度
内
策
定
を
目
指

し
て
い
る
。

外
国
人
市
民
の
増
加
や
定
住
化
傾
向
は
今
後
、
ま
す
ま

す
顕
著
に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
国
籍
の
違
い
を
超

え
て
全
て
の
市
民
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
自
立
と
社
会
参

加
に
向
け
た
支
援
が
な
さ
れ
る
多
文
化
共
生
社
会
へ
の
歩

み
が
全
国
に
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

接記翼民診2005・1月号17 



特
集

静
岡
県
浜
松
市

日
間
間
目
白
目
白
同
国
間
凶

。

多
文
化
共
生

地
域
住
民
も
問
題
を
共
に
担
う

人
口
六
十

一
万
人
の
浜
松
市
に
は
、
そ
の
二
了

人
%
の

外
国
人
が
住
ん
で
い
る
が
、
と
り
わ
け
「
デ
カ
セ
ギ
」
と

い
わ
れ
る
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
・
ベ
ル

1
人
は

一
万
五
千
人
に

上
り
、
ほ
ん
の
数
年
で
帰
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
彼
ら
は
平

均
居
住
年
数
十
年
と
、
定
住
化
傾
向
に
あ
る
。
そ
こ
で
浮

上
し
て
き
た
の
が
、
「
医
療
」
「
教
育
問
題
」
だ
。

当
セ
ン
タ
ー
は

一
九
九
七
年
の
創
立
以
来
、
障
害
の
あ

る
人
、
在
住
外
国
人
、
高
齢
者
、
子
ど
も
に
寄
り
添
い
な

が
ら
「
生
き
る
上
で
困
難
を
背
負
う
」
彼
ら
の
顕
在
化
し

た
矛
盾
か
ら
目
を
そ
ら
す
こ
と
な
く
、
地
域
住
民
も
問
題

を
共
に
担
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
住
民
自
身
が
自
立

し
た
市
民
と
し
て
成
長
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考

え
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
型
の

地
域
の
課
題
に
根
差
し
た
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

当
セ
ン
タ
ー
は
多
文
化
共
生
事
業
に
か
か
わ
っ
て
六

年
。
外
国
籍
住
民
と
交
わ
り
な
が
ら
、
同
じ
地
域
に
住
む

隣
人
が
、
先
進
国
日
本
で
「
病
に
苦
し
み
」
「
学
ぶ
機
会

を
与
え
ら
れ
な
い
」
こ
と
に
座
し
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

彼
ら
の
ル

l
ツ
を
た
ど
る
と
、
日
本
の
歴
史
そ
の
も
の
に

出
会
う
こ
と
に
誰
し
も
驚
く
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
浜
松
N
P
Oネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

代表

・

山
口
祐
子

世
界
恐
慌
、
関
東
大
震
災
、
炭
鉱
閉
山
、
農
村
披
弊
:
・

・
:
と
、
歴
史
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
、

二
、
三
年
で
帰
国
し
よ

う
と
思
っ
て
南
米
に
出
掛
け
た

一
世
が
苦
労
し
て
築
い
た

幸
せ
な
暮
ら
し
を
後
に
し
て
、

里
帰
り
の
つ

E
-
E

も
り
で
日
本
に
デ
カ
セ
ギ
に
来
た
二
世、

三

-
-
-
-
-

世
が
体
験
す
る
故
国
の
現
実
が
、
百
年
も
前
・
・
圃

圃

の
一
世
の
苦
労
と
似
て
い
る
と
し
た
ら
、
歴
岡
町
4

】
国

史
の
進
歩
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

-
E
E
E闘

友
人
は
絶
句
す
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
三
代
か

.

.

.

 

か
つ
て
大
学
に
進
学
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
冒
・
・
聞
圃

の
に
、
日
本
に
帰
っ
て
き
て
、
大
学
に
進
学

町一
由
回
国

す
る
の
に
ま
た
三
代
か
か
る
の
だ
ろ
う
か

E

・E・-

と
0

.

.

.

.

.

 .
 

B

一
な

く

て

は

な

ら

な

い

-

-
-
-

a司
-一

一
無
料
検
診
会

浜
松
市
で
は
九
年
も
前
か
ら
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
設
立
さ
れ
た
「
外
国
人
医
療
援

助
会

H
M
A
F
浜
松

(
m
e
d
i
c
a
l
 
a
i
d
 

f
o
r
e
i
g
n
e
r
s
)
」
に
よ
る
「
外
国
人

の
た
め
の
無
料
検
診
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
五
十
人

o 
r 

f 

18 
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特集 多文化共生

(壁

改
良

画
)
p
r
o
j
e
c
t」
を
実
施
し
た
0

・1

公
募
に
応
じ
た
日
系
高
校
生
十
人
が
芸

術
系
高
校
生
の
技
術
的
支
援
を
受
け
て
、

「あ
き
ら
め
な
い
で
あ
な
た
は

一
人
じ
ゃ

な
い
学
ぶ
こ
と
は
未
来
の
た
め
に
夢

を
か
な
え
よ
う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

ベ
ニ
ヤ
板
十
八
枚
を
合
わ
せ
て
長
さ
十

ト
ル
、
幅
二

・
七
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
壁
画
に

図
案
化
し
、
彩
色
に
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

延
べ
百
六
十
人
の
市
民
が
参
加
し
て
共
に
汗
を

流
し
て
完
成
さ
せ
た
。
原
色
使
い
の
日
本
人
離

れ
し
た
大
胆
な
絵
は
市
民
に
も
好
評
で
、
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
国
体
会
場
サ
ン
パ
の
背

景
に
飾
ら
れ
た
り
、
国
立
民
族
学
博
物
館
の

「
多
民
族
ニ
ホ
ン
展
」
に
参
加
し
た
り
す
る
な

ど
活
躍
の
場
を
与
え
ら
れ
た
。

こ
の
事
業
を
通
し
て
築
い
た
高
校
生
と
の
信

頼
関
係
か
ら
、
彼
ら
と
共
同
企
画
で
全
国
か
ら
外
国
人
高

校
生
や
大
学
生
を
招
い
て
の
「
わ
か
も
の
た
ち
の
多
文
化

全
国
交
流
会
」
「
高
校
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
(
教
育
委
員
会

と
共
催
)
へ
発
展
さ
せ
て
き
た
。

'
一

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ア
l
卜
活
動
を
展
開

a
司、
一
"
学
校
へ
行
こ
う
よ
!
シ
リ
ー
ズ
第
二
弾
“

昨
年
は

一
歩
進
め
て
、
日
系
高
校
生
四
人
の
自
主
制
作

ビ
デ
オ
作
品
「
わ
た
し
の
ル

l
ツ
わ
た
し
の
希
望
」
を

世
に
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
日

系
ア
メ
リ
カ
人
の
ビ
デ
オ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
指
導
を
受
け
た
こ

の
作
品
は
、
困
難
を
克
服
し
な

部
一
が
ら
希
望
に
満
ち
た
高
校
生
活

?
を
送
る
高
校
生
の
実
像
が
、
白

峰
…
分
の
言
葉
で
率
直
に
語
ら
れ
、

:

m
 

川町
一
見
る
人
に
感
動
を
与
え
て
い
る
。

門

「わ
た
し
も
先
輩
た
ち
の
後
へ
続

2
u

…
 

町
こ
う
」
と
、
子
ど
も
た
ち
に
勇

気
を
与
え
る
作
品
に
も
な
っ
た
。

メ

問
題
の
渦
中
に
置
か
れ
た
当
事
者
が
自
分
自
身
の
言
葉

で
問
題
提
起
し
、
周
囲
と
の
関
係
を
積
極
的
に
築
い
て
い

く
こ
と
を
当
セ
ン
タ
ー
は
支
援
し
て
き
た
の
だ
が
、
こ
の

作
品
は
そ
う
い
う
力
に
満
ち
て
い
る
。
私
た
ち
は
や
っ
と

一
歩

一
歩
目
的
に
近
づ
い
て
い
る
。

異
な
る
言
語
、
文
化
を
持
つ
人
と
同
じ
地
域
で
暮
ら
す

こ
と
は
、
し
ば
し
ば
摩
擦
や
対
立
が
生
じ
る
が
、

二

O
O

O
年
以
来
、

言
葉
の
壁
を
超
え
て
お
互
い
の
文
化
を
理
解

す
る
交
流
の
ツ

1
ル
と
し
て
「
路
上
演
劇
祭
」
「
演
劇
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
「
ミ
ュ

l
ラ
ル
」
「
映
像
制
作
」
な
ど
、

"
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ァ

l
ト
“
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

「
異
質
な
文
化
が
共
存
す
る
社
会
は
豊
か
だ
!
」
と
い
う

感
動
が
、
相
互
の
「
尊
敬
と
信
頼
」
を
生
み
育
て
る
こ
と

に
確
信
を
深
め
た
四
年
間
で
あ
っ
た
。

今
後
も
、
多
く
の
住
民
の
参
加
を
得
て
、
多
様
な
"
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
ァ

l
ト
“
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
異
な
る

文
化
の
接
点
か
ら
独
創
的
な
表
現
活
動
が
生
ま
れ
る
多

文
化
社
会
の
豊
か
さ
を
浜
松
か
ら
発
信
し
続
け
て
い
き

た
い
。
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多
文
化
共
生

@ 

三
重
県

地
蝿
と
し
た
舛
国
人
と
の

共
生
社
会
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

団
地
内
に
子
ど
も
の
「
居
場
所
」
設
置
し
、
相
互
交
流
深
め
る

平
成
二
年
の
入
国
管
理
法
の
改
正
以
来
、

二
重
県
に
お

け
る
外
国
人
登
録
者
の
数
は
年
々
増
加
し
、
平
成
十
五
年

末
に
は
、
県
内
総
人
口
に
占
め
る
外
国
人
の
割
合
は
二
%

を
超
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
全
国
的
に
み
て
も
第
八
位
で
あ
り
、
県
内
の

市
町
村
で
も
、
四
日
市
市
、
鈴
鹿
市
、
上
野
市
が
外
国
人

集
住
都
市
会
議
に
参
加

す
る
な
ど
在
住
外
国
人

と
の
共
生
に
向
け
て
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。県
レ
ベ
ル
で
も
こ
う

し
た
動
き
は
広
ま
り
つ

つ
あ
り
、
昨
年
十

一
月

に
は
三
県

一
市
知
事
・

市
長
会
議
で
、
愛
知
、

岐
阜
、

三
重
の
三
県
の

知
事
お
よ
び
名
古
屋
市

長
が
「
多
文
化
共
生
社

'‘、、、
3県1市知事・市長が「多文化共生社会づくり推進共同宣言j
に署名

• 加
蔵
憲
祐

三
重
県
生
活
部
国
際
室

会
づ
く
り
推
進
共
同
宣
言
」
に
署
名
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
下
、

三
重
県
で
は
、
日
本
人
住
民
が

互
い
の
文
化
や
考
え
方
な
ど
を
理
解
し
、
尊
重
す
る
と
と

も
に
、
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社

会
、
い
わ
ゆ
る
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

県
の
総
合
計
画
で
あ
る
「
県
民
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ン
」
の

戦
略
計
画
に
お
い
て

「在
住
外
国
人
と
の
共
生
社
会
づ
く

り
の
推
進
」
を
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
の
重
点
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
位
置
付
け
、

三
カ
年
に
わ
た
っ
て
戦
略
的
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
回
は
こ
の
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

中
か
ら
、
国
際
室
が
取
り
組
む
「
共
生
社
会
推
進
緊
急
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

・

ム

地
域
社
会
生
活
円
滑
化
事
業

県
は
平
成
十
四
年
度
か
ら
、
外
国
人
の
集
住
地
域
で
あ

る
四
日
市
、
鈴
鹿
の
二
市
を
モ
デ
ル
地
区
に
設
定
し
、
在

住
外
国
人
、
民
間
非
営
利
団
体

(
N
P
O
)
、
地
域
住
民
、

行
政
な
ど
か
ら
な
る
多
文
化
共
生
検
討
会
の
開
催
や
外
国

20 

人
の
生
活
上
の
問
題
な
ど
に
関
し
て
相
談
を
受
け
る
巡
回

相
談
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
の
巡
回
相
犠
の
中
で
、
次
の

よ
う
な
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

マ
外
国
人
の
多
く
が
基
本
的
な
生
活
情
報
や
地
域
の
ル

ー
ル
を
知
ら
な
い
。

マ
外
国
人
登
録
窓
口
で
は
多
く
の
母
国
語
の
情
報
が
発

信
さ
れ
て
い
る
が
、
書
き
言
葉
で
は
発
信
者
の
顔
が

見
え
ず
、
受
け
手
に
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

マ
生
活
情
報
は
来
日
直
後
に
伝
達
し
な
い
と
時
機
を
逸

す
る
。

こ
う
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、
県
内
に
転
居
し
て
間
も

な
い
外
国
人
に
、
地
域
で
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報

を
生
き
た
言
葉
で
伝
え
る
「
生
活
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

本
事
業
で
は
、
在
住
外
国
人
に
防
災
、
保
険
、
税
金
な

ど
の
生
活
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
と
併
せ
て
、

県
と
市
町
村
、

N
P
0、
地
域
住
民
な
ど
が
協
働
・
連
携

し
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
で
外
国
人
を
支
援
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

現
在
、
こ
の
生
活
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
鈴
鹿
市
、

上
野
市
を
は
じ
め
と
し
た
県
内
七
地
域
で
開
催
し
て
お

り
、
年
間
五
十
回
程
度
の
開
催
を
見
込
ん
で
い
る
。
外
国

人
登
録
者
の
多
い
地
域
で
は
、
市
町
村
の
協
力
を
得
、
外

国
人
登
録
窓
口
の
近
く
で
市
役
所
に
来
所
す
る
外
国
人
を

対
象
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
外
国
人
登
録

者
の
少
な
い
地
域
で
は
、
日
系
人
の
集
ま
る
キ
リ
ス
ト
教

会
や
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
協
働
で
開
催
す
る
な

ど
、
よ
り
多
く
の
外
国
人
住
民
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
、
今
後
は
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
市

2005・1月号;迎~ω
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町
村
、

N
P
O
な
ど
と
の
連
携
を

一
層
強
化
し
て
、
地
域

ぐ
る
み
で
外
国
人
へ
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

下-
一
サ
ポ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス

ー
一プ
ロ
グ
ラ
ム

在
住
外
国
人
が

一
県
民
と
し
て
日
本

人
住
民
と
同
じ
よ
う
に
生
活
し
て
い
く

た
め
に
は
、

言
葉
、
教
育
、
医
療
、
労
働
、

住
居
、
地
域
社
会
と
の
関
係
な
ど
多
く

の
面
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
が
あ
る
。

そ
の
対
処
・
解
決
方
法
と
し
て
、
行

政
で
は
対
応
で
き
な
い
多
様
な
ニ

l
ズ

に
、
地
域
が
対
応
し
て
い
く
た
め
、
こ

れ
ま
で
は
外
国
人
本
人
あ
る
い
は
外
国

人
同
士
の
自
助
努
力
や
、
地
域
住
民
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
よ
る
取
り

組
み
が

一
部
で
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
諜
題

の
解
決
を
無
償
の
活
動
だ
け
に
依
存
す
る
こ
と
は
、
継
続

性
や
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
そ
の
提
供
者
の
質
、
多
様
性
な
ど

の
面
で
限
界
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
県
で
は
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
受
益
者
か

ら
応
分
の
費
用
負
担
を
求
め
、
地
域
の
サ
イ
ズ
に
合
っ
た

耐
山
規
模
で
地
域
の
人
や
技
術
を
活
用
す

師
一
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
手

四いれ

一
法
で
の
継
続
的
な
取
り
組
み
を
推
進

枇
川
す
る
こ
と
と
し
た
。

引
具
体
的
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

悼
…
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ

噺
…
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
一一一
日
間
の
連
続

吋
…
コ
ー
ス
で
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、

引
事
業
ベ

l
ス
で
の
取
り
組
み
の
可
能

性
と
手
法
な
ど
を
紹
介
し
、
担
い
手

-Tす国
人
児
童
誠
学
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

在
住
外
国
人
の
滞
在
期
間
が
長
期
化
す
る
に
つ
れ
、
外

国
人
児
童
生
徒
も
増
加
す
る
中
、

言
語
、
生
活
習
慣
、
文

化
な
ど
の
違
い
な
ど
に
よ
り
、
日
本
の
学
校
に
適
応
で
き

な
い
、
親
の
教
育
方
針
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
学
校
へ
行
か
な
い
、
行
け
な
い
外
国
人
児

童
生
徒
が
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
へ
行
っ
て
も
授

業
に
付
い
て
い
け
な
い
、
な
じ
め
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら

不
登
校
に
な
る
ケ

I
ス
も
あ
る
。

こ
う
し
た
識
題
を
解
決
す
る
た
め
、
市
町
村
に
外
国
人

児
童
の
居
場
所
を
設
置
し
、
こ
こ
で
言
葉
や
文
化
の
違
い

な
ど
で
悩
ん
で
い
る
外
国
人
児
童
に
対
し
て
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
や
日
本
語
教
室
、
地
域
の
小
学
生
と
の
交
流
な
ど

の
事
業
を
地
域
住
民
、

N
P
0
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と

協
働
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
外
国
人
児
童
の
日
本
で

の
生
活
へ
の
適
応
力
を
育
む
場
と
す
る
。

昨
年
十
月
か
ら
鈴
鹿
市
、
四
日
市
市
の
ニ
カ

所
で
、
外
国
人
が
集
住
す
る
団
地
内
に
「
居
場

所
」
を
設
置
し
て
い
る
。
鈴
鹿
市
で
は
外
国
人

児
童
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
人
児
童
も
含
め
二

十
人
以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
交
え
て
、
宿
題
や
遊
び
を
通

じ
て
お
互
い
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
外
国
人

児
童
が
学
校
に
な
じ
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

今
後
は
不
就
学
児
童
を
こ
の
輪
の
中
に
入
れ

て
、
学
校
へ
行
く
た
め
の
手
助
け
と
し
た
い
。

三重県外国人登録音の推移

40，000 

と
な
り
得
る
人
材
の
発
掘

と
育
成
を
行
う
。
そ
れ
ら

の
中
か
ら
実
際
に
取
り
組

み
を
開
始
し
よ
う
と
す
る

N
P
O
、
個
人
に
対
し
て

企
画
提
案
コ
ン
ペ
を
行
い
、

事
業
モ
デ
ル
の
構
築
を
委

託
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
普

及
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
住
民
が
主
体
と
な
り
、

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

問
題
を
解
決
し
、
そ
の
結

果
と
し
て
、
地
域
社
会
が

活
性
化
・
再
生
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

・
ム

最
後
に

三
重
県
に
外
国
人
登
録
者
が
急
増
し
始
め
か
ら
十
年
以

上
の
年
月
が
た
ち
、
県
内
で
も
外
国
語
の
行
政
資
料
の
作

成
や
行
政
窓
口
へ
の
通
訳
の
配
置
な
ど
、
在
住
外
国
人
向

け
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
以
前
と
比
較
す
る
と
充
実
し
、

一

定
の
成
果
を
収
め
て
き
た
と
呈一
尽
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
は
こ
う

し
た
環
境
整
備
を
今
後
も

一
層
進
め
て
い
く
こ
と
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
在
住
外
国
人
と
日
本
人
住
民
が
互
い
の

文
化
や
考
え
方
な
ど
を
理
解
し
、
尊
重
す
る
と
と
も
に
、

安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
(
多

文
化
共
生
社
会
)
の
実
現
を
目
指
し
て
、
住
民
、

N
P
O
、

企
業
、
他
の
自
治
体
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
連
携
・
協

働
し
て
施
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

li詰漏民治2005・1月号21 



サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
• 
シ
テ
ィ

I
へ

霊
峰
富
士
の
頂
を
南
西
に
望
み
、
豊

か
な
緑
と
清
ら
か
な
水
の
あ
ふ
れ
る
、
素

晴
ら
し
い
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
本
市

は
、
城
下
町
の
面
影
を
残
す
人
口
三
万
五

千
人
の
小
都
市
で
す
。

近
年
は
二
十

一
世
紀
の
超
高
速
交
通
シ

ス
テ
ム
と
し
て
、
実
用
化
が
期
待
さ
れ
て

い
る
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
ヵ

l
の
実
験
線
の

拠
点
基
地
が
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
ま

た
、
こ
の
規
模
の
都
市
で
は
全
国
唯

一
と

言
え
る
市
立
の
都
留
文
科
大
学
を
擁
し
、

全
国
各
地
か
ら
多
く
の
学
生
が
集
い
、
学

問
や
文
化
・
芸
術
が
融
合
し
た
知
的
風
土

を
醸
し
出
す
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

今
日
、
わ
が
国
は
少
子
・
高
齢
社
会
や

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

I
T
革
命
、
環
境
問
題
、

経
済
成
長
の
鈍
化
な
ど
に
よ
り
、
人
類
史

上
的
と
も
い
え
る
変
革
の
時
代
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
閉
塞
感
が
あ
ふ
れ
、
先
行

き
不
透
明
な
状
況
の
中
、
本
市
で
は
時
代

を
見
据
え
、
舵
取
り
を
誤
ら
な
い
よ
う

「個
性
輝
く
創
造
社
会
」
「
持
続
可
能
な
定

常
社
会
」
「
互
恵
・
共
生
社
会
」
、
と
い
う
三
つ

の
目
指
す
べ
き
地
域
社
会
像
を
掲
げ
て
、

市
政
運
営
の
基
軸
に
据
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
今
を
分

か
ち
合
う
、
人
と
人
、
人
と
自
然
の
共
生

を
可
能
に
す
る
視
点
、
ま
た
、
世
代
を
超

え
た
持
続
的
な
つ
な
が
り
を
可
能
に
す
る

視
点
、
の
複
合
的
な
取
り
組
み
が
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
市
で
は
前
者
の
取
り
組
み
と
し
て
、

平
成
十
二
年
三
月
に
、
男
女
聞
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
形
成
す
る
た
め
、
全
国
に

先
駆
け
て
「
都
留
市
男
女
共
同
参
画
基
本

条
例
」
を
、
ま
た
、
同
十
五
年
四
月
に
は

市
民
と
行
政
と
事
業
者
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
構
築
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
「
都
留
市
市
民
活

動
推
進
条
例
」
を
そ
れ
ぞ
れ
制
定
す
る
な

ど
、
協
働
型
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
努
め

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
後
者
の
取
り
組
み
の

一
例
と
し

て
は
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
構
築

に
向
け
、
平
成
十

一
年
四
月
に
「
都
留
市

環
境
保
全
行
動
計
画
」
、
同
十
三
年
三
月

に
は
「
都
留
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
」
、
平
成
十
五
年
二
月
に
は
、
「
都
留
市

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
削
減
と
共
に

の
ー----A

歩

山
梨
県
都
留
市
長

一
小

林

義

光

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
と
そ
の
た
め
の
啓

発
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

本
市
は
、
古
く
か
ら
水
力
を
動
力
と
す

る
織
物
産
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
市
街
地
を

流
れ
る
家
中
川
に
明
治
三
十
八
年
、
町
営

発
電
所
(
都
留
市
の
前
身
で
あ
る
旧
谷
村

町
営
三
の
丸
発
電
所
)
が
建
設
さ
れ
、
昭

和
二
十
八
年
ま
で
発
電
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
し
た
。

現
在
、
こ
の
家
中
川
に
市
民
参
加
型
ミ

ニ
公
募
債
な
ど
を
導
入
し
、
市
民
参
加
型

で
市
役
所
の
自
家
発
電
設
備
(
仮
称
「
元

気
く
ん

1
号
」
)
の
建
設
計
画
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

一
度
は
捨
て
去
ら
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

今
ま
さ
に
蘇
え
ら
そ
う
と
す
る
試
み
で
す
。

計
画
は
市
役
所
庁
舎
前
を
流
れ
る
家

中
川
に
、
平
成
十
七
年
十
月
の
完
成
を
目

標
に
最
大
で
二
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
能

力
を
有
す
る
直
径
六
メ
ー
ト
ル
の
木
製
下

掛
け
水
車
を
設
置
す
る
も
の
で
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

(
N
E

D
O
)
の
水
力
発
電
施
設
の
設
置
に
係
わ

る
新
技
術
の
導
入
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ

た
、
本
市
発
の
新
技
術
「
新
型
除
塵
装
置

付
可
変
速
大
型
下
掛
水
車
発
電
シ
ス
テ

ム
」
に
よ
り
、
常
時
は
市
役
所
の
電
力
と

し
て
、
ま
た
、
夜
間
や
土
・
日
な
ど
の
市

役
所
が
軽
負
荷
の
時
は
、
電
気
事
業
者
に

よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
利
用
に
関
す
る

特
別
措
置
法

(
R
P
S法
)
に
よ
り
売
電
を

行
い
、
庁
舎
使
用
の
電
気
料
と
二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
削
減
を
目
指
す
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
る
削
減
効
果
は
わ
ず
か
で
あ

り
ま
す
が
、
今
を
生
き
る
も
の
だ
け
の
利

便
性
の
向
上
と
そ
れ
に
伴
う
過
度
な
効
率

性
を
追
い
求
め
た
結
果
が
、
今
日
の
化
石

燃
料
の
大
量
消
費
に
よ
る
地
球
規
模
の
環

境
問
題
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
こ

の
計
画
の
推
進
は
持
続
可
能
な
地
域
社
会

の
形
成
に
向
け
た
大
き
な

一
歩
と
な
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ
、

歴
史
の
中
継
ラ
ン
ナ
ー
と
言
え
ま
す
。
今

後
も
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
蓄
積

に
よ
り
、
醸
成
さ
れ
た
豊
か
な
自
然
環
境

や
特
色
あ
る
歴
史
・
文
化
を
守
り
育
て
、

連
帯
感
と
活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
、
さ
ら
な
る
努
力
を
積
み

重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。



行政と連携しながら、町内に在住する外国人と交流しながら、ふれあいのあるまちづくり

推進に取り組み始めて10年の実績を持つ。最も盛り上がりを見せるのは樹齢五十年の桜の

下で開催するお花見国際交流会。外国人や留学生、町民らおよそ500人が集まり、慣れな

いもちつきをしたり、サンパなどの民族舞踊を楽しんだりする。在住外国人のほか、外国

から嫁いだ女性も多数おり、生活・食生活の違いによる悩みが多く見受けられることから、

国際交流サロンや親子参加型の日本語教室を通じて、生け花や茶道、着付けなども併せて

楽しく学び、体験できるようにしている。これからも同じ地球市民としての交流に心掛け

る考えだ。

多|文|化|共|生

野田市国際交流協会 ・千葉県野田市

野田市国際交流協会は、平成9年に設立された、会

員数が100人強の小さな協会である。「草の根活動J
を基本にさまざまな国際交流の推進を図っている。

具体的な活動としては、在住外国人の支援を目的

にした週2回の日本語教室、日本文化を体験するパ

スハイク、もちつき大会、市の夏の風物詩「七夕

まつりjへの参加、一般の家庭で日本の生活を体

験してもらうホームステイや市内小・中学校での

国際理解教育の支援などを行っている。特に、協

会最大のイベン卜である「国際交流フェスタJで
は外国人会員のスピーチコンテストや各国自慢の

発表会などを行っている。また、昨年度からは緯

国人講師による韓国語講座を開請するなど、市民

の国際化ニーズに対応した活動も行っている。

ホームステイする留学生と受け入れ家庭の歓迎会

• 

外国料理教室



八王子国際交流団体連絡会

・東京都八王子市

八王子市は約100カ園、約8，000人の外国

人が在住しており、市内21大学などには

約3，500人の留学生が在学している国際色
豊かなまちである。2004年4月にはJR八
王子駅前に国際交流コーナーがオープン

し、運営は市内国際交流団体5団体から

なる「八王子国際交流団体連絡会Jが行っ
ている。コーナーでは毎日、日本語教室

が開催され、市民と外国人が気軽にふれ

あう交流事業なども毎月開催している

が、コーナーの運営だけでなく 、外国人

と市民とが共に暮らせる豊かなまちづく

りを目指し、市民と行政とが協働で幅広

い事業を展開しているところである。

国際交流コーナー

やまと国際化フォーラムでのパネルディ クロスカルチャーセミナー
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(財)大和市国際化協会 .神奈川県大和市

1994年7月、市内在住外国人の急地に伴い、市民・
企業・行政が一体となって市民一人ひとりの国際理

解と国際交流を推進するために設立された (大和市

の外国人登録者数は約6，200人で、総人口の2.8%)。
これまで、①市民の国際感覚向上②市民主体の国際

交流への支援③外国人と共に暮らすための地減づく
り④国際化を推進する人材育成ーを柱に展開してき

た。今後は「多文化共生社会」の実現に向けて、地
域や団体のニースーに合った支援を行い、市民と外国

人市民をつなぐコーディネーターとしての役割が重

要となると考えている。



彦根市外国籍市民の増加に伴う問題を解決すべ

く、2003年度から「多文化共生社会推進事業jを
スター卜させ、外国籍市民の意見を聞く懇談会の

開催や外国語版ホームページの運用開始、行政制

度説明会などを実施し、行政と市民との情報交流

ネットワークの活性化に努めている。また、市民

のボランティアグループと協働して、異文化理解

に対する事業を実施しているほか、ブラジルから

招致している国際交流員の協力により母国語のポ

ルトガル語教室を開催するなど、暮らしやすい地

域社会の実現に向けた施策を展開している。

(上、中)rとよなかにほんごjボランティアワーク

南米系市民の子どもたちへの母国語教室

城まつりへの参加

ショップ (下)うきうきハンクル講座 外国人ママの交流会

外国語市民施策懇談会

南米系住民対象の行政説明会

(財)とよなか国際交流協会 ・大阪府豊中市

当協会は「市民の主体的で広範な参加により、人権尊重を

基調とした国際交流活動を地域から進め、世界とつながる

多文化共生社会をつくるJという基本理念の下、さまざま
な活動を行っている。中でも、多様な意見を持つ者同士が

認め合い、一人ひとりが自分らしく生きていくことができ

る地域社会を目指し、マイノリティーである外国人市民の

人権が尊重され、「外国人市民と共生するまちづくりjの

主体となれるよう力をつけるため、「相談サービスーー外国

人ママの交流会Jr子どもたちの出会いと交流ーうきうき
ハングル講座jなどの活動を行っている。



(上)交流フェスティバJレ (下)着付け体験

可=

佐世保国際交流ボランテイア協会

.長崎県佐世保市
佐世保市には米海軍佐世保基地の関係者が

多く居住するほか、アジアからの400人を

超える留学生やハウステンポスを訪れる観

光客らで、日常的に外国人と接する機会が

多い。平成10年3月に設立された当協会で

は、外国人の日本語学習支援や生活支援の

ほか、各種交流イベン 卜を開催し、在住外

国人と市民との交流促進に取り組んでい

る。日本語クラスでは言葉だけでなく 、日

本の風習や文化も紹介している。また、留

学生が韓国語や中国語の語学講座の講師と

なり、市民との交流および相互理解が深ま

っている。
中国料理教室

佐土原町の住民を主な会員とし、今年で10年目を迎える。地元大学への留学生との交流や、海外からの

ホームステイの受け入れなどが主な活動だ。特にマレーシアの人身との交流は毎年1度、15人ほどが町内

の家庭でホームステイしている。日本語を勉強している「マレ シア日本語協会」の会長さんと当協会

の会員が友人だったことがきっかけで、1997年に交流が始まった。3年前からは日本の桜の時季に合わせ

て来日し、町のお祭りにも参加し、町民との交流を深めている。写真は昨年3月末に行われた「さどわら

地減特産まつりjに参加した時のものだ。

浴衣と琴を体験する中国人留学生

農協のフースでもちつき体験



過
日
、
あ
る
地
の
女
性
た
ち
か
ら
講

演
に
招
か
れ
た
時
、
こ
ん
な
話
を
聞
き
ま

し
た
。
彼
女
は
転
勤
族
の
妻
で
、
仕
事
を
辞
め

て
の
転
居
で
し
た
。
知
り
合
い
も
な
く
、

ど
こ
に
ど
ん
な
活
動
の
組
織
が
あ
る
か
も

知
ら
ず
、
日
々
孤
独
の
う
ち
に
悶
々
と
し

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
セ
ー
ル
ス

の
女
性
が
や
っ
て
き
て
言
う
こ
と
に
は
、

「
奥
さ
ん
い
い
で
す
ね
。
働
き
に
も
出

な
い
で
、
家
で
ボ
l
ッ
と
し
て
い
ら
れ
て
」

そ
の
時
の
シ
ョ
ッ
ク
。

「
家
に
い
る
か
ら
苦
し
か
っ
た
。
働
く

場
が
な
い
か
ら
悩
ん
で
い
た
。
夫
の
都
合

で
キ
ャ
リ
ア
を
断
念
し
て
、
こ
れ
か
ら
ど

う
し
よ
う
っ
て
途
方
に
く
れ
て
い
た
。
な

ん
だ
か
、

気
持
ち
を
土
足
で
ふ
み
に
じ
ら

れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
わ
ね
」

同
席
の
人
が
こ
う
解
説
し
て
く
れ
ま
し

た
。「
こ
の
あ
た
り
は
昔
か
ら
貧
し
く
て
、

女
性
も
よ
く
働
い
て
き
た
ん
で
す
よ
。
非

常
に
辛
い
労
働
が
多
か
っ
た
で
す
よ
。
働

う
ら
や

か
な
い
状
態
で
い
ら
れ
る
人
を
羨
ま
し
が

る
気
風
が
あ
る
ん
で
す
」

本
人
も
そ
こ
は
分
か
っ
て
い
ま
し
た
。

「
悪
気
や
皮
肉
で
言

っ
た
ん
じ
ゃ
な
く

て
、
本
気
で
そ
う
思
っ
た
ん
だ
ろ
う
け
ど

.・・・・・
」
実
は
、
私
も
北
海
道
で
似
た
よ
う
な
こ

と
を
経
験
し
ま
し
た
。
夫
の
仕
事
の
都
合

や
親
の
介
護
の
た
め
に
仕
事
を
辞
め
て
転

居
し
た
時
で
し
た
。

「
奥
さ
ん
、
家
に
い
ら
れ
て
い
い
で
す
ね
」

ど
こ
の
土
地
に
も
、
苦
し
い
労
働
を
強

い
ら
れ
て
き
た
女
性
の
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
女
性
も
外
に
出
て
働
か
な
け
れ
ば
、

生
き
て
い
か
れ
な
い
。
仕
事
と
家
事
・
育

児
、
さ
ら
に
は
介
護
な
ど
の
二
重、

三
重

労
働
に
苦
し
ん
で
き
た
女
性
た
ち
。
そ
ん

だ
ん
止

な
彼
女
た
ち
か
ら
す
れ
ば
、
日
一那
さ
ん
の

月
給
で
暮
ら
し
て
い
る
"
奥
さ
ん
“
は
羨

ま
し
く
見
え
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
女
性
た
ち
は
な
ぜ
働
く
の

か
、
な
ぜ
働
き
た
い
の
か
、
た
く
さ
ん
の

議
論
を
し
て
き
ま
し
た
。

「
夫
の
収
入
が
低
い
か
ら
、
家
計
補
助

の
た
め
」

し
か
し
、
こ
の
理
由
は
夫
た
ち
の
メ
ン

ツ
を
つ
ぶ
し
て
き
ま
し
た
。

「
あ
ん
た
に
甲
斐
性
が
な
い
か
ら
、
私

が
苦
労
し
て
い
る
の
よ
」

そ
ん
ふ
う
に
言
わ
れ
た
ら
誰
で
も
傷
つ

き
ま
す
。

だ
か
ら
、
私
は
周
囲
の
女
性
た
ち
に
言

っ
た
も
の
で
す
。

「
働
く
理
由
を

O
Oの
せ
い
に
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
よ
。
自
分
の
た
め
に
働
く
、

自
分
の
人
生
の
た
め
に
働
く
、
そ
う
言
い

ま
し
ょ
う
。
そ
れ
を
"
わ
が
ま
ま
“
だ
と

言
わ
れ
た
時
代
は
終
わ
り
ま
し
た
よ
」

男
性
だ
っ
て
、
妻
子
の
た
め
に
働
く
な

ん
て
い
う
の
は
口
実
で
、
本
当
は
自
分
の

生
き
が
い
、
自
分
の
人
生
の
た
め
に
働
い

て
い
る
の
で
は
な
い
し
よ
う
か
。
職
業
と

い
う
も
の
が
も
た
ら
す
苦
労
、
た
く
さ
ん

の
辛
さ
、
わ
ず
か
な
達
成
感
、
そ
れ
ら
に

人
生
を
感
じ
つ
つ
仕
事
を
大
事
に
し
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
女
性
も
ま

た
、
人
生
の
悲
哀
の
中
で
生
き
て
い
き
た

い
と
願
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
れ
だ
け
多
く

の
女
性
た
ち
が
こ
う
言
っ
た
こ
と
で
し
ょ

、っ
。「生
活
は
あ
る
け
ど
、
人
生
が
な
い
」

と
こ
ろ
が
、
働
く
女
性
に
は
日
々
の
生

活
の
中
で
時
間
的
に
精
神
的
に
ゆ
と
り
が

あ
り
ま
せ
ん
。
家
事
と
仕
事
に
追
わ
れ
、
仕

事
の
達
成
感
も
な
く
、
日
々
は
た
だ
辛
い

だ
け
。
身
体
も
い
つ
も
疲
れ
て
い
ま
す
。
だ

@
女
が
語
り
合
う
さ
さ
や
か
な
願
い

か
ら
つ
い
、
安
楽
そ
う
に
見
え
る
妻
が
い

る
と
、
そ
の
内
心
の
葛
藤
を
傷
つ
け
る
よ

う
な
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。

少
子
高
齢
化
社
会
と
な
り
、
人
口
減

少
社
会
を
目
前
に
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
社
会
の
あ
り
よ
う
と
し
て
男
女
共

同
参
画
が
現
代
の
最
重
要
課
題
と
な
り
ま

し
た
。
働
く
こ
と
が
男
性
の
み
に
片
寄
っ

た
り
、
家
事
が
女
性
の
み
に
片
寄
っ
た
り
、

家
族
の
誰
か
に
負
担
が
集
中
し
た
り
す
る

の
で
は
、
社
会
の
土
台
が
崩
れ
ま
す
。
助

け
合
う
家
族
の
関
係
も
崩
れ
ま
す
。
み
ん

な
が
少
し
ず
つ
労
働
や
家
事
を
担
い
、
誰

も
が
そ
の
人
ら
し
く
生
き
て
い
か
れ
る
よ

う
に
、
女
性
は
願
っ
て
き
ま
し
た
。
本
当

に
さ
さ
や
か
な
願
い
で
す
。

前
記
の
彼
女
も
こ
う
い
う
願
い
を
も
と

に
仕
事
を
探
し
、
多
く
の
女
性
を
支
援
す

る
地
域
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
生
き
る
こ

と
、
働
く
こ
と
、
家
族
の
こ
と
、
そ
ん
な
お

互
い
の
人
生
を
語
り
合
っ
た
夕
べ
で
し
た
。

夜
が
ふ
け
た
時
、
私
は
ふ
と
思
い
ま
し

た
。「
女
の
人
生
っ
て
、
こ
う
い
う
さ
さ
や

か
な
願
い
を
語
り
合
う
か
ら
、
お
も
し
ろ

い
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
:
:
。

ノ
ン
フ
イ
ク
ン
ヨ
ン
作
家

一
沖

藤

典

子



特
集

京
都
市

多
文
化
共
生。

同
凶
閣
間
四
回
岡
山
同
四

の
構

を

外
国
籍
市
民
施
策
懇
話
会
で
市
政
参
加
促
進

京
都
市
は
、
全
世
界
の
人
々
が
人
種
、
宗
教
、
社
会
体

制
の
相
違
を
超
え
て
、
平
和
の
う
ち
に
自
由
に
集
い
、
自

由
な
文
化
交
流
を
行
う
都
市
を
理
想
像
と
す
る
「
世
界
文

化
自
由
都
市
宣
言
」
を

一
九
七
人
(
昭
和
五
十
三
)
年
に

世
界
に
向
け
て
発
信
し
た
。

世
界
文
化
自
由
都
市
を
都
市
理
念
と
す
る
国
際
都
市
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
、
九

O
年
に
「
京

都
市
国
際
交
流
推
進
大
綱
」
を
策
定
し
、
国
際
交
流
事
業

や
国
際
交
流
施
設
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
が
、
九
三
年

に
策
定
し
た
「
新
京
都
市
基
本
計
画
」
で
は
、
従
来
か
ら

の
国
際
交
流
施
策
の
展
開
と
国
際
機
能
の
強
化
に
加
え
、

"
内
な
る
国
際
化
の
推
進
“
を
国
際
交
流
の
施
策
体
系
に

加
え
た
。

九
五
年
に
は
、
「
京
都
市
在
住
韓
国
・
朝
鮮
人
生
活

史
・
意
識
実
態
調
査
」
を
実
施
し
、
ま
た
、
翌
年
に
は

「
京
都
市
在
住
外
国
人
意
識
・
実
態
調
査
」
を
実
施
し
た
。

こ
う
し
た
調
査
を
踏
ま
え
、
九
七
年
に
京
都
市
の
国

際
化
全
般
に
わ
た
る
基
本
指
針
と
な
る
「
京
都
市
国
際
化

推
進
大
綱
」
を
策
定
し
、
京
都
市
に
暮
ら
す
外
国
籍
の

人
々
を
国
籍
の
異
な
る
市
民
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
「
外

国
籍
市
民
」
と
位
置
付
け
、
す
べ
て
の
人
々
の
人
権
を
尊

重
し
、
「
共
に
生
き
る
社
会
」
を
築
く
こ
と
を
基
本
的
な

考
え
と
し
て
示
し
た
。

・17国
人
登
録
音
数
、
市
総
人
口
の

3
%

京
都
市
の
外
国
人
登
録
者
総
数
は

二
O
O三
年
末
現

在
四
万
三
千
六
百
三
人
で
、
市
の
総
人
口
の
約
三
%
に
当

た
る
。
そ
の
う
ち
、
韓
国
ま
た
は
朝
鮮
籍
の
人
が
三
千
二

十

一
人
で
最
多
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
政
令
指
定
都
市
で

大
阪
市
に
次
い
で
高
い
数
値
だ

が
、
八
四
年
を
ピ

l
ク
に
登
録

者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ

れ
は
、
同
年
に
国
籍
法
が
改
定

さ
れ
、
父
母
両
系
主
義
が
採
用

さ
れ
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
中
国
籍
の
人
は
九
八

年
に
四
千
九
百
四
十
五
人
だ
っ

た
の
が
、

O
三
年
に
は
八
千
八

京
都
市
総
務
局
国
際
化
推
進
室

28 
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井

十
六
人
と
な
る
な
ど
、
留
学
生
や
就
学
生
、
中
国
か
ら
の

帰
国
者
と
そ
の
家
族
な
ど
を
中
心
に
増
加
傾
向
に
あ
る
。

以
上
か
ら
、
京
都
市
の
外
国
籍
市
民
施
策
は
オ
ー
ル
ド

カ
マ

l
に
加
え
、
ニ
ュ

1
カ
マ

1
が
抱
え
る
多
様
な
課

題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

京
都
市
の
主
な
外
国
籍
市
民
施
策
の
大
要
は
、
国
際
人

権
規
約
や
難
民
条
約
の
批
准
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
六
八

年
に
学
齢
を
超
過
し
て
い
る
義
務
教
育
未
修
了
者
を
対
象

と
す
る
夜
間
中
学
が
市
立
中
学
に
開
設
さ
れ
、
今
も
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
で
勉
学
の
機
会
を
逸
し
た
外
国
籍
や
高
年
齢

の
方
々
ら
が
勉
学
に
励
ん
で
い
る
。
七
七
年
に
は
、
中
国

帰
国
者
の
児
童
・
生
徒
の
た
め
の
日
本
語
教
室
を
市
立
小

学
校
に
開
設
し
、
現
在
で
は
、
小
学
校
七
校
、
中
学
校
五

校
で
日
本
語
教
室
を
開
設
し
て
い
る
。
八
五
年
に
は
全
国

で
初
め
て
、
民
族
学
校
の
京
都
市
中
学
校
体
育
連
盟
へ
の

加
盟
を
実
現
し
、
八
七
年
に
も
全
国
で
初
め
て
、
京
都
市

中
学
校
総
合
文
化
祭
へ
の
参
加
を
実
現
す
る
な
ど
生
徒
の

交
流
を
促
進
し
て
い
る
。

~邸誕民9 2005・1月号
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(上)京都市外国籍市民施策懇話会ニュース
， (下)外国籍市民向けの生活ガイドブ ック
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外
国
人
学
校
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
八
二
年
に
民
族
学

校
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
教
材
用
備
品
整

備
の
財
政
的
支
援
を
開
始
し
、
九

一
年
に
は
就
学
援
助
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
外
国
人
学
校
出
身
者
の
大
学
入

学
資
格
に
つ
い
て
、
九
二
年
に
は
市
立
芸
術
大
学
で
、
九

七
年
に
は
市
立
看
護
短
期
大
学
で
認
定
し
て
い
る
。

・4私費
留
学
生
に
国
民
健
康
保
険
料
補
助

市
内
に
は
民
族
学
校
の
ほ
か
に
も
、
ア
メ
リ
カ
の
学
校

資
格
認
定
協
会

(
W
A
S
C
)
の
認
定
を
受
け
る
学
校
と

フ
ラ
ン
ス
政
府
公
認
の
学
校
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
外
国

人
学
校
は
校
舎
の
確
保
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
た

め
、
京
都
市
は
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
閉
校
と
な
っ
た
小

学
校
校
舎
の

一
部
を
九
七

年
か
ら
暫
定
的
に
利
用
に

供
し
て
い
る
。

八
九
年
に
は
市
民
レ
ベ

ル
の
幅
広
い
交
流
活
動
を

推
進
す
る
た
め
の
拠
点
と

し
て
、

京
都
市
国
際
交
流

会
館
を
開
館
し
、
多
彩
な

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

京
都
市
に
在
住
す
る
留

学
生
数
は

O
三
年
五
月

一

日
現
在
四
千
三
百
十
四
人

で
、
政
令
指
定
都
市
で
は

最
多
だ
。
留
学
生
に
対
す

る
支
援
事
業
と
し
て
は
、

民
間
留
学
生
寮
に
対
す
る

運
営
補
助
を
は
じ
め
、
九

る居割向に民た十 O
こすが上お健 。三 年
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京都市国際交流会館。右は館内ロビーの様子

か
ら
な
る
「
京
都
市
外
国

籍
市
民
施
策
懇
話
会
」
を

設
置
し
た
。

会
議
は
公
開
と
し
、
市

民
の
傍
聴
お
よ
び
報
道
機

関
の
取
材
を
認
め
て
い

る
。
ま
た
、
外
国
籍
市
民

が
抱
え
る
問
題
や
課
題
を

市
民
に
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
審
議
内
容
を

掲
載
し
た
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ

ー
を
発
行
し
て
い
る
。

「
懇
話
会
」
は
毎
年
度
、

市
長
に
対
し
会
議
で
審
議

し
た
内
容
か
ら
京
都
市
へ

の
提
言
を
報
告
書
に
ま
と

め
提
出
し
て
い
る
。
市
長
は
こ
れ
を
公
表
し
、
市
全
体
と

し
て
こ
れ
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
施
策
の
推
進
に
当
た

り
尊
重
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
最
近
、
施
策
に
反

映
さ
れ
た
例
と
し
て
は
、

言
葉
の
問
題
か
ら
適
切
な
医
療

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
外
国
籍
市
民
の
た
め
の
医
療

通
訳
の
病
院
へ
の
派
遣
を
京
都
市
国
際
交
流
協
会
や

N
P

O
と
と
も
に
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
外
国
籍
市

民
が
公
の
場
で
発
言
す
る
機
会
を
提
供
す
る
「
懇
話
会
」

は
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
在
住
外
国
人
を
対
象
と
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
、
施
策
の
充
実
に
努
め
て
き
た
が
、
今

後
も
京
都
市
外
国
籍
市
民
施
策
懇
話
会
の
運
営
を
は
じ

め
、
幅
広
い
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
多
文

化
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
。

場~ω2005・1月号29 



特
集

多
文
化
共
生。
大
阪
市

日
間
国
自
国

現
を
目
指
し
て

設
立
当
初
か
ら
、

「
多
言
語
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

特
定
非
営
利
活
動
法
人
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
・
大
阪
事
務
局

特
定
非
営
利
活
動
法
人
多
文
化
共
生
セ
ン
タ

ー
は
、

一
九
九
五
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

際
に
、
在
住
外
国
人
を
対
象
と
し
た
多
言
語
で

の
情
報
提
供
の
活
動
か
ら
始
ま
っ
た
。
二

O
O

O
年
に

N
P
O法
人
格
を
取
得
し
、
現
在
、
大

阪
、
兵
庫
、
京
都
、
広
島
、
東
京
に
事
務
所
を

構
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
務
所
が
あ
る
都
府

県
や
地
域
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
外
国
籍
住
民
の

出
身
園
、
置
か
れ
て
い
る
環
境
や
状
況
に
違
い

が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
に
合

っ
た
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

'
?
一
出
産
、
保
育
な
ど

i
u
一
家
族
に
関
す
る
相
談
が
最
多

そ
の
中
で
、
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
・
大
阪

は
、
活
動
が
始
ま
っ
た
震
災
の
際
に
大
阪
に
事

務
所
を
構
え
た
こ
と
か
ら
、

一
番
長
く
活
動
を
し
て
い
る

事
務
所
で
あ
る
。
そ
の
活
動
は
こ
の
九
年
の
聞
に
社
会
や

外
国
籍
住
民
の
現
状
と
共
に
変
化
し
て
き
た
が
、
設
立
当

初
よ
り
続
け
て
い
る
の
は
「
多
言
語
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
で

あ
る
。
震
災
時
に
は
、
多
言
語
で
の
電
話
で
の
情
報
提
供

や
相
談
を
受
け
付
け
た
が
、

現
在
も
毎
週
火
曜
日
の
夜
に

相
談
に
当
た
る
専
門
知
識
を

持
っ
た
相
談
員
や
通
訳
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に

よ
っ
て
、
日
本
に
住
む
外
国

人
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受

け
て
い
る
。

こ
の
多
言
語
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
は
電
話
で
受
け
付
け
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
相
談
を
寄

せ
る
外
国
人
は
大
阪
在
住
と

は
限
ら
な
い
。
相
談
内
容
と

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
ピ
ザ

な
ど
の
入
国
管
理
に
か
か
わ

る
相
談
が
多
か
っ
た
が
、
近
年
、
家
族
に
か
か
わ
る
相
談

が
最
も
多
い
。
こ
れ
は
、
背
景
に
日
本
に
家
族
で
在
住
す

る
外
国
人
が
増
え
た
こ
と
が
あ
り
、
特
に
出
産
、
保
育
、

教
育
な
ど
の
相
談
の
増
加
が
外
国
籍
住
民
の
謀
題
を
浮
き

彫
り
に
し
て
い
る
。

30 
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「
国
際
理
解
」
「
多
文
化
共
生
」
の
慢
業
も

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
活
動
と
し
て

は
、
「
多
文
化
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
続
け
て
い
る
。
昨

年
で
六
回
目
と
な
っ
た
こ
の
活
動
は
、
外
国
人
の
中
学
生

を
対
象
と
し
て
高
校
進
学
な
と
の
情
報
提
供
や
個
別
相
談

を
行
う
も
の
で
、
多
く
の
地
域
の
中
学
、
高
校
の
教
員
の

方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
て
い
る
。

大
阪
市
内
の
主
な
公
立
学
校
は
、
中
学
は
市
立
、
高
校
は

府
立
で
あ
る
た
め
に
、
中
学
校
と
高
校
の
連
携
が
難
し
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
の
交
換
も
あ
ま
り
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
大
阪
府
内
の
公
立
高
校
入
試
の
際
、
外
国
人
枠
や
試

験
で
の
配
慮
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
外

2005・1月号;辿~ω
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国
籍
の
子
ど
も

た
ち
が
高
校
進

学
を
希
望
す
る

よ
う
に
な
り
、

そ
の
た
め
の
多

言
語
で
の
情
報

提
供
や
通
訳
を

介
し
て
の
個
別

相
談
が
求
め
ら

れ
て
き
た
。
私

た
ち
の
こ
の
活

動
な
ど
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
現
在
で
は
大
阪
の
各
地

域
で
同
様
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
が
通
う
学
校
で
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
小
・
中
、
高

等
学
校
で
は
総
合
学
習
の
時
間
の
中
で
、
「
国
際
理
解
」

や
「
多
文
化
共
生
」
を
取
り
上
げ
た
授
業
を
行
う
学
校
か

ら
、
在
住
外
国
人
の
体
験
談
や
体
験
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
求
め
る
依
頼
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
学
校
や
市

民
講
座
な
ど
へ
の
講
師
の
派
遣
や
そ
の
授
業
の
内
容
や
方

法
の
柑
談
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
子
ど

も
や
市
民
の
方
々
に
在
住
外
国
人
の
状
況
や
課
題
を
理
解

し
て
も
ら
い
、
考
え
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。

ヱ

「
災
害
時
外
国
人
サ
ボ

l
タ
l
」
研
修
に
協
力

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
か
ら
、
大
阪
府
で
は

一
昨

年
か
ら
「
災
害
時
外
国
人
サ
ボ

l
タ
1
」
と
い
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成、

登
録
が
始
ま
っ
た
。
多
文
化
共
生
セ
ン

タ
ー
-
大
阪
は
こ
の
サ
ボ

l
タ
1
の
研
修
に

一
昨
年
か
ら

れの ー サ所いタ住避度ををの 害 ま理外のでこないをそてそ災協
てう以 ' ポ体、 l民難は行設相のり解国研あれいつ支のいれ地力
きち上 一lーl験 ー にと所、つ定談 基 、す人修ろら災起援時くらのし

ーーー タを 1E1参と訓大てしゃ礎地る住でうの 害 こす々 。はさて
ま幾現行 l通 ー 加も練阪いた通知 震 こ民はサ活にるるでま日まい
うつ在政のし日しにに府る訓訳識なとの、ポ動備かボ通た々ざる
にかの と役てのてサ外 主。 練の、どか現地 l を、わラ訳、刻ま
、を多の割災避もポ国催昨な場 実 のら状域タ哩ぞかンが日々な台
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行
政
の
外
国
人
住
民
に
対
す
る
施
策
と
密
接
に
関
係
し
て

い
る
。
特
に
大
都
市
、

工
業
地
帯
と
呼
ば
れ
る
地
域
で
の

外
国
人
住
民
の
増
加
に
伴
い
、
各
地
の
行
政
機
関
は
地
域

の
外
国
人
住
民
へ
の
施
策
や
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
て
い

る
。
大
阪
も
外
国
人
の
多
い
都
道
府
県
の

一
つ
で
あ
り
、

外
国
人
住
民
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る
堺
市
、
東
大
阪
市
、

八
尾
市
な
ど
で
は
、
地
域
の
外
国
人

住
民
の
た
め
の
多
言
語
で
の
情
報
の

提
供
や
窓
口
の
設
置
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
な
か
っ
た
こ
ろ
は
、
そ

れ
ら
を
補
う
よ
う
な
活
動
が
必
要
と

さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
が
あ
る
現
在
で
は
、
私
た
ち
が

担
う
活
動
は
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

そ
の
地
域
に
住
む
外
国
人
を
日
本

人
と
同
様
の
住
民
と
し
て
と
ら
え
、

同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
の
取
り
組
み
が
多
く
の

地
方
自
治
体
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
私
た
ち
の
活

動
も
地
域
の
行
政
機
関
と
協
働
で
行

う
事
業
な
ど
が
増
え
て
き
て
お
り
、
そ
の
時
々
の
現
状
の

把
握
か
ら
新
た
な
提
案
を
行
う
な
ど
も
求
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
に
応
え
ら
れ
る
団
体
で
あ
る
た
め
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
の
中
か
ら
、
常
に
外
国
人
の
声
に
耳
を
傾

け
、
そ
の
立
場
を
理
解
し
て
、
そ
れ
に
対
し
て
何
が
で
き

る
か
を
考
え
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
く
、
と
い
っ

た
姿
勢
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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外
国
人
へ
の
実
態
調
査
に
即
し

ヱ

在
住
外
国
人
の
求
め
て
い
る
も
の
は
つ

島
根
県
内
に
住
む
外
国
人
は
平
成
十
五
年
十
二
月
末
現

在
で
五
千
四
百
八
十
二
人
に
上
り
、
過
去
十
年
間
で
約
二

倍
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
在
住
外
国
人
が
急
増

す
る
の
に
伴
い
、
彼
ら
を
取
り
巻
く
諸
問
題
の
解
決
を
目

指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
県
で
は
平
成

十
二
年
に
県
内
在
住
外
国
人
の
ニ

l
ズ
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
施
策
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
「
島
根

県
在
住
外
国
人
実
態
調
査
」
(
以
下
調
査
)
を
行
っ
た
。

調
査
方
法
は
県
内
で
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
二
十
歳
以

上
の
外
国
人
の
方
全
員
に
調
査
票
を
送
付
し
、
無
記
名
で
回

答
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
約
三
割
の
千
二
百
四

十
四
人
か
ら
の
回
答
を
得
た
。
そ
の
結
果
、
県
内
在
住
外
国

人
の
要
望
の
中
で
、
特
に
多
か
っ
た
の
が
、
「
生
活
情
報
の

提
供
」
「
日
本
語
教
室
の
開
催
」
「
相
談
業
務
」
の
三
点
で

あ
っ
た
。

-

ム

生
活
情
報
提
供

調
査
に
よ
る
と
、
在
住
外
国
人
が

一
番
求
め
て
い
る
も

目
指
し
て• 佐

草
利
博

島
根
県
環
境
生
活
部
国
際
課

の
は
、
「
医
療
、
病
院
、
福
祉
」
に
関
す
る
も
の
を
は
じ

め
と
す
る
生
活
情
報
の
提
供
で
あ
っ
た
。
自
治
体
に
よ
っ

て
は
「
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
な
ど
を
各
国
語
で
作
成
し
、

配
布
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
在
住
外
国
人
の
割
合

が
少
な
い
市
町
村
で
は
生
活
情
報
が
日
本
語
で
し
か
提
供

さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

県
で
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
四
カ

国
語
で
「
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
す
る
こ
と
と
し

た
。作
成
方
法
は
、
ま
ず
県
が
日
本
語
で
「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

の
「
ひ
な
型
」
を
作
成
し
た
。
そ
れ
を
い
っ
た
ん
市
町
村

に
送
り
、
各
市
町
村
の
固
有
情
報
を
記
載
し
て
も
ら
い
、

日
本
語
版
を
完
成
さ
せ
る
。
そ
れ
を
再
度
、
県
で
各
国
語

に
翻
訳
し
、
完
成
品
を
市
町
村
へ
提
供
す
る
と
い
う
方
式

を
取
っ
た
。

ヱ

日
本
語
教
室
開
設
支
援
事
業

調
査
に
よ
り
、
県
内
に
住
む
外
国
人
の
四
分
の
三
が
日
本

語
を
学
習
し
た
い
と
希
望
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し

か
し
、
現
在
の
学
習
方
法
は
「
独
学
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で

32 

「
職
場
で
教
わ
っ
て
い
る
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
日
本
人
に
よ

る
無
料
の
日
本
語
教
室
」
を
利
用
し
て
い
る
の
は
、
学
習
者

の
う
ち
わ
ず
か
十
分
の

一
ほ
ど
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

当
時
、
県
内
の
日
本
語
教
室
は
十
二
団
体
が
実
施
し
て

い
た
が
、
十
分
な
数
で
は
な
く
、
ま
た
地
域
的
に
も
片
寄

り
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
本
語
教
室
の
開
設
を
希
望
す
る

市
町
村
で
は
指
導
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
が
不
足
し
、

開
設
し
た
く
て
も
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

県
が
①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
実
施
②
教
室
開
設
後

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
③
日
本
語
教
室
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l

の
派
遣
な
ど
を
行
い
。
市
町
村
は
①
広
報
②
会
場
確
保
③

参
加
者
募
集
の
と
り
ま
と
め
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
新
た

に
日
本
語
教
室
が
開
設
で
き
る
よ
う
に
し
、
現
在
で
は
二

十
三
カ
所

(
平
成
十
六
年
年
十

一
月

一
日
現
在
)
の
日
本

語
教
室
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。

2005・1月号埴域~~

-

ム

相
談
業
務

在
住
外
国
人
の
多
く
が
言
葉
の
壁
か
ら
生
活
す
る
う
え

で
支
障
を
感
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
県
は
平
成
十
三
年
度

に
伽
し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー
(
以
下
「
国
際
セ
ン
タ
ー
」)

に
相
談
員
(
二
人
)
を
配
置
し
、
在
住
外
国
人
か
ら
生
活

す
る
う
え
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
る
ほ
か
、
通
訳

者
・
翻
訳
者
の
手
配
や
相
談
方
法
の
助
言
を
行
っ
て
い

る
。
相
談
件
数
は
年
々
増
加
し
、
ま
た
相
談
内
容
が
多
様

化、

専
門
化
し
て
い
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

ヱ

在
住
外
国
人
か
ら
の
意
見
募
集

従
来
、
県
は
在
住
外
国
人
の
公
聴
制
度
と
し
て
「
在
住

外
国
人
と
の
県
政
懇
談
会
」
を
実
施
し
て
き
た
が
、
開
催
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図1

が
年

一
回
で
あ
る
こ
と
や
、
質
問
が
県
行
政
の
み
な
ら
ず

多
方
面
に
わ
た
る
た
め
、
質
疑
応
答
が
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
な

る
場
合
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
継
続
し
て
、
い
つ
で
も
、
誰

で
も
、
行
政
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
「
在
住
外
国
人
か
ら
の
意
見

募
集
」
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
は
意
見
提
出
用
の
封
筒
と
用
紙
を
県
内
関
係
先
に

備
え
付
け
、
在
住
外
国
人
か
ら
広
く
意
見
を
募
集
す
る
も

の
で
あ
る
。
提
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
、
回
答
の
要
否
、

お
よ
び
担
当
機
関
へ
の
振
り
分
け
を
行
い
、
回
答
を
要
す

る
も
の
や
、
緊
急
を
要
す
る
も
の
は
、
速
や
か
に
対
応
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。
(図
1
)

ヱ

日
本
語
講
師
の
養
成

県
内
に
あ
る
「
し
ま
ね
国
際
研
修
館
」
は
、
技
術
研
修
な ① 

④ 

③ 

lrm恕|

各学様
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異
な
る
文
化
と
の
出
会
い
か
ら
新
た
な
文
化
、
活
力
創
出
も

ヱ

ア
ジ
ア
の
交
流
拠
点
都
市
福
岡

福
岡
市
は
、

二
千
年
を
超
え
る
ア
ジ
ア
大
陸
と
の
交
流

の
歴
史
や
、
地
理
的
に
も
ア
ジ
ア
諸
地
域
に
近
い
と
い
う

特
性
を
踏
ま
え
て
、
昭
和
六
十
二
年
に
制
定
し
た
「
基
本

構
想
」
以
来
、
活
力
あ
る
ア
ジ
ア
の
交
流
拠
点
都
市
を
目

指
し
、
福
岡
ア
ジ
ア
文
化
賞
、
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
カ
ス
・
福

岡
映
画
祭
、
福
岡
ア
ジ
ア
美
術
館
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
行
っ
て
き
た
。

市
内
の
外
国
人
登
録
者
数
は
平
成
十
五
年
末
現
在

一
万

八
千
九
百
九
十
四
人
と
、
総
人
口
約
百
三
十
五
万
人

の
一
・
四

一
%
を
占
め
る
。
全
国
の

一
・
五
O
%
よ

り
低
い
が
、
十
年
前
の

一
・
O
三
%
と
比
較
す
る
と

約

一
・
四
倍
で
あ
り
、
現
在
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

国
籍
別
で
は
、
中
国
八
千
三
百
十
九
人
、
韓
国
ま
た

は
朝
鮮
六
千
四
百
八
十
七
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
八
百
三

十
五
人
、
米
国
五
百
七
十
六
人
と
続
き
、
在
留
資
格

別
で
は
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
を
主
と
す
る
特
別
永

住
者
(
四
千
四
百
八
十
六
人
)
、
留
学
(
三
千
八
百
六

十
人
)
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

• 茅
野
美
佐

福
岡
市
総
務
企
画
局
国
際
部
国
際
企
画
課

ヱ

多
文
化
共
生
の
地
球
市
民
の
都
市

平
成
十
五
年
六
月
、
福
岡
市
は
、
国
際
化
分
野
の
長
期

計
画
「
国
際
化
推
進
計
画
」
に
お
い
て
目
標
の

一
つ
に
、

「
市
民

一
人
ひ
と
り
が
地
球
市
民
と
し
て
育
ま
れ
る
と
と

も
に
、
外
国
人
に
と
っ
て
生
活
し
活
動
し
や
す
い
ま
ち
と

な
る
だ
け
で
な
く
、

『共
生
」
の
観
点
に
立
っ
て
、
国

籍

・
文
化
が
異
な
る
人
々
が
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
、
多
文
化
共
生
の
都
市
を
目
指
す
」
こ
と
を
掲
げ
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
福

34 

レインポープラザ。外国語のできるスタ
yフを配置して情報提供を行っている

岡
市
に
来
訪
ま
た
は
居
住
す
る
外
国
人
が
今
後
も
増
加
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

一
方
で
、
市
内
に
は
い
ま
だ
言
語、

生
活
習
慣
、
制
度
な
ど
の
違
い
か
ら
、
外
国
人
の
円
滑
な

活
動
や
生
活
が
困
難
な
面
が
あ
り
、
外
国
人
の
人
権
問
題

も
発
生
し
て
い
る
と
い
う
状
況
が
あ
る
。

多
文
化
共
生
の
都
市
を
目
指
し
、
福
岡
市
は
外
国
人
に

も
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
、
お
よ
び
市
民
の
意
識
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
外
郭
団
体
で
実
施
し
て
い
る
も

の
も
含
め
、
主
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
た
い
。

ヱ

外
国
人
へ
の
情
報
提
供
相
談
事
業

市
外
か
ら
転
入
し
た
外
国
人
が
外
国
人
登
録
の
た
め
訪

れ
る
区
役
所
で
は
、
生
活
に
役
立
つ
外
国
語
版
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
セ
ッ
ト
に
し
、
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
キ
ッ
ト
」
と
し
て

転
入
外
国
人
に
手
渡
し
て
い
る
。
「
外
国
人
の
た
め
の
生

活
便
利
帳
」
「
外
国
語
で
診
療
で
き
る
医
療
機
関
ガ
イ
ド
」

「
ご
み
ル

l
ル
ブ
ッ
ク
」
と
い
っ
た
冊
子
が
主
な
内
容
物

だ
。
ま
た
、
在
住
外
国
人
が
最
も
多
い
東
区
役
所
で
は

一

定
の
曜
日
に
通
訳
を
配
置
し
、
区
役
所
業
務
に
関
す
る
外

国
人
の
質
問

・
相
談
に
窓
口
や
電
話
で
対
応
し
て
い
る
。

市
の
中
心
部
の
商
業
ビ
ル
に
設
置
し
た
「
レ
イ
ン
ボ

ー
プ
ラ
ザ
」
で
は
、
外
国
語
の
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
を
配

置
し
て
、
外
国
人
向
け
に
は
観
光
、
催
事
、
医
療
、
日

本
の
文
化
な
ど
生
活
全
般
に
関
す
る
情
報
を
、
日
本
人

向
け
に
は
海
外
事
情
、
留
学
、
国
際
交
流
や
国
際
協
力

に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
夜
八
時
ま
で
、
ま

た
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
に
も
開
館
し
て
お
り
、
年
間
延

べ
二
十
六
万
人
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
外
国
人

の
た
め
の
相
談
事
業
と
し
て
、
法
律
相
談
、
入
国
・
在

留
・
国
籍
の
相
談
会
、
健
康
相
談
会
、
臨
床
心
理
士
に

ヰ議煩測量B 2005・1月号
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よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
定
期
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
地
元
の
多
言
語
F
M
放
送
局

(
L
o
v
e

F
M
)
を
利
用
し
た
生
活
情
報
や
市
政
情
報
の
提
供
も
英

語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
日
本
語
で
行
っ
て
い
る
。

・

ム

在
住
外
国
人
の
日
本
語
学
習
の
支
援

在
住
外
国
人
が
地
域
社
会
に
適
応
し
、
安
定
し
た
日
常

生
活
を
送
る
た
め
に
は
日
本
一語
の
習
得
も
重
要
で
あ
る
た

め
、
市
主
催
の
日
本
語
教
室
を
複
数
の
市
民
セ
ン
タ
ー
で

延
べ
十
教
室
開
催
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に

講
師
を
依
頼
し
、
受
講
者
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
少
人
数
に

ク
ラ
ス
分
け
し
て
い
る
ほ
か
、
茶
話
会
な
ど
の
行
事
も
盛

ん
だ
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
主
催
す
る
日
本
語

教
室
も
、
市
内
の
各
所
で
活
発
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

・

ム

外
国
人
児
童
生
徒
の
教
育
環
境
整
備

外
国
人
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
都
市
で
あ
る
た
め
に

は
、
子
ど
も
の
教
育
環
境
整
備
も
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
日
本
語
会
話
が
で
き
な
い
市

立
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
日
本
語
指
導
員

の
派
遣
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

一
部
の
小
・
中
学
校
に
は

日
本
語
指
導
対
応
の
た
め
の
教
員
を
配
置
し
て
い
る
。

ま
た
、
英
語
に
よ
り
教
育
を
行
う
国
際
学
校
は
、
外
国

公
館
、
外
国
企
業
誘
致
な
ど
地
域
の
国
際
化
の
た
め
に
も

重
要
な
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
法
人
が
市
内
に
設

置
し
て
い
る
福
岡
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
に

対
し
、
経
済
界
・
県
・
市
で
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

-

ム

市
民
向
け
の
国
際
理
解
事
業

さ
て
、
市
民
の
意
識
づ
く
り
に
関
し
て
は
、

小
・
中
・

高
等
学
校
を
対
象
と

し
て
、
福
岡
県
内
で

「
教
室
か
ら
世
界
を

副
の
ぞ
こ
う
」
と
い
う

白
調

一

一同

…
国
際
理
解
教
育
プ
ロ

蹴
…
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ

座
…
て
い
る
。
留
学
生
な

時
…
ど
の
外
国
人
講
師
と

蜘
青
年
海
外
協
力
隊
経

開
…
験
者
な
ど
の
日
本
人

一玉一[
…
講
師
が
二
人

一
組
で

派
遣
さ
れ
、
母
国
や

滞
在
国
に
関
す
る
文
化
、
歴
史
を
講
義
す
る
ほ
か
、
料
理

を
作
っ
た
り
、
楽
器
演
奏
や
民
族
衣
装
を
披
露
し
た
り
と

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
内
容
だ
。

市
民
向
け
に
は
、
開
発
途
上
国
の
社
会
、
文
化
、
歴
史

に
つ
い
て
学
び
、
地
球
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
へ
の
理
解

を
深
め
る
連
続
講
座
「
地
球
市
民
講
座
」
を
開
催
し
て
い

る
。
「グ

ロ
l
パ

リ
ゼ

I
シ
ヨ
ン
と

私
た
ち
の
暮
ら

し」

「
北
朝
鮮
を

知
る
!
日
朝
関

係
の
今
後
に
向
け

て
」
と
い
っ
た
テ

ー
マ
に
、
四

1
六

回
シ
リ
ー
ズ
で
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
い
る
。

-

ム

在
住
外
国
人
と
の
交
流

ま
た
、
外
国
語
の
学
習
は
意
思
疎
通
の
手
段
と
し
て
も
、

多
様
な
文
化
へ
の
理
解
や
諸
外
国
・
地
域
の
人
と
の
相
互

理
解
を
促
進
す
る
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
た
め
、
市
民
が

気
軽
に
外
国
語
を
学
べ
る
教
室
を
開
催
し
て
い
る
。
留
学

生
を
講
師
と
し
て
、
ア
ジ
ア
の
言
語
を
中
心
に
二
十
二
言

語
三
十
講
座
を
開
催
し
て
お
り
、
平
成
十
六
年
度
は
約
四

百
八
十
人
の
方
々
が
受
講
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
語
学
力
を
生
か
し
て
通
訳
・
翻
訳
な
ど
を

行
う
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
を
登
録
し
、
市
や
他
団

体
の
非
営
利
の
国
際
交
流
活
動
に
紹
介
す
る
事
業
で
は
、

イ
ベ
ン
ト
で
の
通
訳
、
資
料
の
翻
訳
な
ど
の
ほ
か
、
最
近

は
市
立
小
学
校
の
家
庭
訪
問
で
の
通
訳
、
レ
イ
ン
ボ
ー
プ

ラ
ザ
で
の
入
国
・
在
留
・
国
籍
の
相
談
会
で
の
通
訳
な

ど
、
在
住
外
国
人
支
援
に
も
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
る
0

・

ム

令
後
の
課
題

:

一

主
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
た
が
、

「
国
籍

・

仕
さ
は
耕
文
化
が
異
な
る
人
々
が
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を

耽
野
推
進
す
る
、
多
文
化
共
生
の
都
市
」
と
い
う
ピ
ジ

一
同
二

ヨ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
日
本
語
を
母
国
語

創

U
中平

一

摺一町

…
と
し
な
い
外
国
人
に
も
分
か
り
ゃ
す
い
行
政
情

一
詰
報
を
提
供
す
る
、
地
域
活
動
や
経
済

・
文
化
分
野

轍
ト

u

に
お
け
る
外
国
人
の
参
加
を
促
進
す
る
仕
組
み

国
マ

山

問
ー
を
つ
く
る
、
と
い
っ
た
課
題
に
今
後
取
り
組
ん
で

件
四
…
怖
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
多
文
化
共
生
の
都

A
リ

'uhυ

生
介
吟
市
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、
異
な
る
文
化
と
の
出

学

紹

た

留
も
れ
会
い
が
刺
激
と
な
り
、
新
た
な
文
化
、
都
市
の
活

力
が
生
み
だ
さ
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。
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全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
(
国
際
文
化
ア
カ
デ
ミ

ー
/
J
I
A
M
)
は
、
市
町
村
の
「
国
際
化
対
応
能
力
の

向
上
」
を
目
的
と
し
て
、
平
成
五
年
四
月
に
伽
全
国
市
町

村
振
興
協
会
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
市
町
村
共
同
の
研
修

機
関
で
あ
る
。
今
年
度
で
開
学
十
二
年
目
を
迎
え
た
が
、

こ
の
問
、
市
町
村
を
め
ぐ
る
「
国
際
化
」
の
意
義
は
大
き

く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

設
立
当
初
に
お
い
て
は
、
英
語
を
中
心
と
す
る
語
学
を

は
じ
め
、
国
際
化
理
解
の
基
礎
と
し
て
「
国
家
・
民
族
論
」

や
「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
、
専
門
実
務

と
し
て
「
姉
妹
・
友
好
都
市
交
流
」
「
プ
ロ
ト
コ

l
ル」

「
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
」
「
在
日
外
国
人
の
法
的
地
位
」

な
ど
の
ほ
か
、
「
外
国
事
情
」
や
「
自
国
文
化
」
な
ど
の

課
目
が
見
ら
れ
、
国
際
交
流
や
在
住
外
国
人
へ
の
対
応
の

場
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
力
点
が
置
か
れ
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
「
英
語
が
聞
こ
え
て
も
あ
わ

て
て
逃
げ
出
さ
な
い
」
「
異
文
化
に
対
し
て
拒
絶
反
応
を

起
こ
さ
な
い
」
、
そ
の
よ
う
な
市
町
村
職
員
の
育
成
が
当

時
の
課
題
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
自
治
体
を
め
ぐ
る
「
国
際
化
」
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
は
こ
れ
ら
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
ま
す
ま
す
広

が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
世
界
貿
易
機
関

(
W
T
O
)
協

定
中
の
政
府
調
達
協
定
に
よ
っ
て

一
定
の
範
囲
で
国
際
競

争
入
札
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
あ
る
い
は

金
融
ビ
ッ
グ
パ
ン
の
あ
お
り
で
ベ
イ
オ
フ
が
解
禁
さ
れ
る

な
ど
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
」
が
自
治
体
に
直
接
及
ぶ

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
爆

発
的
な
普
及
に
よ
り
、
か
つ
て
は
中
央
が
ほ
ぼ
独
占
し
て

い
た
海
外
の
施
策
に
関
す
る
情
報
が
地
方
で
も
極
め
て
容

易
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自
治
体
に
お
け
る
政
策

形
成
に
お
い
て
も
ま
す
ま
す
国
際
的
な
視
野
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

J
I
A
M
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
変
化
を
踏
ま
え
、
コ

ー
ス
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
改
定
し
て
き
て
い
る
が
、
近
年

の
在
住
外
国
人
の
増
加
や
定
住
化
傾
向
、
少
子
化
を
は
じ

め
と
す
る
日
本
社
会
の
変
化
、
国
際
的
な
テ
ロ
や
地
域
紛

争
の
拡
大
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

(
A
S
E
A
N
)
の

国
々
と
の

F
T
A
推
進
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
「
多
文
化

共
生
」
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
な
課
題
の

一
つ
と
な
っ
て

い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

「
在
住
外
国
人
」
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
登
録
に
始
ま
り
、

水
道
や
ご
み
、
保
健
や
医
療
、
学
校
、
住
宅
、
税
や
社
会

36 2005・1月号

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

教
務
部
長

・

諸
橋
省
悶

:iぷ誠治

保
険
、
教
育
や
就
労
、
公
共
施
設
や
交
通
機
関
の
利
用
、

救
急
や
防
災
な
ど
、
ま
さ
に
「
地
域
に
居
住
す
る
人
の
生

活
全
般
」
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、

言
い
換
え
れ
ば
、

そ
の
自
治
体
が
担
当
す
る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
業
務
に
関

係
す
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
、

言
葉
や
宗
教
、
文
化
や
習
慣

な
ど
の
違
い
が
問
題
を

一
層
複
雑
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

国
際
情
勢
や
入
国
管
理
な
ど
、
こ
れ
ま
で
は
中
央
政
府
レ

ベ
ル
の
問
題
で
あ
る
と
し
て
、
自
治
体
職
員
に
は
あ
ま
り

な
じ
み
が
な
か
っ
た
分
野
も
関
係
し
て
お
り
、
解
決
す
る

ど
こ
ろ
か
理
解
す
る
こ
と
さ
え
、

一
朝

一
夕
に
は
難
し
い
。

先
進
的
な
自
治
体
に
お
い
て
は
、
行
政
情
報
や
防
災
情
報
、

相
談
業
務
の
提
供
、
学
校
に
お
け
る
外
国
語
に
よ
る
指
導
、

健
康
相
談
や
医
療
情
報
の
提
供
な
ど
の
取
り
組
み
は
も
と

よ
り
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
団
体
と
外
国
人
市
民
と
の
交

流
に
積
極
的
に
乗
り
出
す
な
ど
、
既
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
見
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
問
題
意
識
が
十
分
で
な

い
自
治
体
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

J
I
A
M
に
お
い
て
は
、
「
地
域
に
お
け
る
在
住
外
国

人
と
の
共
生
に
向
け
た
政
策
課
題
に
つ
い
て
の
理
解
」
を

深
め
る
た
め
の
コ

l
ス
と
し
て
「
国
際
化
対
応
コ

l
ス」

を
、
年
三
回
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
約

一
カ
月
に

わ
た
り
総
合
的
に
国
際
化
対
応
能
力
の
向
上
を
図
る
総
合

コ
l
ス
や
、
国
際
化
対
応
に
必
要
と
な
る
諸
問
題
に
つ
い
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て
基
礎
的
な
理
解
を
深
め
る
「
国
際
交
流
基
礎
コ

l
ス」

な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。
「
対
応
コ

l
ス
」
は
こ
の
「
基
礎

コ
l
ス
」
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
「
共
生
」
に
重
点
を
お
い
た

コ
l
ス
と
位
置
付
け
て
い
る
。
こ
の
コ

l
ス
は
実
質
七
日

間、
三
十
二
コ
マ
(
一
コ
マ
七
十
分
)
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

講
義
と
演
習
は
お
お
む
ね
二
対

一
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
講
義
は
「
在
住
外
国
人
施
策
概
論
」
「
在

住
外
国
人
の
権
利
と
法
的
地
位
」
「
在
住
外
国
人
の
就
労
」

な
ど
の
基
礎
的
知
識
に
関
す
る
も
の
や
、
先
進
自
治
体
に

お
け
る
取
り
組
み
事
例
の
報
告
を
は
じ
め
、
実
際
に
日
本

に
定
住
す
る
外
国
人
講
師
に
自
ら
の
体
験
を
語
っ
て
も
ら

う
「
異
文
化
理
解
」
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
の
生
活
を
、
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
体

験
す
る
「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
、
い
ま
や
多

文
化
共
生
の
問
題
に
取
り
組
む
際
に
不
可
欠
の
存
在
と
な

っ
て
い
る
「
N
P
O」
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

関
連
す
る
知
識
を
十
分
得
た
上
で
、
そ
れ
ら
を
フ
ル
に
活

用
し
て

一
定
の
施
策
形
成
に
つ
な
げ
て

い
く
ま
で
の
演
習
を
す
る
に
は
、
七
日

間
は
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
な
い
こ

と
か
ら
、
事
前
準
備
と
し
て
、

一
定
の

資
料
や
ホ
l
ム
ベ

l
ジ
に
あ
ら
か
じ
め

目
を
通
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

演
習
に
つ
い
て
は
、
受
講
生
に
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
体
の
現
状
や
課
題
、
デ
ー

タ
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
も
ら
い
、
講
義

や
事
前
準
備
の
知
識
を
基
に
、
グ
ル
ー

プ
で
「
多
文
化
共
生
社
会
に
向
け
た
計

画
」
を
策
定
、
発
表
し
て
い
る
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
内
に
十
分
な
演
習
の
時
間
を

確
保
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
受
講
生
は

夜
遅
く
ま
で
熱
心
に
議
論
を
続
け
て
い

る
。
な
お
、
今
年
度
は
明
治
大
学
の
山
脇
教
授
に
演
習
の

指
導
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
い
っ
た
ん
グ
ル
ー
プ
で
計
画

を
策
定
、
発
表
後
、
先
生
の
指
導
を
受
け
、
さ
ら
に
理
解

を
深
め
る
た
め
に
再
度
検
討
す
る
時
間
を
設
け
て
い
る
。

• 地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
地

域
の
実
情
に
合
っ
た
独
自
の
施
策
を
展
開
し
、
地
域
課
題

を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
問
題
は
比
較
的
新
し
く
、
不
法
滞
在
者
の
問
題
を
含

め
て
考
え
る
と
、
既
存
の
統
計
資
料
だ
け
で
は
現
状
把
握

が
十
分
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
現
場
の
実
態
を

自
ら
感
じ
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
の
把
握
に
は

一
層
の
努

力
と
工
夫
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
前
述
の
よ
う
に
、
多
文
化
共
生
の
問
題
は
極
め
て

広
範
囲
に
わ
た
る
知
識
が
求
め
ら
れ
る
。
担
当
課
が
対
応

す
る
場
合
と
国
際
課
な
ど
が
調
整
に

入
る
場
合
と
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
担
当
課
に
お
い
て
は
言
葉
や
文

化
の
問
題
は
も
と
よ
り
、
自
治
体
に

よ
っ
て
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
経
験
が

な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
既
存
の
法

制
度
が
予
定
し
て
い
な
い
事
項
も
少

な
か
ら
ず
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
対
応
に
苦
慮
す
る
こ
と
も
あ

ろ
う
。
そ
の
場
合
に
は
単
に
結
論
だ

け
で
な
く
、
制
度
の
背
景
ゃ
な
ぜ
制

度
が
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
、
そ
の
理
由
に
至
る
ま
で
の
深
い

理
解
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
施
策
を

考
え
る
際
に
は
、
財
源
や
他
の
施
策

t受業風景 (国際総合Bコース)

と
の
バ
ラ
ン
ス
も
合
わ
せ
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

関
係
者
の
調
整
を
図
る
場
合
に
は
、
相
手
の
求
め
て
い

る
こ
と
と
そ
う
考
え
る
理
由
を
じ
っ
く
り
聞
き
、
自
分
な

り
の
判
断
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
国
民
健
康
保
険

な
ど
の
問
題
を
具
体
的
に
解
決
す
る
に
は
相
当
細
か
い
知

識
も
必
要
と
さ
れ
る
が
、
意
見
の
異
な
る
相
手
を
説
得
す

る
に
は
、
相
手
以
上
の
知
識
や
情
報
が
必
要
で
あ
る
。
し

か
も
多
文
化
共
生
の
問
題
は
通
常
に
増
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
、
立
場
か
ら
の
考
察
も
求
め
ら
れ
る
。
当
事
者
が
多

様
で
あ
る
ほ
か
に
、
園
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、

N
P
O

な
ど
関
係
者
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
庁
内
だ
け
で
も
複
数
部
局
の
調
整
が
必
要
と
な

る
場
合
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
じ
っ
く
り
と
相
手
の
話

に
耳
を
傾
け
、
相
手
の
視
点
に
立
っ
て
そ
の
主
張
を
理
解

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
も
当
事
者
の

一
方
は
、

文
化
や
習
慣
が
異
な
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
、
相
手
の
国
の
制
度
や
習
慣
だ
け
で
な
く
、

日
本
の
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
双
方
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り

一
層
深
く

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

言
葉
の
問
題
も
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、

昨
年
度
J
I
A
M
で
行
っ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ピ

1
キ
ン

グ
・
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
国
外
で
の
英
語
の
勉
強
の

経
験
が
な
く
、
ラ
ジ
オ
講
座
な
ど
の
身
近
な
教
材
と
独
学

で
努
力
を
続
け
た
参
加
者
が
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
の

は
、
大
変
心
強
く
、
ま
た
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

自
治
体
を
取
り
巻
く
行
財
政
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
が
、
将
来
、
ま
す
ま
す
多
く
の
地
域
で
、
こ
の
問
題

は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
お
け
る
層
の
努
力
と
工
夫
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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し
こ
が
」
を
訪
問
し
た
。
地
域
住
民
の
交

流
に
は
気
軽
に
人
が
集
ま
る
場
所
が
必
要

で
あ
る
、
と
宮
口
教
授
が
唱
え
る
「

一
集

落

一
カ
フ
ェ
論
」
を
塾
の
第
十
二
期
生
で

あ
る
河
室
順
子
さ
ん
が
実
践
し
、
過
疎
化

の
進
ん
だ
長
谷
川
地
区
に
あ
る
町
所
有
の

旧
保
育
園
施
設
を
使
用
し
て
、
昨
年
六
月

に
開
庖
し
た
。
「
こ
の
長
谷
川
地
区
か
ら

情
報
発
信
し
て
、
緒
方
町
全
体
を
元
気
に

し
た
い
」
と
、

地
域
の
人
た
ち
ゃ
訪
問
客

ら
と
の
交
流
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
た
。

こ
の
日
の
最
後
に
訪
問
し
た
大
分
県
竹

田
市
で
は
、
城
下
町
地
区
で
は
街
ツ

1
リ

ズ
ム
、
農
村
地
区
で
は
農
村
ツ
l
リ
ズ
ム

と
地
域
資
源
を
生
か
し
た
「
竹
田
ツ
l
リ

ズ
ム
」
に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
た
。
行

政
職
員
と

一
般
市
民
に
よ
り
構
成
さ
れ
た

「
竹
田
研
究
所
」
が
主
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
、
各
地
区
で
体
験
交
流
メ
ニ
ュ
ー
を

設
定
し
、
従
来
の

観
光
と
異
な
る
ツ

l
リ
ズ
ム
の
提
案

を
行
っ
て
い
る
と

ゴ
の
こ
と
。
滝
廉
太

利
郎
の
名
曲
「
荒
城

に
の
月
」
で
有
名
な

手
必

工
「
岡
城
祉
」
な
ど
、

フM

価
値
あ
る
地
域
資

先
進
市
町
村
現
地
調
査
報
告

寓
ロ
ゼ
ミ

地
戚
を
つ
く
る
人
た
ち

全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
(
現
第
十
六

期
)
の
宮
口
ゼ
ミ
で
は
、
昨
年
十
月
七
日
か

ら
三
日
間
、
主
任
講
師
で
あ
る
早
稲
田
大

学

・
宮
口
伺
姐
教
授
の
指
導
の
下
、
塾
生

六
人
が
参
加
し
て
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

一
日
目
、
最
初
に
訪
問
し
た
大
分
県
安

心
院
町
で
は
、
「
安
心
院
方
式
」
と
呼
ば
れ

る
会
員
制
の
農
泊
(
農
村
民
泊
事
業
)
を

行
っ
て
い
る
民
泊
農
家
の

一
つ
「
舟
板
昔

ぱ
な
し
の
家
」
を
、
塾
の
第
八
期
生
で
あ

る
安
心
院
町
グ
リ
ー
ン
ツ

I
リ
ズ
ム
推
進

係
の
河
野
洋

一
係
長
の
案
内
で
訪
問
し

た
。
主
人
の
中
山
ミ
ヤ
子
さ
ん
の
話
か
ら
、

安
心
院
の
農
泊
家
庭
の
気
さ
く
で
、
訪
れ

た
人
を
親
戚
や
友
人
の
よ
う
に
も
て
な
す

人
柄
が
、
自
然
豊
か
な
景
観
や
農
作
業
体

験
の
魅
力
と
並
び
、
安
心
院
フ
ァ
ン
を
増

や
す
大
き
な
理
由
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
た
。

次
に
訪
問
し
た
大
分
県
湯
布
院
町
で

は
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
足
湯
の
あ
る
J

R
由
布
院
駅
や
中
心
部
の
街
並
み
な
ど
を

埼
玉
県
和
光
市
地
域
振
興
課

-
膏
木
正
博

視
察
し
た
後
、
地
元
旅
館
「
由
布
院
玉
の

湯
」
の
桑
野
和
泉
代
表
取
締
役
社
長
と
由

布
院
観
光
総
合
事
務
所
の
安
部
順

一
副
長

か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
由
布
院
の
ま
ち
づ
く

り
の
歩
み
な
ど
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

自
分
た
ち
が
行
っ
て
き
た
こ
と
を
検
証

し
、
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
を
前
向
き
に
考

え
る
姿
は
、
本
当
に
輝
い
て
い
た
。

二
日
目
は
、
ま
ず
大
分
県
久
住
町
の

「
く
じ
ゅ
う
花
公
園
」
を
訪
問
し
た
。
雄

大
な
阿
蘇
の
自
然
の
中
に
あ
る
二
十
万
平

方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
、
春
か
ら
秋
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
季
節
の
花
が
咲
い
て
お
り
、

傘
・
ベ
ビ
ー
カ
ー
・
車
い
す
の
無
料
貸
し

出
し
、
無
料
休
憩
所
の
設
置
な

ど
細
や
か
な
気
遣
い
が
感
じ

ら
れ
た
。
ま
た
、
冬
季
休
業
前

に
無
料
開
放
し
、
圏
内
の
花
を

一
袋
百
円
で
持
ち
帰
っ
て
も

ら
う
発
想
に
驚
か
さ
れ
た
。

次
に
大
分
県
緒
方
町
で
「
特

定
非
営
利
活
動
法
人
ほ
し
こ

が
」
が
経
営
す
る
「
カ
フ
ェ
ほ

源
を
見
直
し
、
竹
田
市
を
何
と
か
す
る
ん

だ
、
と
い
う
竹
田
の
人
た
ち
の
強
い
気
持

ち
を
感
じ
た
。

三
日
目
は
、
熊
本
県

一
の
宮
町
で
、
阿

蘇
地
域
の
十
二
町
村
と
熊
本
県
が
出
資
し

て
設
立
さ
れ
た
、
側
阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
ん
で
い
る
阿
蘇

地
域
の
地
域
振
興
策
に
つ
い
て
、
説
明
を

受
け
た
。
広
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
「
ス
ロ
ー
な
阿
蘇
づ
く
り
・
阿
蘇
カ
ル

デ
ラ
ツ
l
リ
ズ
ム
」
を
提
唱
し
、
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
阿
蘇
地
域
を
周
遊
で

き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
や
、
商
店
街
や
農

村
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
交
流
メ
ニ
ュ

ー
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
「
こ
の
地
に

住
む
人
が
楽
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
の
中
に
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

観
光
客
を
迎
え
入
れ
た
い
」
と
い
う
同
セ

ン
タ
ー
の
秋
吉
祥
志
さ
ん
の
言
葉
に
、
阿

蘇
地
域
へ
の
思
い
が
あ
っ
た
。

今
回
の
現
地
調
査
で
は
、
地
域
づ
く
り

に
携
わ
る
行
政
職
員
と
住
民
が
職
務
や
役

目
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
権
利
と
し

て
地
域
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に

見
え
た
。
自
然
や
歴
史
・
文
化
を
う
ま
く

生
か
し
な
が
ら
、
自
然
体
で
取
り
組
む
地

域
に
は
、
人
と
人
と
の
熱
い
交
流
が
あ
り
、

地
域
の
人
た
ち
の
地
域
へ
の
熱
い
思
い
が

あ
っ
た
。
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、.
噌

卯
月
ゼ
ミ

卯
月
盛
夫
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
平
成
十
六

年
十
月
七
日
か
ら
九
日
に
か
け
て
先
進
市

町
村
現
地
調
査
と
し
て
長
崎
県
各
所
を
訪

問
し
た
。
こ
こ
で
各
訪
問
地
の
概
要
な
ど

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

〔

1
日
目
〕

こ
の
日
は
長
崎
市
役
所
で

「
長
崎
伝
習
所
」
事
業
に
つ
い
て
話
を
聞

い
た
。
こ
の
事
業
は
市
民
と
行
政
が
協
働

し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
。
毎
年
十
前
後
の
塾
に
つ
い
て

参
加
者
が

一
般
公
募
さ
れ
、
各
塾
の
テ
ー

マ
研
究
な
ら
び
に
運
営
全
般
が
市
民
の
手

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

成
果
の

一
つ
に
、
塾
生
だ
っ
た
地
元
大

学
生
を
中
心
に
「
ま
ち
づ
く
り
屋
」
が
発

足
、
長
崎
の
魅
力
ア
ッ
プ
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
「
長
崎
ネ
ク
タ
イ
」
の
商
品
開
発

を
行
っ
て
い
る
。
二
十
年
近
く
続
く
こ
の

事
業
に
よ
っ
て
、
長
崎
市
民
が
市
民
参
画

ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
を
固
め
て
き
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

〔

2
日
目
〕

ま
ず
島
原
市
「
森
岳
ま
ち
づ

く
り
の
会
」
で
話
を
聞
い
た
。
雲
仙
普
賢

岳
噴
火
災
害
に
よ
っ
て
、
危
機
感
を
共
有

-
プ
の
取
り
ま
と
め
的
活
動
を
行
う
「
十

七
会
」
と
い
う
島
原
半
島
広
域
の
団
体
が

あ
り
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
と
い
う
。
現
在
、
協
議
会
は

災
害
救
援
活
動
や
雲
仙
岳
の
緑
化
事
業
な

ど
の
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
よ
り
強
く
大

き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
よ
う
と
し

山
形
県
米
沢
市

・

佐
久
間
竜
太

し
た
地
元
商
庖
街
の
有
志
が
結
束
し
、
当

会
が
設
立
さ
れ
た
。
小
さ
な
商
庖
街
の
取

り
組
み
か
ら
地
域
全
体
の
再
生
、
活
性
化

へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
あ

る
と
い
う
。
町
並
み
保
存
や
修
復
、
空
き

底
舗
の
再
利
用
、
街
路
灯
の
整
備
、
観
光
道

案
内
運
動
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
地
域
住

民
が
統

一
的
な
認
識
を
持
て
る
よ
う
に
、

商
庖
街
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
含
め
徹
底
的
に
協

議
し
実
施
し
て
い
る
。
地
域
住
民
の
理
解

が
な
け
れ
ば
持
続
性
が
な
い
と
い
う
判
断

が
そ
こ
に
は
あ
る
。

次
に
「
島
原
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
議
会
」

で
話
を
聞
い
た
。
大

火
砕
流
の
起
き
た

翌
日
、
当
会
の
前
身

組
織
が
結
成
さ
れ
、

参
加
者
が
数
百
人

に
上
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
大
規
模
な
組

織
が
即
座
に
結
成

で
き
た
背
景
に
は
、

地
域
づ
く
り
グ
ル

て
い
る
。

ど
ち
ら
の
団
体
も
災
害
か
ら
の
復
興
に

対
す
る
前
向
き
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
災

害
を
逆
に
パ
ネ
に
し
て
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
る
。

〔

3
日
目
〕

小
浜
町
中
央
商
底
街
を
訪
問
。

こ
こ
で
は
、
商
庖
街
の
活
性
化
に
つ
な
げ

よ
う
と
英
国
の
「
シ
ョ
ッ
プ
モ
ピ
リ
テ
イ
」

と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
高
齢
者
や

障
害
者
ら
移
動
に
困

難
を
感
じ
て
い
る

方
々
に
無
料
貸
し
出

し
の
電
動
四
輪
車
を

利
用
し
て
も
ら
う
こ

と
で
自
立
し
た
行
動

を
促
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
温
泉
旅
館
の

女
将
さ
ん
、
仲
居
さ

ん
に
ヘ
ル
パ

I
の
資

格
を
取
得
し
て
も
ら

う
と
い
っ
た
、
観
光

客
ら
に
も
安
心
し
て

小浜町で高齢者・障害者に無料貸し出しされる電動四輪車

利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
る
。

最
後
の
視
察
先
、

N
P
O法
人
長
崎
さ

ん
さ
ん
幻
は
、
農
園
芸
作
業
に
携
わ
る
こ

と
で
心
身
と
も
に
癒
さ
れ
、
健
康
で
幸
福

に
暮
ら
す
こ
と
を
目
指
す
「
園
芸
福
祉
」

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
手
法

と
し
て
、
市
民
農
園
と
園
芸
療
法
を
組
み

合
わ
せ
た
「
ふ
れ
愛
農
園
」
や
、
園
芸
福

祉
士
養
成
基
礎
講
座
の
開
催
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ン
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
園
芸
福
祉
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

そ
う
と
す
る
発
想
、
な
お
か
つ
そ
れ
を
実

現
す
る
実
行
力
は
な
か
な
か
ま
ね
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。

今
回
の
訪
問
で
感
じ
た
こ
と
は
、
強
力

な
理
念
と
行
動
力
、
地
域
に
対
す
る
愛
情

を
持
つ
人
財
が
豊
富
に
い
る
こ
と
と
、
そ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
き
で
あ
る
。
活
動

の
領
域
は
違
っ
て
も
、
皆
、
地
域
づ
く
り

と
い
う

一
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
協
力
し

て
お
り
、
噴
火
災
害
に
お
い
て
も
そ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
有
効
に
機
能
し
て
い
た
。

最
後
に
、

三
日
開
通
し
て
各
地
を
ご
案

内
し
て
い
た
だ
い
た
塾
第
十
五
期
生
で
N

P
O法
人
長
崎
さ
ん
さ
ん
剖
理
事
長
の
井

石
八
千
代
氏
を
は
じ
め
、
各
訪
問
地
で
お

会
い
し
た
"
長
崎
賢
人
“
の
皆
様
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
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シ
ア
ト
ル
市

圃

• 
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド

プ
ロ
グ
ラ
ム

人
口
約
五
十
六
万
人
、
全
米
で
住
み
や

す
い
都
市
と
し
て
も
有
名
な
シ
ア
ト
ル
市

で
、
非
常
に
効
率
的
な
事
業
投
資
手
法
が

と
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
「
マ
ッ
チ
ン
グ

フ
ァ
ン
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
あ
る
。
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

一
九
八
八
年
に
発
足

し
た
。
こ
の
方
式
が
考
え
出
さ
れ
た
背
景

に
は
、
自
己
主
張
が
強
い
と
い
う
シ
ア
ト

ル
市
民
の
市
民
性
が
浮
き
上
が
る
。
市
民

は
自
分
た
ち
の
生
活
に
か
か
わ
る
こ
と
に

は
非
常
に
敏
感
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
自

治
体
の
公
的
資
金
が
地
域
に
よ
っ
て
偏
っ

た
投
資
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
強
い
不

満
を
持
ち
、
地
域
ご
と
に
必
要
な
投
資
を

し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、

市
民
自
ら
が
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
に
お

い
て
必
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
え
、
そ

れ
に
見
合
っ
た
資
金
を
市
が
出
す
方
式
が

考
え
だ
さ
れ
た
。
そ
れ
が
シ
ア
ト
ル
市
に

お
け
る
「
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
で
あ
る
。

ネ
イ
バ

l
フ
ツ
ド
(
地
場
社
会
)

シ
ア
ト
ル
市
で
は
、
「
ネ
イ
パ

l
フ
ッ
ド
」

と
呼
ば
れ
る
昔
か
ら
の
地
域
社
会
が
あ
る
。

そ
れ
は
人
為
的
に
つ
く
っ
た
も
の
で
は
な

く
、
丘
や
水
辺
に
従
い
自
然
発
生
的
に
で

き
た
も
の
で
、
シ
ア
ト
ル
市
に
は
そ
の
よ

う
な
地
域
社
会
の
区
画
が
百
以
上
あ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
ネ
イ
パ

l
フ
ッ
ド
に
従
い
、

シ
ア
ト
ル
市
全
体
が
十
三
の
デ
ィ
ス
ト
リ

ク
ト
(
地
区
)
に
分
か
れ
て
い
る
。

マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
そ
の
ネ
イ
パ

I
フ
ッ
ド
に
住
む
人

た
ち
が
集
ま
っ
て
市
民
グ
ル
ー
プ
を
つ
く

り
、
シ
ア
ト
ル
市
に
対
し
自
分
た
ち
の
地

域
社
会
に
必
要
な
事
業
を
行
う
た
め
の
助

成
金
申
請
を
行
う
。
助
成
対
象
は
市
民
グ

ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
、

N
P
O
な
ど
法
的
な

資
格
を
持
っ
て
い
る
必
要
は
な
い
。
申
請

の
方
法
は
、
ま
ず
ネ
イ
パ

l
フ
ッ
ド
に
住

む
市
民
グ
ル
ー
プ
が
自
分
た
ち
の
生
活
に

何
が
必
要
か
話
し
合
い
検
討
す
る
。
そ
こ

で
出
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
分
た
ち

の
有
形
(
物
、
金
銭
な
ど
て
無
形
(
労
働

時
間
な
ど
)
の
寄
付
で
遂
行

す
る
場
合
、
ど
れ
だ
け
の
費

用
が
か
か
る
か
試
算
し
、
そ

の
額
を
市
に
申
請
す
る
。

市
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内

容
と
申
請
額
の
妥
当
性
を
審

査
し
、
適
正
と
判
断
す
れ
ば
、

• 

申
請
額
と
同
額
ま
で
の
助
成
を
決
定
す
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
遂
行
は
市
民
グ
ル
ー
プ

に
任
さ
れ
、
市
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
た
り
、
業
者
に
委
託
し
た
り
し

て
進
め
ら
れ
る
。
助
成
金
は
請
求
書
ご
と

に
支
払
う
方
式
を
と
っ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
中
に
は
グ
ル
ー
プ
が
解
散
し
た

り
、
中
途
で
挫
折
し
た
り
す
る
な
ど
、
最

後
ま
で
完
了
せ
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
も

の
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
と
き
は
こ
の
時

点
で
請
求
書
の
支
払
い
が
終
了
し
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
終
了
す
る
。

3
0
0
0超
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
申
請
さ
れ
る

発
足
以
来
、
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
大
変
好
評
で
、
現
在
に

至
る
ま
で
お
よ
そ
三
千
を
超
え
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
申
請
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
申
請
額
は

一
番
小
さ
な
も
の
で
は

千
五
百
ド
ル
か
ら
、
大
き
な
も
の
で
は
十

万
ド
ル
で
、
「
地
域
に
ベ
ン
チ
を
置
こ
う
」

と
い
う
も
の
か
ら
「
公
園
を
造
ろ
う
」
と

い
う
大
き
な
規
模
の
も
の
ま
で
実
に
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
中
で
も
特
に
有
名
な
の
は
、

ネ
イ
パ

l
フ
ッ
ド
の

一
つ
で
あ
る
フ
リ
ー

モ
ン
ト
地
区
の
「
ト
ロ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ

る
、
こ
の
地
域
に
昔
か
ら
伝
わ
る
精
霊
の

巨
大
な
像
を
つ
く
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
当
時
、
こ
の
辺
り
は
、

ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
、
物
騒
で
あ

っ
た
の
が
、
こ
の
「
ト
ロ
ー
ル
」

を
つ
く
る
こ
と
で
地
元
住
民
も

意
識
し
て
維
持
管
理
を
す
る
よ

う
に
な
り
、
今
は
シ
ア
ト
ル
の

観
光
名
所
と
も
な
っ
て
い
る
。

ネ
イ
パ

l
フ
ツ
ド
の
課
題

こ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド
が
こ
こ
ま

で
市
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
シ
ア

ト
ル
市
に
あ
る
ネ
イ
パ

l
フ
ッ
ド
課
の
役

割
が
大
き
い
。
ネ
イ
パ

l
フ
ッ
ド
課
は
従

来
の
市
役
所
に
あ
る
各
部
課
と
違
い
、
市

と
い
う
自
治
体
に
市
民
が
参
加
し
や
す
く

す
る
た
め
、
市
と
市
民
の
橋
渡
し
役
を
担

っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
他
の
部
課
な
ど
が

あ
る
区
域
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
伝
う
必

要
の
あ
る
と
き
、
聞
に
入
っ
て
調
整
す
る
。

マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

関
し
て
は
、
ネ
イ
バ

l
フ
ッ
ド
課
に
聞
け

ば
す
べ
て
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
市
民
に
と
っ
て
非
常
に
利
用
し
や
す

く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
十
三
の
デ
ィ
ス

ト
リ
ク
ト
ご
と
に
市
の
出
先
機
関
の
「
ネ

イ
パ

l
フ
ッ
ド
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
が

あ
り
、
こ
こ
に
は
ネ
イ
パ

I
フ
ッ
ド
課
の

職
員
が
配
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
ご
と
の
情
報
が
迅
速
に

把
握
で
き
る
の
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採
用

に
お
い
て
適
切
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
で

き
ロ
ヲ
Q

。
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

地
域
住
民
自
ら
が
自
分
達
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し
よ
う
と
自
発

的
に
発
想
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
効
率
的
に
実

現
し
、
ま
た
市
に
と
っ
て
も
限
ら
れ
た
予
算

を
有
効
に
使
、
え
る
投
資
手
法
と
き
守
え
よ
、
っ
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
業
務
第
一

一課

副
参
事

・

木
下
奈
緒
美
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9長

• 
圃

ミ
ル
ピ
タ
ス
市

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の

電
子
自
治
体
施
策

体
施
策
を
進
め
て
い
る
岡
市
を
訪
ね
、
担

当
者
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
リ
オ
ン
さ
ん
に

話
を
聞
い
た
。
そ
の
中
か
ら
運
用
例
の

一

部
を
紹
介
す
る
。

か
つ
て
農
業
を
主
た
る
産
業
と
し
て
い

た
ミ
ル
ピ
タ
ス
市
は
、

一
九
八

0
年
代
に

ハ
イ
テ
ク
産
業
の
企
業
誘
致
が
進
み
、
い

わ
ゆ
る
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の

一
部
を
形
成

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

岡
市
と
同
様
に
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を
形

成
す
る
幾
つ
か
の
市
は
、
企
業
誘
致
や
人

口
増
加
と
い
っ
た
点
で
有
力
な
競
争
相
手

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
、

市
民
を
顧
客
と
と
ら
え
、
そ
の
満
足
度
を

向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
が
必
要
と
な
る
。

岡
市
の
電
子
自
治
体
施
策
も
、
四
年
前

の
「
他
の
市
で
は
水

圃

道
料
な
ど
が
オ
ン
ラ

圃

イ
ン
で
簡
単
に
支
払

圃

え
る
の
に
、
な
ぜ
ミ

『

ル
ピ
タ
ス
市
で
は
で

き
な
い
の
か
」
と
い

謂

う
市
民
の
戸
に
応
じ

て
推
進
さ
れ
て
き
た

削

も
の
で
あ
る
。

顧
客
満
足
度
の
向

上
と
自
治
体
間
競
争

へ
の
対
策
と
し
て
、

実
用
的
な
電
子
自
治

利
便
性
の
向
上
と
情
報
公
開

①
利
便
性
の
向
上

水
道
料
や
電
気
料
な
ど
の
公
共
料
金
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
支
払
う
こ
と
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い
る
。
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
は
い
ず
れ
の
会
社
の
カ

1
ド

も
利
用
可
能
と
し
た
。
カ
ー
ド
の
手
数
料

を
市
と
市
民
の
ど
ち
ら

が
負
担
す
る
か
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
手
作
業

に
よ
る
市
職
員
の
人
件

費
と
の
比
較
に
よ
り
、

市
が
負
担
す
る
こ
と
と

し
た
。
シ
ス
テ
ム
の
開

発
業
者
は
、
支
払
い
件

数
の
三
%
か
ら
五
%
が

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用

す
る
と
見
込
ん
で
い
た

が
、
現
在
は

一
O
%
の

利
用
が
あ
る
と
い
う
。

市民が窓口を訪れると、必要な担当者か現れる。市民が幾

つもの課を訪ねる必要はない。岡市の顧客重視の姿勢がう

かがえる

操
作
中
に
不
明
な

点
が
あ
る
場
合
に

は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
に
電
話
を
す
る
と

適
切
な
回
答
が
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
の
運
営
は
費
用
を

考
慮
し
、
公
共
機
関

の
シ
ス
テ
ム
を
多
く

手
掛
け
る
民
間
企
業

へ
の
委
託
と
し
た
。

ま
た
、
建
築
確
認

の
審
査
結
果
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
も
運
用
し
て
い

る
。
建
物
の
構
造
な
ど
の
審
査
結
果
を
審

査
担
当
者
の
連
絡
先
を
添
え
て
表
示
す
る

も
の
。
市
役
所
に
出
向
く
こ
と
な
く
、
審

査
結
果
の
通
知
と
審
査
不
合
格
の
場
合
に

は
不
足
事
項
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

市
民
だ
け
で
な
く
、
経
済
の
活
性
化
を

目
的
と
し
た
企
業
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ

る
。
岡
市
へ
の
事
業
進
出
の
意
向
の
あ
る

企
業
は
、
必
要
と
な
る
面
積
な
ど
の
条
件

を
市
の
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
上
で
入
力
す
れ
ば
、

ビ
ル
な
ど
の
建
物
の
紹
介
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

②
情
報
公
開

議
会
や
市
に
お
け
る
重
要
な
会
議
は
議

場
で
開
催
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て

市
の
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
な
ど
で
公
開
さ
れ
て

い
る
。
生
中
継
も
さ
れ
る
が
、
後
日
こ
れ

ら
の
会
議
を
ホ

I
ム
ベ

l
ジ
上
で
見
る
市

民
は
、
会
議
内
容
に
見

出
し
が
付
け
ら
れ
て
表

示
さ
れ
て
い
る
た
め
、

関
心
の
あ
る
部
分
を
取

り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

市
長
や
議
員
が
座
る

議
場
の
壇
上
で
は
パ
ソ

コ
ン
や

D
V
D
プ
レ
ー

ヤ
ー
な
ど
の
操
作
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

施
策
な
ど
の
発
表
内
容

は
前
方
の
大
型
ス
ク
リ

ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る

な
ど
、
議
場
を
訪
れ
た
市
民
ら
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
重
視
し
た
設
計

と
な
っ
て
い
る
。

議場における壇上席は、タッチスクリーンでさまざまな操

作ができる

顧
客
へ
の
素
早
い
対
応

今
回
の
調
査
に
お
い
て
、
担
当
者
の
マ

リ
オ
ン
さ
ん
は
市
民
を
常
に
「
顧
客
」
と

呼
ん
で
い
て
、
印
象
的
で
あ
っ
た
。

今
後
は
子
育
て
情
報
の
提
供
(
施
設
の

照
会
な
ど
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
)
や
警
察

な
ど
の
情
報
を
除
く
す
べ
て
の
行
政
文
書

(約
三
百
万
ペ
ー
ジ
)
の
ホ
l
ム
ベ

l
ジ
上

で
の
公
開
を
予
定
し
、
電
子
自
治
体
施
策

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う
。

顧
客
満
足
度
の
向
上
や
周
辺
市
と
の
競

争
へ
の
対
策
を
考
え
る
と
き
、
四
年
前
の

市
民
の
声
に
対
し
、
こ
の
よ
う
に
具
体
策

を
次
々
と
提
示
し
て
い
く
岡
市
の
対
応
の

素
早
さ
も
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
と
舌
ヲん

よ、っ
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

有
県
清
貴
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親
子
の
体
験
活
動
展
開
し
、

地
域
で
の
子
育
て
を
支
援

皆
さ
ん
の
住
む
地
域
で
、
「
子
ど
も
劇

場
」
や
「
お
や
こ
劇
場
」
と
呼
ば
れ
る
団

体
が
企
画
す
る
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
舞

台
鑑
賞
会
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
方

も
多
い
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
活
動
が
、

実
は
全
国
的
な
運
動
で
あ
る
こ
と
を
ご
存

知
だ
ろ
う
か
。

「
子
ど
も
劇
場
」
は
、
「
生
の
文
化
芸
術

や
遊
び
の
体
験
を
通
じ
て
、
子
ど
も
と
大

人
が
共
に
育
ち
合
え
る
地
域
を
つ
く
っ
て

い
く
」
こ
と
を
目
的
に
、

一
九
六
六
年
福

岡
に
始
ま
り
、
現
在
四
十
七
都
道
府
県
の

六
百
を
超
え
る
地
域
に
広
が
っ
て
い
る
。

今
回
は
数
多
い
子
ど
も
劇
場
の
中
で
も
、

独
自
の
活
動
を
活
発
に
展
開
し
て
い
る

「
宇
都
宮
子
ど
も
劇
場
」
を
訪
問
し
、
代

表
の
生
野
裕
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

こ
こ
は
、
七
四
年
に
母
親
や
青
年
、
大
学

の
研
究
者
ら
有
識
者
を
中
心
に
設
立
さ

れ、
二
O
O
二
年
に
N
P
O
法
人
に
な
り
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
長
い
歴
史
を

持
っ
た
団
体
で
、
生
野
さ
ん
ご
本
人
は

も
う
何
代
目
の
代
表
か
分
か
ら
な
い
と

話
す
。母

親
一
事
の
情
報
交
換
、

息
梅
若
ゆ
理
が
必
要

こ
の
団
体
の
主
な
事
業
は
舞
台
鑑
賞
会

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
親
子
の
遊
び
の
体
験

活
動
を
企
画
し
、
実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
。

舞
台
鑑
賞
会
は
人
形
劇
や
親
子
向
け
の
オ

-・・・旦血血園理彊置置掴・・・・
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員
で
あ
る
親
子
が
加
わ
っ
て
お
り
、
低
学

年
部
で
は
親
同
士
の
交
流
を
図
る
た
め
、

親
が
中
心
と
な
り
、
高
学
年
部
の
キ
ャ
ン

プ
な
ど
で
は
主
体
性
、
自
主
性
を
養
う
た

め
、
企
画
か
ら
運
営
ま
で
を
子
ど
も
達
が

担
っ
て
い
る
。

体
験
活
動
と
は
別
に
、
「
子
育
て
支
援

そ
ら
ま
め
く
ら
ぶ
」
と
い
う
事
業
も
あ
る
。

事
業
開
始
は
平
成
十

一
年
と
、
子
ど
も
劇

E
-
E

場
の
長
い
歴
史
の
中
で
も
比

・
圃
E

較
的
新
し
い
取
り
組
み
で
あ

咽
胡
酒

り、

O
歳
か
ら
三
歳
未
満
の

聞
id-
-
Y
一

乳
幼
児
親
子
を
対
象
に
メ
ン

i
J

バ
l
を
募
り
、
月
に

一
回
サ

・
市
型

居

園
遊

技
ツ
マ
イ
モ
掘
り
や
流
し
そ
う

開
三

日
め
ん
会
な
ど
の
体
験
活
動
を

型
二
t
M

行
っ
て
い
る
。
か
つ
て
、

三

園
田
。
』

ど

一jhJ
子
歳
未
満
の
未
就
園
の
子
ど
も

川
川
川
l
i
l1
1
l

は
、
親
と
子
の

咽
沼
恒
・
・
・

E
開

』

一

対

一
の
関
係

E・
E・
-目

が

特

別

に

強

い

芯
凶a園
調
圃

-
E
た
め
、
他
人
と

組

問

一。

』
・
・
プ
の
か
か
わ
り
を

通
園
圏
直
・
ρ

持
つ
以
前
の
年

一磁

調

関

甥

型

的
代
で
あ
る
と
考

場

長

酋

割

配

肱

特

え

ら

れ

て

い

に

ι圃
'
臨
画
園
田
園
高
た
。
し
か
し
、

母
子
密
着
や
育
児
不
安
な
ど
の
問
題
が
発

生
し
て
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
も
変
化
し
、

母
親
同
士
の
情
報
交
換
、
息
抜
き
の
場
が
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必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
こ
の
事
業

が
始
め
ら
れ
た
。
女
性
の
社
会
進
出
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
な
ス
キ
ル
を
持
っ
た
母
親
達

が
増
え
た
の
で
、
企
画
、
運
営
へ
の
参
加

の
度
合
い
も
大
き
く
な
り
、
月
に

一
回
の

活
動
以
外
に
も
、
自
主
的
に
講
師
を
呼
ん

で
子
育
て
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催
す
る

な
ど
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
の
子
ど
も
劇
場
活
動
の
中

で
も
宇
都
宮
独
自
の
も
の
と
し
て
、
平
成

十
二
年
か
ら
駄
菓
子
屋
「
は
ら
っ
ぱ
」
の

運
営
が
あ
る
。
事
務
所
隣
の
倉
庫
を
改
修

「そ らまめ くらぷ」のクリ拾い

⑨ 地域づく咽体探訪

し
て
駄
菓
子
屋
を
聞
き
、
会
員
で
あ

る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
子
ど
も
達
に

放
諜
後
の
た
ま
り
場
と
し
て
提
供
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
自
分
で
も

ん
じ
ゃ
焼
き
を
作
れ
る
よ
う
鉄
板
台

を
設
置
し
た
り
、
卓
球
台
を
置
い
た

り
し
て
、
子
ど
も
達
が
遊
べ
る
よ
う

に
工
夫
し
て
あ
り
、
親
か
ら
少
し
距

離
を
置
く
よ
う
に
な
る
小
学
校
五
年

生
前
後
の
子
ど
も
が
多
く
集
ま
っ
て

く
る
と
い
う
。

駄
菓
子
屋
「
は
ら
っ
ぱ
」
に
最
近

い
わ
ゆ
る
非
行
少
年
と
呼
ば
れ
る
子

ど
も
が
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
あ
え
て
追
い
出
す
よ
う
な
こ
と

は
せ
ず
、
ほ
か
の
子
ど
も
達
と
同
じ

よ
う
に
接
し
て
い
る
。
「
そ
う
い
う 駄菓子屋「はら っ(.fJでのもんじゃ焼き

子
達
こ
そ
、
ほ
か
に
行
く
場
所
が
な
い
」

と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
る
。
子
ど
も
達
を

地
域
全
体
で
大
き
く
包
み
込
み
、
見
守
っ

て
い
こ
う
と
い
う
、
こ
の
団
体
の
意
志
が

強
く
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

団
体
名
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
舞
台
鑑
賞
を

企
画
す
る
団
体
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た

れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
実
際
に
は
こ
の
よ

う
に
、
親
と
子
が
地
域
で
生
活
し
て
い
く

た
め
の
環
境
づ
く
り
が
活
動
の
大
き
な
柱

で
あ
り
、
会
員
と
な
っ
た
親
子
が
単
に
利

用
者
と
し
て
参
加
す
る
の
で
は
な
く
、
自

ら
積
極
的
に
体
験
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
企
画
、
運
営
を
行
う
点
が
特
徴
の

一
つ

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

生
野
さ
ん
自
身
、
子
ど
も
を
持
つ
親
と

し
て
運
営
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
子
ど
も
劇

場
と
の
か
か
わ
り
の
始
ま
り
だ
っ
た
と
い

う
。
地
域
住
民
自
身
が
企
画
運
営
に
か
か

わ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
が
求
め
る
こ
と

と
議
離
の
な
い
活
動
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
息
の
長
い
活
動
の
秘
け
つ
は
そ

こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

子
ど
も
瑚
拶
巻
く
環
境
厳
し
く
、

地
域
雰
ゆ
重
要
度
増
す

現
在
、
子
ど
も
の
置
か
れ
た
環
境
は
こ

れ
ま
で
に
な
く
過
酷
な
も
の
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
親
か
ら
の
虐
待
、
子
ど
も
に
よ

る
重
大
事
件
な
ど
が
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
に

な
る
日
も
少
な
く
な
い
。
生
野
さ
ん
は
、

将
来
に
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ず
ス
ト

レ
ス
が
た
ま
っ
た
子
ど
も
達
に
、
生
の
舞

台
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
与
え
、
「
心
が
動

く
」
と
い
う
経
験
を
さ
せ
た
い
、
と
き
ヌノ
。

学
校
の
教
員
も
鑑
賞
会
企
画
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
失
い
つ
つ
あ
る
中
、
子
ど
も
達
に
舞
台

鑑
賞
の
機
会
を
与
え
ら
れ
る
の
は
自
分

達
し
か
い
な
い
と
い
う
自
負
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
劇
場
は
、
子
ど
も
に
経
験
さ

せ
た
い
こ
と
を
親
も
楽
し
ん
で
実
践
す
る

こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

全
体
に
良
い
波
及
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る

と
い
っ
た
、
い
わ
ば
「
自
然
体
で
の
活
動
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ

れ
か
ら
は
、
理
事
達
が
も
っ
と
社
会
に
対

し
て
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
踏
ま
え
た
上
で
、
地
域
の
中
で
自

分
達
が
何
を
す
べ
き
な
の
か
を
考
え
、
広

く
社
会
に
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
、
と

生
野
さ
ん
は
語
る
。

よ
り
高
次
の
理
想
を
掲
げ
、
し
な
や
か

に
活
動
を
展
開
す
る
「
宇
都
宮
子
ど
も
劇

場
」
は
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳

し
さ
を
増
す
中
で
、
今
後
ま
す
ま
す
地
域

で
の
重
要
度
を
増
し
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
と
そ
の
親
達
に
と
っ
て
の
心
の
支
え
に

な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

掘

聞
子
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地場づ〈事鴎棒標稼

「黒」

こ
だ
わ
る

特
産
品
開
発

佐
賀
県
西
部
に
位
置
す
る
山
内
町
は
人

口
約
九
千
七
百
人
、
四
方
を
山
々
に
固
ま

れ
た
自
然
豊
か
な
町
で
あ
る
。
町
の
北
西

部
に
は
伝
説
の
巨
岩
夫
婦
岩
を
は
じ
め
、

奇
岩
や
巨
石
が
そ
び
、
え
る
特
徴
的
な
景
観

を
持
つ
黒
髪
山
を
擁
し
、
町
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
こ
の
町
の
シ

ン
ボ
ル
黒
髪
山
の
「
黒
」

に
こ
だ
わ
っ
た
特
産
品
開

発
を
行
い
、
ま
ち
お
こ
し

を
目
指
す
地
域
づ
く
り
団

体
「
黒
米
倶
楽
部
や
ま
う

ち
」
の
代
表
者
で
あ
る
白

演
幸
広
さ
ん
に
話

を
伺
っ
た
。

「
黒
米
倶
楽
部

や
ま
う
ち
」
の
設

立
は
平
成
六
年
に

さ
か
の
ぼ
る
。
毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
近
隣
で
開
催
さ
れ
る
有
田
陶
器
市
は

司
司
1
4
・4

大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
、

(

心

多
く
の
観
光
パ
ス
や
自
家

.

.

.

.
 
用
車
が
町
内
の
国
道
を
通

園
・
・
・
様
り
抜
け
る
。
そ
こ
で
、
町

-
・
'
時
内
に
道
の
駅
を
設
置
し
、

、h

潰

F
1
1
t
白
ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
憩
場
所

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
陶
器
市
へ
行
く

観
光
客
の

一
部
を
取
り
込
め
な
い
か
と
考

え
、
山
内
町
商
工
会
青
年
部
を
中
心
に
役

場
職
員
、
会
社
員
、
農
家
な
ど
が
黒
米
倶

楽
部
や
ま
う
ち
の
前
身
で
あ
る
「
や
っ
て

み
ら
ん
ば
隊
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
立
ち

上
げ
、
道
の
駅
の
誘
致
に
乗
り
出
し
た
。

道
の
駅
は
熱
心
な
誘
致
活
動
が
実
り
、
平

-・・恩-田
設立年・平成14年4月

設立・運営主体・山内町商工会

自然保護団体

代表者・白潰幸広

会員数・22人

<事務局連絡先>

〒849-2303

佐賀県杵島郡山内町大字三間坂甲

13887 山内町商工会内

(電話)0954-45-2505 

成
八
年
に
仮
施
設
、
十
年
に
は
正
式
に
オ

ー
プ
ン
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
併
せ
て
や

1
10
・
っ
て
み
ら
ん
ば
隊
で
は
道
の
駅

-
F乙
で
販
売
す
る
物
産
と
し
て
既
存

.

.

.
 の
特
産
品
だ
け
で
は
な
く
、
町

-
-
-
の
シ
ン
ボ
ル
黒
髪
山
に
ち
な
ん

-
-
-
だ
「
黒
」
に
こ
だ
わ
る
商
品
開

.

聾

発
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

羽

黒

米

φ開
発

i
 

爵
肱
「
黒
」
の
特
産
品
開
発
と
し
て

ば
画
調
目
を
付
け
た
の
が
、
黒
米
の
栽

・
聞
幽
培
と
黒
米
を
活
用
し
た
商
品
開

・
・
量
発
で
あ
る
。
黒
米
は
古
代
米
と

も
い
わ
れ
、
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
て
き
た

文
字
通
り
黒
く
色
の
つ
い
た
米
で
、
ビ
タ

ミ
ン
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
な
ほ
か
、

黒
米
に
含
ま
れ
る
紫
色
の
色
素
が
胃
腸
を

丈
夫
に
す
る
な
ど
、
健
康
食
品
と
し
て
も

注
目
さ
れ
て
い
る
。

黒
米
は
地
元
農
家
の
協
力
を
得
て
、
田

植
え
直
後
に
除
草
剤
を

一
度
だ
け
使
用
す

る
と
い
う
減
農
薬
に
こ
だ
わ
っ
て
栽
培
し

て
い
る
。
黒
米
倶
楽
部
は
農
家
で
栽
培
さ

れ
た
黒
米
を
買
い
取
り
、
道
の
駅
な
ど
の

販
売
所
や
各
商
品
加
工
業
者
へ
卸
し

て
い
る
。
黒
米
を
使
っ
た
商
品
と
し

て
は
そ
ば
、
ラ
ー
メ
ン
、
そ
う
め
ん

な
ど
の
め
ん
類
か
ら
黒
米
酢
、
酒
、

パ
ン
、
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
を
開
発
し
た
。
こ
れ
ら
は
自
演
さ

ん
ら
会
の
メ
ン
バ
ー
が
企
画
を
考
え
、
町

内
の
生
産
者
や
加
工
業
者
に
説
明
し
て
回

り
、
商
品
化
が
徐
々
に
進
ん
で
い
っ
た
。

黒
米
お
よ
び
黒
米
商
品
は
道
の
駅
で
の

販
売
を
中
心
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
お

り
、
人
気
商
品
で
あ
る
パ
ン
な
ど
は
数
時

間
で
売
り
切
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
と

い、っ
。黒

米
ゆ

け
と
自
然
観
察
会

黒
米
の
作
付
け
は
町
の
広
報
や
商
工
会

の
ホ
l
ム
ベ
l
ジ
な
ど
で
田
植
え
か
ら
草

刈
、
収
穫
ま
で
の
作
業
の
協
力
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。
町
内
外
よ
り
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
約
五
十
人
も
の
人
が
集
ま
る

こ
と
も
あ
り
、
作
業
を
通
し
て
地
域
問
、

世
代
聞
の
交
流
が
図
ら
れ
て
い
る
。
黒
米
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⑨ 地域づく咽休探訪

作
り
は
黒
髪
山
の
わ
き
水
を
使
っ
て
い
る

た
め
、
田
の
水
は
大
変
き
れ
い
で
飲
め
る

ほ
ど
だ
と
い
う
。
ま
た
、
田
植
え
、
草
刈

り
作
業
時
に
は
自
然
観
察
会
と
称
し
、
作

業
だ
け
で
は
な
く
、
田
に
生
息
す
る
水
生

生
物
の
観
察
も
行
っ
て
い
る
。
昨
年
の
田

植
え
の
時
に
は
絶
滅
危
倶
種
で
あ
る
「
ミ

ズ
カ
マ
キ
リ
」
が
出
現
し
、

一
同
で
大
騒

ぎ
と
な
っ
た
。
自
然
を
生
か
し
、
減
農
薬

に
こ
だ
わ
る
黒
米
の
栽
培
方
法
に
は
こ
れ

か
ら
も
こ
だ
わ
り
続
け
た
い
と
自
演
さ
ん

は
言
、っ
。

黒
の
@

づ
く
り

ほ
か
に
も
黒
に
こ
だ
わ
る
特
産
品
と
し

て、

黒
ス
イ
カ
や
黒
大
根
を
栽
培
、
収
穫

し
、
道
の
駅
で
販
売
し
て
い
る
。
黒
柿
に

つ
い
て
も
現
在
育
て
園
圃
・
・
自
・
圃

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
田
明
‘

↑

』

り
、
今
後
の
収
穫
が
・
闘
訓
世
間
hp

期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、

園
園
凶
腔
圃
・

新
た
な
挑
戦
と
し
て
圃

aF働
団
・
・

黒
ピ
ー
マ
ン
に
目
を

V
円
相
比
週

付
け
て
お
り
、
近
い

F
戸

vla閉
'
闘

将
来
、
黒
ピ
ー
マ
ン

圃
・
・
・
圃
圃
訟

が
山
内
町
の
特
産
品
に
加
わ
る
こ
と
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
黒
の
農
産
物
は
自
演

さ
ん
ら
が
全
国
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
探

し
出
し
た
上
で
農
家
に
栽
培
の
協
力
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。
農
産
物
の
苗
を
無
料
で

い心更 E なつが配
るにし 霊平 いて、布
。引、小成こ滅とお今す
き 黒雲 十だ農いりでる
続 γ 示四厩思う、はー
き三部年 (街宣)。売道と
積がやに 忠 誠 / れの 4
極五きや 、背 残駅す
的るつつ 栽 るで z
な特主て 培 この泊
活産 み A と 話動
動品にら ぷ は題が
を開名ん ほ商始
続発称ば と品ま
けをを隊 んとっ
て中変は どなた

こ
の
よ
う
に
黒
米
商
品
な
ど
の
特
産
品

開
発
な
ど
順
調
に
実
績
を
積
み
重
ね
て
い

る
黒
米
倶
楽
部
で
は
あ
る
が
、
悩
み
も
あ

る
。
関
連
商
品
を
は
じ
め
、
黒
米
の
人
気

が
高
ま
り
、

黒
米
の
生
産
が
需
要
に
追
い

付
か
な
い
と
い
う
問
題
が
出
始
め
て
い
る

の
だ
。
昨
年
も
厳
し
い
状
況
で

あ
っ
た
が
、
道
の
駅
に
地
元
特

産
品
を
使
用
し
た
料
理
を
提
供

す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
完
成
し
た

こ
と
も
あ

り
、
今
後

は
現
在
の

生
産
量
で

は
確
実
に
足
り
な

く
な
る
状
況
で
あ

る
。
黒
米
が
町
の

特
産
品
と
し
て
広

く
認
知
さ
れ
、

需

黒スイカ

黒なよをらう量 理せはは要
米栽り使ばとを単由らあ、が

けて力うもし激と邑工藷2Z霊~当面・・倶培 効用、す増にがれる地増

2れれド口監霜雪翠置おわ222222;:;
もがおるたい栽 産 て 属品JA'ft3逼圃・・黒ば一一一一一一一一一一単つり
黒壇 り農考条培 量 い 町哩・・・・米可圃・-思聖型周回曹 にて上
米え、家え件すをる黒米販冗 に能・・圏軍曹塑量産車理担証曹 ははげ
倶る今も方でる増 。 関で震胃腸語噂響暫響調 生喜が
楽予年少には農やそし生のも方り底有しあ 欄臨翼概産ば増
部定はし共あ家すので産協らを、的機てる蹴，~~~震貯量 し加
でで 黒 ず感るにこたい 量 力え理こに栽減 。 225・喜lj陸:HE53ii白 をいす
はあ米つしがととめきををはのこ培農し 阻税 減 :'.~flj 増こる
黒そ 作増、、つは、た増得農し考だに薬か 麗げ¥h『 加とこ
に 付え協こて難急いやて家てえわ徹 -L国圃圃酷遇!"jこι1・さでと

こ
だ
わ
っ
た
特
産
品
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
に

も
黒
米
を
栽
培
す
る
過
程
で
学
ん
だ
自
然

や
環
境
の
大
切
さ
か
ら
、
地
元
の
自
然
環

境
を
守
る
活
動
に
も
取
り
組
み
始
め
て
い

る
。
そ
の

一
つ
が
開
発
で
荒
れ
た
町
内
の

山
林
へ
の
子
ど
も
達
に
よ
る
ド
ン
グ
リ
の

植
林
で
あ
る
。

ま
た
、
将
来
的
に
は
お
年
寄
り
ら
地
域

の
伝
統
的
な
技
術
や
知
識
を
持
っ
た
、
い

わ
ゆ
る
そ
の
分
野
の
達
人
か
ら
町
内
外
の

若
者
や
子
ど
も
達
へ
、
そ
の
技
術
や
知
識

を
伝
え
る
体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

た
い
と
の
意
欲
も
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

黒
米
作
り
や
特
産
品
開
発
な
ど
こ
れ
ま
で

の
活
動
で
町
内
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
達

人
が
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
方
達
の
技
術
や
知
識
を
伝
え
る
こ
と

が
単
に
伝
承
と
い
っ
た
面
だ
け
で
は
な

く
、
地
元
の
人
が
元
気
に
、
そ
し
て
自
信

を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
地
域
の
活
力
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
特
産
品
開
発
を
中
心
の
活

動
と
し
な
が
ら
も
自
然
や
環
境
保
護
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
な
ど
活
動
の
幅

を
広
げ
、
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
の
強
い

意
欲
を
持
ち
続
け
る
黒
米
倶
楽
部
の
活
動

に
今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

黒米そぱ・ラーメン

伽
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

小
林

悟
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「
電
子
会
議
室
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
?

問
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨

年
の
九
月
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
の
会
員
向

け
に
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
交
換

の
窓
口
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
「
電
子
会
議
室
」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

日
々
の
業
務
の
中
で
感
じ
る
、
「
知

り
た
い
こ
と
」
や
、
特
定
の
話
題
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
参
加
者
同
士
が
考
え
、

自
由
に
意
見
を
書
き
込
め
る
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
の

で
、
登
録
の
お
済

み
で
な
い
方
は
参

加
し
て
み
ま
せ
ん

4υ 
会
員
で
あ
る
全

国
の
地
方
自
治

体
、
民
間
企
業
並

び
に
団
体
の
参
加

者
が
情
報
を
共
有

し
、
意
見
交
換
を

行
い
、
自
分
た
ち

L 一

街、置凶畑出珂ー

a・-.ペー夕、

イシタ四若島宮~a、'"j)浴田';>~
B頃の様楕で悩ん乱対r. .'.J垣皇事例[7¥'1~イスJf.l\a;u.也'"うこと令てあ暗T，n.

例えば

諮問匂23野間常手側酬<f::(!t..
謹君詑彦野主是認主主需主、弘前川甘か・品、，たようL

の
業
務
に
生
か
せ
る
よ
う
、
ま
た
、
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
参
考
と
な

る
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

ご
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
会
員
限
定

の
ア
ク
セ
ス
制
限
機
能
を
設
定
し
て
い

る
関
係
上
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を
参
加
者
お

一
人
ず
つ
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
ほ
か

の
課
の
皆
様
へ
も
ご
回
覧
く
だ
さ
い
。

「
電
子
会
議
室
」
の
申
込
方
法
は
、
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
地
域
づ
く
り

百
科
」
か
ら
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

振

興

部

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
佐
久
間
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滞ってご参加〈ださい
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スポーツが地域を元気にする
ースポーツと地域づくりの連携のあり方を考える;-3-Zj-「-?一千f

スポーツを地域づくりに結び付けることで、地域コミュ二ティーの形成、地域アイデンティティー

の再構築などさまざまな効果が期待できます。また、スポーツ振興を図るためには、地域に根差した

活動が効果的です。折しも、 (財)地域活性化センターは総務省および文部科学省との連携の下、小 -

中-高校生が参加する各種スポーツ全国大会の継続開催により、全国各地に青少年があこがれ、目標

とするスポーツ拠点を形成する新しい事業を実施することになりました。

こうしたことを踏まえ、今回のフォーラムでは個性豊かで、活力ある地域社会の構築に向けて、ス

ポーツを活用した地域活性化策について考えることとします。

. パネルデイスカッション

コーディネーター:西田善夫 ・スポーツアナリスト

パネラー:青島健太 ・スポーツライター

黒須充 ・福島大学教慢

二木 哲 ・宮古島広域園事務組合事務局長

三ツ谷洋子 ・ (練)スポーツ21エンタープライズ
代表取締役社長

山内豊岡 ・北見市教育委員会社会教育部

スポーツ課長

車 問い合わせ先

(財)地域活性化センター

企画部情報サービス課 担当:杉尾・山本

TEL: 03・5202-6135 FAX: 03-5202・0755

時.平成17年2月8日 (火)13: 30~ 1 7 : 00 

(受付13:OO~) 

場:有楽町朝日ホール

(千代田区有楽町2-5-1有楽町マリオン11F)

E主催:(財)地域活性化センター

回 定員:630名

. 参加費:無料

. 内容

.基調講演

池田 弘 ・ (株)アルピレックス新潟代表取締役社長

. 事例発表

二木 哲 ・宮古島広域園事務組合事務局長

山内豊明 ・北見市教育委員会社会教育部スポーツ課長

-日

.会
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郷土芸能も多彩サッカーも強いが、
長
崎
県

サッカーポール街灯

、
，
圃
園

田
に
名
を
と
ど
ろ
か
せ
て
い
る

4z-国
見
高
校
サ

ッ
カ
ー
部
の
あ
る

国
見
町
，
。
街
灯
も
サ
ッ
カ
ー
ポ
l
ル
1

「サ

ッ
カ
ー
の
ま
ち
」
と
し
て
の
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
町
だ
が
、
他
の
分
野
の
パ

ワ
ー
を
今
回
は
紹
介
し
ま
す
。

南
は
日
本
初
の
国
立
公
園
で
あ
る
雲

仙
、
北
は
有
明
海
に
商
し
、
自
然
の
景

観
に
恵
ま
れ
、
深
い
歴
史
と
文
化
は
伝

統
と
し
て
受
け
継
が
れ
、
多
彩
な
郷
土

芸
能
に
表
れ
て
い
る
。

郷
土
芸
能
の
全
国
区
は
「
鳥
刺
し
」

だ
。
長
ざ
お
と
九
尺
の
赤
ふ
ん
ど
し
の

姿
。
「
見
ん
さ
い
な
、
見
ん
さ
い
な
」

に
始
ま
る
独
特
の
節
回
し
、
そ
の
動
き

は
イ
ン
パ
ク
ト
大
。
約
二
百
五
十
年
前

こ
A

，Hレ
λd

に
神
代
鍋
島
家
が
京
都
に
行

っ
た
折
、

家
臣
が
習
い
覚
え
て
き
た
も
の
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
「
鳥
刺
し
」
の
踊
り
。
歴

史
を
ひ
も
解
く
と
、
室
町
時
代
の
こ
ろ

全
国
的
に

「鳥
刺
し
の
狂
=
=
己
が
演
じ

ら
れ
始
め
、
江
戸
時
代
に
歌
舞
伎
、
万

歳
の
世
界
で
も
流
行
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
昨
年
、
韓
国
で
の
公
演
も
成
功

さ
せ
、
「
鳥
刺
し
」
の
強
力
な
イ
ン
パ

ク
ト
は
ま
さ
に
国
際
級
と
言
え
る
。

ひ

じ

〈

ろ

た

い

ら

ほ

う

じ

よ

う

土
黒
・
多
比
良
地
区
の
五
穀
豊
穣

を
願
う
「
風
除
祭
」
。
地
域
に
よ
り
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
土
黒
の
温
泉

神
社
の
大
祭
で
あ
る

「風
除
祭
」
は
四

百
年
近
く
の
歴
史
が
あ
り
、
開
催
は
九

月
上
旬
。
八
幡
神
社
で
行
わ
れ
る
相
撲

大
会
「
三
日
相
撲
」
が
見
所
。
子
ど
も

も
大
人
も
相
撲
を
と
り
、
健
や
か
な
成

長
を
願
っ
て
行
わ
れ
る
赤
ち
ゃ
ん
の
土

俵
入
り
。

一
人
前
の
化
粧
ま
わ
し
を
つ

け
た
赤
ち
ゃ
ん
が
力
士
に
抱
え
ら
れ
て

』

ν
句
』

土
俵
に
登
場
し
、
力
士
が
踏
む
四
股
に

も
力
が
こ
も
る
。

多
比
良
の
「
風
除
祭
」
は
約
二
百
年

前
に
始
ま

っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
大
勢

の
氏
子
が
み
こ
し
を
担
い
で
お
旅
所
ま

で
の
道
を
練
り
歩
く
「
お
下
り
」
「
お

上
り
」
が
行
わ
れ
る
の
は
八
月
末
。
メ

ー
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
馬
練
り
」
は

勇
壮
そ
の
も
の
。
神
様
が
乗
っ
て
い
る

と
さ
れ
る
馬
を
、
声
を
掛
け
な
が
ら
巧

み
な
手
綱
さ
ば
き
で
操
る
も
の
だ
。
こ

れ
ら
の
郷
土
芸
能
に
宿
る
地
域
の
パ

ワ
ー
も
ぜ
ひ
国
見
に
来
て
体
験
し
て

く
だ
さ
い
。

国見町

馬練り
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CORNER EVENT 

. 11 月 15 日 ~ 19日

瀬戸内四都広域観光推進協議会

瀬戸内4都自慢の逸品~倉敷・琴平-
鳴門そして神戸~ (4) ・11 月 22日 ~25日
東京都 (財)東京都島しょ振興公社

日本のまじめなモノづく り

I ，月 、
一 一…..
屯 (予定)I 

*日本橋プラザピルイベントスペース

・ 1 月 12 日 ~ 14日 長崎県東京事務所・1月21日 上野村 (群馬県)
・ 1 月 27 日 ~28 日 中山町 (山形県)

. 11 月 25 日 ~ 26 日

舞鶴観光協会 (京都府)

舞鶴じまん市 (2)

*ふるさと情報プラザ・11 月 1 日 ~ 5 日
兵庫県神戸市

神戸ワイン・神戸のお菓子・チー

ズの試飲-試食販売

・ 11 月 8 日 ~ 12 日
千葉県

国産落花生の消費拡大PR展 (3)

女日本信プラザビルイベントスペース・11 月 4 日 ~ 5 日
滋賀県東京観光物産情報センター

秋の実り びわ湖高島地域観

光キャンぺ一ン・11 月 8 日 ~ 10 日
稲川町物産観光協会 (秋田県)

伝統の技が息づく町-秋田県い

なかわキャンぺーン・11 月 18日 ~ 19 日
楢川村 (長野県)

「漆と宿場のふるさと祭りj

ならかわ特産市(1)

女ふるさと情報プラザ

・ 1 月 4 日 ~ 7 日
新白河広域観光連盟

新白河地方の観光物産展・1月11 日 ~ 14日
盛岡広域市町村

雪銀河盛岡広域スキー温泉ポスター展

・ 1 月 17 日 ~ 21 日
高知県東部観光開発促進協議会

高知東海岸のダルマ太陽写真展

・ 1 月 24日 ~27 日
青森県弘前市、秋田県角館町

岩手県北上市

みちのく三大桜名所観光展と落語会

【
編
集
後
記
】

V
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

V
昨
年
の
後
半
は
、
台
風
の
上
陸
が
過
去
最
多
と
な
っ

た
ほ
か
、
新
潟
県
中
越
地
震
が
起
こ
る
な
ど
、
大
き
な

災
害
が
相
次
い
だ
。
今
年
は
ぜ
ひ

「復
興
の
年
」
に
し

て
ほ
し
い
も
の
だ
。

そ
の
復
興
で
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
被
災
し

た
住
宅
の
再
建
だ
。
災
害
時
に
住
民
生
活
を
安
定
さ
せ

る
た
め
に
は
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。

園
、
地
方
と
も
に
財
政
は
非
常
に
厳
し
い
。
固
と
自

治
体
は
知
恵
を
出
し
合
い
、

全
力
で
事
に
当
た
っ
て
ほ

'しい
。

V
今
年
最
初
の
特
集
テ
l
マ
は

「多
文
化
共
生
」
。
急
激

に
増
加
す
る
在
住
外
国
人
と
の
共
生
の
た
め
の
施
策
、

協
力
・
支
援
に
取
り
組
む
自
治
体
や
民
間
団
体
か
ら
報

告
し
て
も
ら
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
が
「
多
国
籍
化
」
の
様
相
を
呈

し
て
き
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
も
、

看
護
師
・
介
護
士
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で

決
着
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の

F
A
T
締
結
を
手
始
め
に
、

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
が
こ
れ
か
ら
本
格
化
し
そ

う
だ
と
い
う
。

共
生
に
向
け
た
国
の
取
り
組
み
は
緒
に
就
こ
う
と
し

て
い
る
。
「外
国
人
集
住
都
市
会
議」

が
主
張
す
る
、

「外
国
人
受
け
入
れ
の
基
本
方
針
策
定
」

「省
庁
の
施
策

を
総
合
調
整
す
る
組
織
の
設
置
」

の
時
期
は
早
晩
や
っ

て
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(中
)

【

2
月
号
予
告
】

特
集

H
防
災
ま
ち
づ
く
り

地域づくり 1月号
平成17年l月l日発行 編集・発行=財団法人地域活性化センタ一

日本橋プラザピル13階電話03-5202-6131(代 http://www.chiiki -d ukuri -hyはka.or.jp/ 印刷 ・製本/株式会社九月ニ工文社
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